
[

縁
起
補]

本
訳
稿
は

｢

唐
律｣

と
そ
の
公
権
的
注
釈
書
で
あ
る

｢

律
疏｣

を

合
本
し
た

『

唐
律
疏
議』

の
第
一
一
篇

｢
捕
亡
律｣

の
現
代
語
訳
を

試
み
る
も
の
で
あ
る
。
全
一
八
箇
条
の
う
ち
、
第
一
条
か
ら
第
一
〇

条
ま
で
の
翻
訳
は
、
本
訳
稿

(

上)

と
し
て
公
表
し
た

(『

法
と
政

治』

六
七
巻
二
号
、
二
〇
一
六)

。
唐
律
お
よ
び

『
唐
律
疏
議』

の

史
料
的
価
値
、
こ
れ
を
現
代
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
の
意
義
、
な
ら
び

に
本
訳
稿
の
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、[

縁
起]

に
述
べ
た
と
こ

ろ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、『

唐
律
疏
議』

を
現
代
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
の
意
義
が
い

か
に
大
き
か
ろ
う
と
も
、
訓
読
文
を
排
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な

い
。
前
近
代
中
国
研
究
に
お
い
て
は
、
原
文
を
訓
読
し
、
し
か
る
の

ち
に
現
代
語
に
翻
訳
す
る
史
料
読
解
法
は
今
な
お
通
用
し
う
る
。
本

訳
稿
に
先
立
つ

｢

断
獄
律
訳
稿｣

が
訓
読
文
を
省
い
た
の
は
、『

訳

註
八』

所
載
の
断
獄
律
の
訓
読
文
を
前
提
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
本

訳
稿
も
こ
の
方
針
を
踏
襲
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
訓
読
文
校
注

に
示
す
よ
う
に
、『

訳
註
八』

所
載
の
捕
亡
律
の
訓
読
文
に
散
見
さ

れ
る
文
字
に
疑
問
の
あ
る
箇
所
を
正
す
必
要
も
あ
る
。
本
訳
稿
が

｢

現
代
語
訳｣

を
標
榜
し
な
が
ら
訓
読
文
を
掲
載
す
る
の
は
、
こ
の

よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

残
さ
れ
た
第
一
一
条
か
ら
第
一
八
条
ま
で
に
つ
い
て
も
、
第
一
〇

条
ま
で
の
作
業
手
順
と
同
様
に
、
川
村
が
作
成
し
た
翻
訳
原
案
を
、

七
野
敏
光
、
中
村
正
人
の
両
氏
と
と
も
に
組
織
す
る

｢

唐
律
疏
議
講

読
会｣

の
場
で
検
討
し
た
。
こ
の
研
究
会
は
二
〇
一
六
年
度
か
ら
二

〇
一
七
年
度
前
半
ま
で
に
五
回
を
数
え
、
い
ち
お
う
の
翻
訳
を
終
え

た
。
こ
こ
に
中
間
段
階
の
訳
稿
と
し
て
公
表
し
、
よ
り
正
確
な
翻
訳

の
完
成
を
め
ざ
し
て
、
大
方
の
ご
叱
正
を
仰
ぐ
。
本
訳
稿
は
研
究
会

構
成
員
全
員
の
意
見
交
換
を
経
て
成
立
し
た
が
、
文
責
が
川
村
に
帰

す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

本
訳
稿
の
成
稿
に
際
し
て
、
石
岡
浩
氏
の
冥
福
を
改
め
て
祈
る
。

[
凡
例]

○
本
訳
稿
は

『

唐
律
疏
議』

捕
亡
律
の
現
代
語
へ
の
翻
訳
を
目
的
と

す
る
の
で
、
各
条
の
内
容
に
関
す
る
解
説
は
附
さ
な
い
。
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○
漢
字
の
字
体
は
原
則
と
し
て
現
在
の
日
本
で
の
通
用
字
体
と
す
る
。

文
中
の

[
]

内
は
原
注
、(

)

内
は
原
則
と
し
て
訳
者
補
注
、

[
]

内
は
引
用
史
料
・
中
文
文
献
の
原
文
を
示
す
。

○
原
文
は

『
訳
註
三』

を
底
本
と
す
る
。
文
字
を
改
め
る
箇
所
に
は

校
注
を
附
す
。

○
訓
読
文
は
平
仮
名
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
す
る
。『

訳
註
八』

の
訓

読
文
の
文
字
に
疑
問
の
あ
る
箇
所
に
は
校
注
を
附
す
。
た
だ
し

｢

於｣
｢

応｣
｢

合｣
｢

之｣
｢

而｣
｢

者｣
｢

未｣

な
ど
の
助
字
の
扱

い
、
な
ら
び
に

｢

註｣

と

｢
注｣
、｢

疋｣

と

｢

匹｣

の
違
い
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
注
記
し
な
い
。

○
訳
文
と
訳
注
は
平
仮
名
現
代
仮
名
遣
い
と
す
る
。

○
唐
令
の
条
文
番
号
は

『

拾
遺』

お
よ
び

『
拾
遺
補』

に
依
拠
し
て

｢

復
旧
○
○
条｣

と
し
、
天
聖
令
を
利
用
す
る
復
原
令
文
の
あ
る

も
の
に
は

『

校
証』

の
条
文
番
号
を

｢

復
原
○
○
条｣
と
し
て
併

記
す
る
。

○
引
用
文
献
の
略
号
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

『

校
証』

＝
天
一
閣
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖

令
整
理
課
題
組
校
証

『

天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
証

附
唐

令
復
原
研
究』

中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
。

『

拾
遺』

＝
仁
井
田
陞

『

唐
令
拾
遺』

復
刻
版
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
四

(

原
刊：

東
方
文
化
学
院
、
一
九
三
三)

。

『

拾
遺
補』

＝
仁
井
田
陞
／
池
田
温
編
集
代
表

『

唐
令
拾
遺
補

附

唐
日
両
令
対
照
一
覧』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
。

『

訳
註
三』

＝
律
令
研
究
会
編

『

訳
註
日
本
律
令
三

律
本
文
篇
下

巻』

東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
。

『

訳
註
五』

＝
律
令
研
究
会
編

『

訳
註
日
本
律
令
五

唐
律
疏
議
訳

註
篇
一』

東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
。

『

訳
註
六』

＝
律
令
研
究
会
編

『

訳
註
日
本
律
令
六

唐
律
疏
議
訳

註
篇
二』

東
京
堂
出
版
、
一
九
八
四
。

『

訳
註
七』

＝
律
令
研
究
会
編

『

訳
註
日
本
律
令
七

唐
律
疏
議
訳

註
篇
三』

東
京
堂
出
版
、
一
九
八
七
。

『

訳
註
八』

＝
律
令
研
究
会
編

『

訳
註
日
本
律
令
八

唐
律
疏
議
訳

註
篇
四』

東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
。

銭

『

新
注』

＝
銭
大
群

『

唐
律
疏
議
新
注』

南
京
師
範
大
学
出
版

社
、
二
〇
〇
七
。

曹

『

訳
注』

＝
曹
漫
之
主
編

『

唐
律
疏
議
訳
注』

吉
林
人
民
出
版

社
、
一
九
八
九
。

戴

『

通
論』

＝
戴
炎
輝

『

唐
律
通
論』

国
立
編
訳
館
、
一
九
六
四
。

戴
『

各
論』

＝
戴
炎
輝

『

唐
律
各
論』

国
立
台
湾
大
学
法
学
院
事

務
組
・
三
民
書
店
、
一
九
六
五
。

劉

『
箋
解』

＝
劉
俊
文

『

唐
律
疏
議
箋
解』

中
華
書
局
、
一
九
九

六
。
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｢

断
獄
律
訳
稿｣

＝
中
村
正
人
・
唐
律
疏
議
講
読
会

｢『

唐
律
疏
議』

断
獄
律
現
代
語
訳
稿｣

中
村
正
人
研
究
代
表

『

唐
代
を
中
心
と

す
る
中
国
裁
判
制
度
の
基
礎
的
研
究』

平
成
二
二
年
度
〜
平
成

二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(

基
盤
研
究

(

Ｃ)

一
般)

研

究
成
果
報
告
書
、
二
〇
一
四
。

小
竹

『

漢
書
五』
＝
小
竹
武
夫
訳

『

漢
書
五

列
伝
Ⅱ』

筑
摩
書

房
・
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
八

(

原
刊：

『

漢
書

中
巻

列
伝
Ⅰ』

筑
摩
書
房
、
一
九
七
八)

。

島
居

｢

前
期
節
度
使｣

＝
島
居
一
康

｢

唐
前
期
節
度
使
の
権
力
構

造

唐
宋
時
代
の
軍
制
と
行
政

(
Ⅱ)
｣
『

唐
宋
変
革
研

究
通
訊』

八
輯
、
二
〇
一
七
。

�『

刑
罰
制
度』

＝
�
正
博

『

唐
宋
時
代
刑
罰
制
度
の
研
究』

京

都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
。

仁
井
田

『

身
分
法
史』

＝
仁
井
田
陞

『

中
国
身
分
法
史』
復
刻
版
、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三

(

原
刊：

『

支
那
身
分
法
史』

東
方
文
化
学
院
、
一
九
四
二)

。

濱
口

｢

徭
役｣

＝
濱
口
重
國

｢

唐
に
於
け
る
両
税
法
以
前
の
徭
役

労
働｣
『

秦
漢
隋
唐
史
の
研
究

上
巻』

東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
六

(

原
載：

『

東
洋
学
報』

二
〇
巻
四
号
・
二
一
巻
一

号
、
一
九
三
三)

。

[

本
訳
稿

(

上)

補
訂]

○｢

疏
議
曰｣

の
訓
読

｢

疏
議
し
て
曰
く｣

を

｢

疏
。
議
し
て
曰
く｣

と
改
め
る

(

四
頁
下
段
四
行
、
七
頁
下
段
一
八
行
、
一
〇
頁
下
段

一
二
行
、
一
二
頁
下
段
八
行
、
一
四
頁
上
段
八
行
、
一
五
頁
上
段

一
四
行
、
一
七
頁
上
段
三
行
、
二
〇
頁
上
段
二
行
、
二
一
頁
上
段

一
三
行
、
二
二
頁
下
段
一
四
行
、
二
四
頁
下
段
一
二
行
、
二
七
頁

上
段
五
行
、
三
〇
頁
上
段
一
四
行
、
三
三
頁
上
段
四
行
、
三
五
頁

上
段
五
行
、
三
七
頁
上
段
三
行
、
三
八
頁
下
段
一
二
行
、
四
〇
頁

下
段
一
九
行)

。｢

疏｣

が
律
疏
を
さ
し
、｢

議
曰｣

以
下
が
律
疏

の
内
容
に
あ
た
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
な
お

｢

疏

議
し
て
曰
く｣

は

『

訳
註
五
〜
八』

の
訓
読
文
の
体
例

｢

疏
議
シ

テ
曰
ク｣

に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

○｢

官
司｣

の
訳
語
・
説
明
語

｢

官
庁｣

を

｢

官
署｣

と
改
め
る

(

六
頁
下
段
一
一
行
、
七
頁
上
段
一
六
行
、
九
頁
下
段
一
五
行
、

九
頁
下
段
一
六
行
、
一
一
頁
下
段
九
行
〜
一
〇
行
、
一
七
頁
下
段

一
二
行
、
一
七
頁
下
段
二
一
行
〜
一
八
頁
上
段
一
行
、
一
八
頁
上

段
一
四
行
、
二
〇
頁
上
段
一
三
行
、
二
〇
頁
下
段
三
行
、
二
七
頁

下
段
一
六
行
、
二
七
頁
下
段
一
七
行
、
二
八
頁
上
段
一
二
行
、
二

八
頁
上
段
一
三
行
、
二
八
頁
上
段
一
六
行
、
二
八
頁
上
段
一
六
行
〜

一
七
行
、
二
八
頁
上
段
一
九
行
、
二
八
頁
下
段
五
行
、
二
八
頁
下

段
一
一
行
、
二
九
頁
上
段
三
行
、
二
九
頁
上
段
四
行
、
二
九
頁
上
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段
五
行
、
二
九
頁
下
段
一
四
行)

。

○｢
除
其
罪｣

｢

免｣

の
訳
語｢

罪
と
し
な
い｣

を｢

刑
を
免
除
す
る｣

と
改
め
る

(

八
頁
下
段
八
行
、
八
頁
下
段
一
一
行
、
九
頁
上
段
一

一
行
〜
一
二
行
、
九
頁
上
段
一
四
行
、
九
頁
上
段
一
八
行)

。

○｢

故
縦｣
の
訳
語

｢

見
逃
し
た｣

を

｢

故
意
に
見
逃
し
た｣

と
改

め
る

(

三
〇
頁
下
段
一
九
行
、
三
一
頁
上
段
一
二
行
、
三
一
頁
上

段
一
九
行
〜
二
〇
行
、
三
九
頁
上
段
一
八
行
、
三
九
頁
下
段
二
〇

行)

。

○
捕
亡
律
一
条
訳
注

(

６)

の
末
尾
に

｢

な
お

｢

刑
を
減
ず
る
と
き
、

死
刑
と
流
刑
は
そ
れ
ぞ
れ
を
一
等
と
し
て
数
え
る
。
絞
・
斬
い
ず

れ
か
ら
で
も
一
等
を
減
ず
れ
ば
流
三
千
里
と
な
り
、
流
二
千
里
・

二
千
五
百
里
・
三
千
里
お
よ
び
加
役
流
い
ず
れ
か
ら
で
も
一
等
を

減
ず
れ
ば
徒
三
年
と
な
る｣

(『

訳
註
五』

三
三
三
頁)
。
し
た
が
っ

て
、
死
刑
か
ら
一
等
を
減
じ
た
刑
は
流
三
千
里
、
二
等
を
減
じ
た

刑
は
徒
三
年
、
三
等
を
減
じ
た
刑
は
徒
二
年
半
と
な
る
。｣
を
附

す
る

(

六
頁
下
段
八
行)

。

○
捕
亡
律
一
条
訳
注

(

16)

の

｢『

訳
註
八』

二
一
八
頁
注
６
は

｢｢

罪
ヲ
除
ク｣

と
は
免
刑
を
謂
い
、
犯
罪
の
不
成
立
で
は
な
い｣

と
す
る
。
こ
れ
に
従
え
ば

｢

刑
を
免
除
す
る｣

と
訳
す
べ
き
で
あ

る
が
、
戴

『

通
論』

の
論
拠
も
明
確
で
は
な
い
の
で
、｢

不
坐｣

と
同
様
に

｢

罪
と
し
な
い｣

と
訳
し
て
お
く｣

を

｢『

訳
註
八』

二
一
八
頁
注
６
が

｢｢

罪
ヲ
除
ク｣

と
は
免
刑
を
謂
い
、
犯
罪
の

不
成
立
で
は
な
い｣

と
す
る
の
に
従
う｣

と
改
め
る

(

九
頁
下
段

九
行
〜
一
二
行)

。

○
捕
亡
律
七
条
訳
注

(

15)

の

｢

そ
の
長
を
校
尉

(

二
百
人
長)

と

言
う｣｣

と

｢

と
す
る｣

の
間
に

｢(｢

副
隊
正｣

は

｢

隊
副｣

と

正
す
べ
き
で
あ
る)｣

を
加
入
す
る

(

三
四
頁
上
段
九
行
〜
一
〇

行)

。

○
捕
亡
律
八
条
訳
注

(

２)

の

｢

は
ず
で
あ
る
が
、
確
証
は
な
い
の

で
、
原
文
の
ま
ま
と
す
る｣

を

｢

は
ず
で
あ
る
。
島
居

｢

前
期
節

度
使｣

三
四
頁
は

｢

都
督
府
州
に
は

｢

鎮
戍｣

を
担
う
兵
士

｢

防

人｣

以
外
に
、
…
…
州
府
官
署
の
雑
役
に
従
事
し
た

｢

鎮
人｣

も

配
属
さ
れ
、
兵
站
業
務
に
就
役
し
た｣

、
同
論
文
三
九
頁
注

(

42)

は

｢

防
人
の
逃
亡
と
同
罪
と
さ
れ
た

�鎮
人
�
は
下
級
官
属
で
は

な
く
雑
役
兵
で
あ
ろ
う｣

と
述
べ
て
い
る｣

と
改
め
る

(

三
六
頁

上
段
七
行
〜
八
行)

。

○
捕
亡
律
九
条
訳
注

(

２)

の

｢

流
刑
は

｢

現
住
地
か
ら
所
定
の
里

数
隔
っ
た
遠
隔
地
へ
の
強
制
移
住
と｣

を

｢

流
刑
は

｢

遠
隔
地
へ

の
強
制
移
住
と｣

と
改
め
る

(

三
七
頁
下
段
二
〇
行
〜
二
一
行)

。

流
刑
の
起
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
京
師
と
す
る
�
正
博
氏
の
説

も
あ
り

(

�『

刑
罰
制
度』

七
八
頁
〜
八
八
頁
参
照)

、
本
訳
注

は
こ
の
問
題
を
論
ず
る
場
所
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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○
捕
亡
律
二
条
第
一
段
訳
文
の

｢

上
条｣

に
、
訳
注

｢『

訳
註
八』

二
一
九
頁
注
１
は

｢

律
の
用
語
例
と
し
て
、｢

上
条｣

は
直
接
の

前
条
を
指
す｣

と
す
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
た

と
え
ば
捕
亡
律
五
条
疏
の

｢

上
条｣

は
捕
亡
律
一
条
を
さ
し
て
い

る
。｣

を
附
す
る

(

一
三
頁
上
段
八
行)

。

○
捕
亡
律
三
条
第
一
段
訳
文
の

｢

よ
る
も
の
と
す
る｣

に
、
訳
注

｢

原
文

｢

聴｣

は
、
こ
こ
で
は

｢

聴
贖｣

の

｢

聴｣

と
同
じ
く

｢

ユ
ル
ス
と
訓
じ
は
す
る
け
れ
ど
も
、
官
司
に
裁
量
権
が
あ
る
こ

と
、
な
い
し
は
当
事
者
に
選
択
権
が
あ
る
こ
と
の
い
ず
れ
を
も
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い｣

(『

訳
註
五』
一
七
八
頁
注
１)

。｣

を
附

す
る

(

一
七
頁
下
段
一
六
行)

。

○
こ
の
ほ
か
、
誤
脱
の
類
を
以
下
の
よ
う
に
改
め
る
。

｢

一
一
・
一
二
号｣

↓

｢

一
一
号
・
一
二
号｣

(
三
頁
下
段
一
三

行)

。

｢

傷
害
し
た
者｣

↓

｢(

逮
捕
者
を)

傷
害
し
た
者｣

(
一
五
頁
下

段
七
行
〜
八
行)

。

｢

殺
し
た
者｣

↓

｢(

逮
捕
者
を)

殺
し
た
者｣

(

一
五
頁
下
段
九

行)

。

｢

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

↓

｢

許
容
さ
れ
る｣

(

一
八
頁
上
段

二
〇
行
〜
二
一
行)

。

｢｢

或
ハ｣

を
加
入
す
る｣

↓

｢｢

或｣

を
加
入
し
て

｢

賊
盗
或
ハ

殺
人｣

と
訓
読
す
る｣

(

二
三
頁
上
段
一
〇
行
〜
一
一
行)

。

｢

逃
走
さ
せ
た
刑｣

↓

｢

逃
走
さ
せ
た

(

罪
の)

刑｣
(

二
五
頁

下
段
四
行)

。

｢

見
逃
し
た｣

↓

｢

許
容
し
た｣

(

三
一
頁
上
段
一
四
行)

。

｢

処
断
す
る｣

↓

｢

処
す
る｣

(

三
一
頁
下
段
七
行)

。

｢

任
務｣

↓

｢

役
務｣

(

三
二
頁
上
段
二
七
行)

。

｢

疏
文
つ
い
て｣

↓

｢

疏
文
に
つ
い
て｣

(

三
四
頁
上
段
一
六
行)

。

｢

処
断
す
る｣

↓

｢

処
罰
す
る｣

(

三
五
頁
下
段
一
一
行)

。

｢

服
役
の｣

↓

｢

就
役
の｣

(

三
六
頁
上
段
二
行)

。

｢

は
両
者
の
間
に｣

↓

｢

と
し
て
、
両
者
の
間
に｣

(

三
六
頁
上

段
五
行)

。

｢

と
す
る｣

↓

｢

と
す
る
。｣

(

三
九
頁
上
段
一
一
行)

。

｢

三
二
四
、
三
二
六
頁｣

↓

｢

三
二
四
頁
、
三
二
六
頁｣

(

四
〇

頁
上
段
七
行)

。

｢『

六
典』｣

↓

｢『

大
唐
六
典』｣

(

四
二
頁
上
段
二
〇
行)

。

｢

任
務
に
服
す
る｣

↓｢

任
務
に
就
く｣

(

四
二
頁
下
段
一
〇
行
〜

一
一
行)

。

｢

逃
亡
す
る｣

↓

｢

逃
走
す
る｣

(

四
二
頁
下
段
一
九
行
、
四
三

頁
上
段
二
七
行
〜
下
段
一
行
、
四
三
頁
下
段
一
行
、
四
三
頁
下

段
二
行)

。
｢

杖
四
十｣
↓

｢

笞
四
十｣

(

四
三
頁
上
段
二
四
行)

。
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【
捕
亡
律
一
一
条
】
丁
夫
雑
匠
亡

[

問
答
一]

《
第
一
段
》

[

原
文]

諸
丁
夫
雑
匠
在
役
。
及
工
楽
雑
戸
亡
者
。[

太
常
音
声
人
亦
同
。]

一

日
笞
三
十
。
十
日
加
一
等
。
罪
止
徒
三
年
。
主
司
不
覚
亡
者
。
一
人

笞
二
十
。
五
人
加
一
等
。
罪
止
杖
一
百
。
故
縦
者
。
各
与
同
罪
。

疏
議
曰
。
丁
。
謂
正
役
。
夫
。
謂
雑
徭
。
及
雑
色
工
匠
。
諸
司

工
楽
雑
戸
。
註
云
。
太
常
音
声
人
亦
同
。
丁
夫
雑
匠
並
拠
在
役

逃
亡
。
工
楽
以
下
。
在
家
亡
者
亦
是
。
一
日
笞
三
十
。
十
日
加

一
等
。
罪
止
徒
三
年
。
主
司
。
謂
監
当
主
司
。
不
覚
逃
亡
者
。

計
人
数
坐
之
。
一
人
笞
二
十
。
五
人
加
一
等
。
四
十
一
人
逃
亡
。

即
至
罪
止
杖
一
百
。
主
司
故
縦
者
。
各
与
逃
亡
者
同
罪
。

[

訓
読
文]

諸
て
丁
夫
雑
匠
の
役
に
在
り
て
、
及
び
工
楽
雑
戸
の
亡に

げ
た
る
者
は

[

太
常
音
声
人
も
亦
た
同
じ]

、
一
日
は
笞
三
十
、
十
日
ご
と
に
一
等

を
加
へ
、
罪
は
徒
三
年
に
止
む
。
主
司
、
亡
げ
た
る
を
覚
ら
ざ
る

(

�)
者

は
、
一
人
は
笞
二
十
、
五
人
ご
と
に
一
等
を
加
へ
、
罪
は
杖
一
百
に

止
む
。
故
縦
し
た
る
者
は
、
各

お
の
お
の
与と
も

に
罪
を
同
じ
く
す
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

丁｣

と
は
、
正
役
を
謂
ふ
。｢

夫｣

と
は
、

雑
徭
を
謂
ふ
。
及
び
雑
色
の
工
匠
、
諸
司
の
工
楽
雑
戸
。
註
に

云
ふ

｢

太
常
音
声
人
も
亦
た
同
じ｣

と
。
丁
夫
雑
匠
は
並
び
に

役
に
在
り
て
逃
亡
し
た
る
に
拠
り
、
工
楽
以
下
は
、
家
に
在
り

て
亡
げ
た
る
者
も
亦
た
是
な
り
。
一
日
は
笞
三
十
、
十
日
ご
と

に
一
等
を
加
へ
、
罪
は
徒
三
年
に
止
む
。｢

主
司｣

と
は
、
監

当
の
主
司
を
謂
ふ
。
逃
亡
し
た
る
を
覚
ら
ざ
る
者
は
、
人
数
を

計
り
之
を
坐
す
。
一
人
は
笞
二
十
、
五
人
ご
と
に
一
等
を
加
へ
、

四
十
一
人
逃
亡
し
た
れ
ば
、
即
ち
罪
止
に
至
り
杖
一
百
た
り
。

主
司
の
故
縦
し
た
る
者
は
、
各
の
逃
亡
し
た
る
者
と
罪
を
同
じ

く
す
。

[

校
注]

(

�)
『

訳
註
八
』
二
三
一
頁
は

｢

覚｣

と

｢

亡｣

の
間
に

｢

逃｣

を
加
入
し

て

｢

逃
亡
ヲ
覚
ラ
ザ
ル｣

と
訓
読
す
る
。

[

訳
文]

丁
・
夫
・
雑
匠

(

�)

が
役
務
の
期
限
内
に

(

逃
走
し
た
場
合)

、
お
よ
び

工
戸
・
楽
戸
・
雑
戸

(

�)

が
逃
走
し
た
場
合
は

[

太
常
音
声
人

(

�)(

が
逃
走

し
た
場
合)

も
同
じ
で
あ
る]

、(

逃
走
の
期
間
が)

一
日
に
達
す
れ

ば
笞
三
十
に
処
し
、
さ
ら
に
十
日
に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た

刑
に
処
し
、
刑
の
上
限
は
徒
三
年
と
す
る
。
担
当
官

(

�)

が
逃
走
に
気
づ

か
な
か
っ
た
場
合
は
、(

逃
走
者
が)

一
人
で
あ
れ
ば
笞
二
十
に
処

し
、
さ
ら
に
五
人
に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
し
、
刑
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の
上
限
は
杖
一
百
と
す
る
。(

逃
走
を)

故
意
に
見
逃
し
た
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ

(

逃
走
者
と)

同
じ
刑
に
処
す
る
。

【
疏
文
】

｢

丁｣

と
あ
る
の
は
、
正
役

(

�)

に
服
す
る
者
の
こ
と
を
い

う
。｢
夫｣

と
あ
る
の
は
、
雑
徭

(

�)

に
服
す
る
者
の
こ
と
を
い
う
。

お
よ
び
各
種
の
工
匠
、
諸
所
の
官
署
に
属
す
る
工
戸
・
楽
戸
・

雑
戸

註
文
に
は

｢

太
常
音
声
人
も
同
じ
で
あ
る｣

と
あ
る

(

の
逃
走
を
扱
う)

。
丁
・
夫
と
各
種
の
工
匠
は
い
ず
れ

も
役
務
の
期
限
内
に
逃
走
し
た
場
合
を
さ
す
が
、
工
戸
・
楽
戸

以
下
の
者
は
、
居
所
か
ら
逃
走
し
た
場
合
も
含
む
。(

逃
走
の

期
間
が)

一
日
に
達
す
れ
ば
笞
三
十
に
処
し
、
さ
ら
に
十
日
に

達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
し
、
刑
の
上
限
は
徒
三

年
と
す
る
。｢

担
当
官｣

と
あ
る
の
は
、(
丁
・
夫
以
下
の)

監

督
を
職
責
と
す
る
担
当
官

(

�)

の
こ
と
を
い
う
。(
担
当
官
が)

逃

走
に
気
づ
か
な
か
っ
た
場
合
は
、(

逃
走
者
の)
人
数
に
も
と

づ
い
て
処
断
す
る
。(

逃
走
者
が)

一
人
で
あ
れ
ば
笞
二
十
に

処
し
、
さ
ら
に
五
人
に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処

し
、
四
十
一
人
が
逃
走
し
た
場
合
は
、
こ
れ
で
刑
の
上
限
に
達

し
、
杖
一
百
に
処
す
る
。
担
当
官
が

(

逃
走
を)

故
意
に
見
逃

し
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
逃
走
し
た
者
と
同
じ
刑
に
処
す
る
。

[

訳
注]

(

�)

銭

『

新
注』

二
四
九
頁
注
釈
②
は
、
丁
夫
を

｢『

賦
役
令』

に
よ
り
一

般
の
労
役
に
服
す
る
丁
男

[

按
《
賦
役
令
》
服
一
般
労
役
之
丁
男]｣

、
雑
匠

を

｢

少
府
監
・
将
作
監
で
専
門
の
職
役
に
従
事
す
る
各
種
の
工
匠

[

在
少
府

監
・
将
作
監
従
事
専
業
服
役
的
各
類
匠
工]｣

と
す
る
が
、『

訳
註
六』

三
四

頁
注
２
が

｢

捕
11
疏
に
よ
る
と
、
丁
と
は
正
役
に
充
て
ら
れ
た
者
、
夫
と
は

雑
徭
に
充
て
ら
れ
た
者
、
雑
匠
と
は
種
々
の
工
匠

(

技
術
者)

を
い
う｣

と

す
る
よ
う
に
、
丁
夫
は

｢

丁｣

と

｢

夫｣

に
分
け
て
解
す
べ
き
で
あ
る
。

(

�)

工
戸
・
楽
戸
は

｢

特
殊
技
能
に
よ
っ
て
奉
仕
す
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ

て
い
る｣

官
有
の
賤
人
、
雑
戸
は

｢

通
常
の
課
役
の
代
り
に
特
定
官
庁
に
番

上
奉
仕
す
る｣

官
有
の
賤
人

(『

訳
註
五』

一
六
三
頁
注
１)

。
名
例
律
二
八

条
疏
に
は

｢

工
戸
・
楽
戸
と
は
、
工
戸
は
少
府
監
、
楽
戸
は
太
常
寺
に
隷
属

し
、
い
ず
れ
も
州
県
に
戸
籍
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
雑
戸
と
は
、
諸
所

の
官
署
に
分
散
し
て
配
属
さ
れ
上
番
下
番
す
る
も
の
で
あ
る

[

工
楽
者
。
工

属
少
府
。
楽
属
太
常
。
並
不
貫
州
県
。
雑
戸
者
。
散
属
諸
司
上
下]｣

と
あ

る
。

(

�)

太
常
音
声
人
は

｢

楽
戸
が
も
う
一
段
解
放
さ
れ
て
、
通
常
の
戸
籍
を
も

つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の｣

(『

訳
註
五』

一
六
三
頁
注
１)

。
名
例
律
二
八
条

疏
に
は

｢

太
常
音
声
人
と
あ
る
の
は
、
太
常
寺
に
所
属
し
て
音
楽
を
演
奏
す

る
者
の
こ
と
を
い
う
。
本
来
は
工
戸
・
楽
戸
と
異
な
ら
ず
、
と
も
に
隷
属
身

分
の
者
で
あ
り
、
州
県
に
戸
籍
を
も
た
ず
、
太
常
寺
に
隷
属
し
て
い
た
。
隋

末
の
義
寧
年
間
以
後
、
州
県
に
戸
籍
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま

で
と
同
様
に
太
常
寺
に
上
番
下
番
し
て
い
る

[

太
常
音
声
人
。
謂
在
太
常
作

楽
者
。
元
与
工
楽
不
殊
。
倶
是
配
隷
之
色
。
不
属
州
県
。
唯
属
太
常
。
義
寧

[

隋
末
年
号]

以
来
。
得
於
州
県
附
貫
。
依
旧
太
常
上
下]｣

と
あ
る
。

(
�)

原
文

｢

主
司｣

に
つ
い
て
は
、
本
訳
稿

(

上)

三
一
頁
下
段
捕
亡
律
七

条
訳
注

(

３)

参
照
。

(

�)
正
役
は

｢

丁
ご
と
に
年
間
二
十
日

(

閏
年
に
は
二
十
二
日)

国
家
の
た

め
に
労
働
を
提
供
す
る
義
務

(

実
際
に
就
役
し
な
い
と
き
は
一
日
絹
三
尺
の
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割
合
で
庸
を
収
め
る)｣

(『

訳
註
五』

一
三
〇
頁
注
１)

。
劉

『

箋
解』

下
冊

一
九
八
二
頁
箋
釈

[

一]

に
は

｢

唐
代
前
期
の
徭
役
に
は
あ
わ
せ
て
三
種
類

が
あ
る
。
第
一
に
正
役
、
第
二
に
色
役
、
第
三
に
雑
徭
で
あ
る
。
正
役
と
い

う
の
は
、
丁
を
単
位
と
し
て
、
丁
男
を
徴
発
し
て
国
家
の
大
規
模
な
土
木
事

業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
こ
に

｢

丁
と
あ
る
の
は
正

役
に
服
す
る
者
の
こ
と
を
い
う｣

と
い
う
の
で
あ
る

[

按
唐
前
期
徭
役
共
有

三
類
、
一
是
正
役
、
二
是
色
役
、
三
是
雑
徭
。
所
謂
正
役
、
是
以
丁
為
単
位
、

徴
発
丁
男
従
事
国
家
大
規
模
之
工
程
建
設
、
故
此
云

｢

丁
謂
正
役｣]｣

と
あ

る
。

(

�)

雑
徭
は

｢

地
方
的
な
徭
役｣

(『

訳
註
五』

一
三
〇
頁
注
１)

。
劉

『

箋

解』

下
冊
一
九
八
二
頁
箋
釈

[
一]
に
は

｢

雑
徭
と
い
う
の
は

｢

小
徭
役｣

と
も
い
い
、
戸
を
単
位
と
し
て
、
戸
内
の
丁
男
あ
る
い
は
中
男
を
徴
発
し
て

人
夫
や
使
者
に
あ
て
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
こ
に

｢

夫
と
あ
る
の

は
雑
徭
に
服
す
る
者
の
こ
と
を
い
う｣

と
い
う
の
で
あ
る

[

所
謂
雑
徭
又
称

｢

小
徭
役｣

、
是
以
戸
為
単
位
、
徴
発
戸
内
之
丁
男
或
中
男
充
夫
或
充
使
、
故

此
云

｢

夫
謂
雑
徭｣]｣

と
あ
る
。
な
お
、
擅
興
律
一
八
条
の

｢

雑
徭
役｣

に

つ
い
て

『

訳
註
七』

四
四
頁
注
２
は

｢

雑
徭
役
を
疏
議
は
、
非
時
に
丁
夫
を

徴
発
し
駆
役
す
る
こ
と
と
い
い
、
本
註
は
、
公
事
に
役
使
す
る
も
の
で
、
法

令
の
認
め
な
い
も
の
と
あ
る｣

と
述
べ
る
。
ま
た

｢

小
徭
役｣
は
戸
婚
律
二

三
条
疏
に

｢

こ
こ
に
小
徭
役
と
あ
る
の
は
、
充
夫
お
よ
び
雑
使
の
こ
と
を
い

う

[

其
小
徭
役
。
謂
充
夫
及
雑
使]｣

と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

『

訳
註
六』

二
五
九
頁
注
２
は
、
濱
口

｢

徭
役｣

を
も
と
に
、｢

充
夫
と
は
雑
徭
す
な
わ

ち
地
方
的
な
土
木
事
業
や
行
幸
出
使
の
応
接
な
ど
臨
時
の
要
務
へ
の
労
働
力

の
動
員
、
雑
使
と
は
門
夫
・
烽
子
・
牧
子
・
渡
子
な
ど
、
さ
ら
に
は�

衣
・

白
直
の
よ
う
な
官
人
身
辺
給
侍
役
な
ど
、
経
常
的
に
人
員

(

な
い
し
は
そ
の

就
役
の
金
銭
代
納
た
る
資
課)

を
配
当
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
現
場
的
公

務
へ
の
人
員
徴
発

そ
れ
は
番
上
制
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
概
念
に

い
く
ら
か
の
曖
昧
さ
を
残
し
な
が
ら
普
通
、
色
役
と
呼
ば
れ
る

を
言
う

も
の
と
解
せ
ら
れ
る｣

と
記
す
。

(

�)

原
文
は

｢

監
当
主
司｣

。
万
有
文
庫
本
は

｢

監
当
主
守｣

と
す
る
が
、

雑
律
三
八
条
に

｢

監
当
主
司｣

と
い
う
語
が
あ
る
の
で
、
原
文
の
ま
ま
と
す

る
。
銭

『

新
注』

九
三
八
頁
は

｢

監
視
管
轄
の
職
責
を
負
う
主
管
の
官
吏

[

負
有
監
轄
職
責
的
主
管
官
吏]｣

、
曹

『

訳
注』

九
五
六
頁
は

｢

管
理
事
項

を
監
督
管
理
す
る
責
任
人
員

[

監
管
其
事
管
的
負
責
人
員]｣

と
訳
す
。｢

監

当｣

に
つ
い
て
は
、
本
訳
稿

(

上)

四
〇
頁
上
段
捕
亡
律
九
条
訳
注

(

７)

参
照
。

《
第
二
段
》

[

原
文]

即
人
有
課
役
。
全
戸
亡
者
亦
如
之
。
若
有
軍
名
而
亡
者
。
加
一
等
。

其
人
無
課
役
。
及
非
全
戸
亡
者
。
減
二
等
。
即
女
戸
亡
者
。
又
減
三

等
。
其
里
正
及
監
臨
主
司
。
故
縦
戸
口
亡
者
。
各
与
同
罪
。
不
知
情

者
不
坐
。

疏
議
曰
。
人
有
課
役
。
謂
或
有
課
無
役
。
或
有
役
無
課
。
而
全

戸
亡
者
。
亦
如
丁
夫
在
役
逃
罪
。
一
日
笞
三
十
。
十
日
加
一
等
。

罪
止
徒
三
年
。
若
有
軍
名
而
亡
。
謂
衛
士
掌
閑
駕
士
幕
士
之
類
。

名

(

ａ)

属
軍
府
者
。
総
是
有
軍
名
。
其
幕
士
属
衛
尉
。
駕
士
属
太
僕

之
類
。
不
隷
軍
府
者
。
即
不
同
軍
名
之
例
。
有
軍
名
而
亡
者
。

雖
非
全
戸
。
加
一
等
合
流
二
千
里
。
其
人
無
課
役
。
謂
全
戸
亡

者
。
其
有
課
役
。
謂
非
全
戸
亡
者
。
各
減
有
課
役
全
戸
亡
罪
二
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等
。
罪
止
徒
二
年
。
若
其
人
無
課
役
。
又
非
全
戸
亡
者
。
又
減

二
等
。
罪
止
徒
一
年
。
即
女
戸
亡
。
亦
謂
全
戸
而
亡
者
。
又
減

三
等
。
総
減
有
課
役
亡
者
五
等
。
罪
止
杖
一
百
。
婦
女
非
全
戸

亡
。
又
減
二
等
合
杖
八
十
。
其
里
正
及
監
臨
主
司
。
折
衝
府
於

軍
人
。
亦
同
監
臨
之
例
。
故
縦
戸
口
軍
人
亡
者
。
各
与
亡
者
罪

同
。
不
知
情
者
不
坐
。

問
曰
。
有
軍
名
而
亡
。
於
他
処
附
貫
。
課
役
如
法
。
唯
無
軍
名
。

合
当
何
罪
。

答
曰
。
逃
亡
之
罪
。
多
拠
闕
課
。
無
課
之
輩
。
責
其
浮
遊
。
亦

既
編
戸
見
在
。
課
役
如
法
。
準
式
仍
徴
賦
役
。
附
処
復
有
課
輸
。

於
官
課
役
無
違
。
唯
免
軍
名
。
合
罪
依
例
。
逃
亡
自
首
。
減
罪

二
等
坐
之
。
仍
勒
還
本
所
。

[

校
注]

(

ａ)
『

訳
註
三』

八
一
三
頁
が

｢

名｣

を｢

各｣

に
作
る
の
は
誤
植
で
あ
る
。

[

訓
読
文]

即も

し
人
、
課
役
あ
り
て
、
全
戸
亡
げ
た
る
者
も
亦
た
之か
く

の
如
し
。
若

し
軍
名
あ
り
て
亡
げ
た
る
者
は
、
一
等
を
加
ふ
。
其
の
人
、
課
役
な

く
、
及
び
全
戸
亡
げ
た
る
に
非
ざ
る
者
は
、
二
等
を
減
ず
。
即
し
女

戸
の
亡
げ
た
る
者
は
、
又
た
三
等
を
減
ず
。
其
れ
里
正
及
び
監
臨
主

司
、
戸
口
の
亡
ぐ
る
を
故
縦
し
た
る
者
は
、
各
の
与
に
罪
を
同
じ
く

す
。
情
を
知
ら
ざ
る
者

(

�)

は
坐
せ
ず
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

人
、
課
役
あ
り
て｣

と
は
、
或
は
課
あ

り
て
役
な
く

(

�)

、
或
は
役
あ
り
て
課
な
き
を
謂
ふ
。
而
し
て
全
戸

亡
げ
た
る
者
も
、
亦
た
丁
夫
の
役
に
在
り
て
逃
げ
た
る
の
罪
の

如
し
。
一
日
は
笞
三
十
、
十
日
ご
と
に
一
等
を
加
へ
、
罪
は
徒

三
年
に
止
む
。｢

若
し
軍
名
あ
り
て
亡
げ
た
る｣

と
は
、
謂
ふ

こ
こ
ろ
、
衛
士
掌
閑
駕
士
幕
士
の
類
、
名
の
軍
府
に
属
す
る
者

は
、
総
て
是

(

�)

れ
軍
名
あ
り
。
其
れ
幕
士
の
衛
尉
に
属
し
、
駕
士

の
太
僕
に
属
す
る
の
類
、
軍
府
に
隷
せ
ざ
る
者
は
、
即
ち
軍
名

の
例
に
同
じ
か
ら
ず
。
軍
名
あ
り
て
亡
げ
た
る
者
は
、
全
戸
に

非
ざ
る
と
雖
も
、
一
等
を
加
へ
合
に
流
二
千
里
た
る
べ
し
。

｢

其
の
人
、
課
役
な
く｣

と
は
、
全
戸
亡
げ
た
る
者
を
謂
ふ
。

其
れ
課
役
あ
る
は
、｢

全
戸
亡
げ
た
る
に
非
ざ
る
者｣

を
謂
ふ
。

各
の
課
役
あ
り
て
全
戸
亡
げ
た
る
の
罪
よ
り
二
等
を
減
じ
、
罪

は
徒
二
年
に
止
む
。
若
し
其
の
人
、
課
役
な
く
、
又
た
全
戸
亡

げ
た
る
に
非
ざ
る
者
は
、
又
た
二
等
を
減
じ
、
罪
は
徒
一
年
に

止
む
。｢

即
し
女
戸
の
亡
げ
た
る｣

も
、
亦
た
全
戸
に
し
て
亡

げ
た
る
者
を
謂
ふ
。
又
た
三
等
を
減
じ
、
総
じ
て
課
役
あ
り
て

亡
げ
た
る
者
よ
り
五
等
を
減
じ
、
罪
は
杖
一
百
に
止
む
。
婦
女

の
全
戸
亡
げ
た
る
に
非
ざ
る
は
、
又
た
二
等
を
減
じ
合
に
杖
八

十
た
る
べ
し
。
其
れ
里
正
及
び
監
臨
主
司
、
折
衝
府
の
軍
人
に
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於
け
る
も
、
亦
た
監
臨
の
例
に
同
じ
。
戸
口
軍
人
の
亡
ぐ
る
を

故
縦
し
た
る
者
は
、
各
の
亡
げ
た
る
者
と
罪
同

(

�)

じ
。
情
を
知
ら

ざ
る
者
は
坐
せ
ず
。

問
ひ
て
曰
く
。
軍
名
あ
り
て
亡
げ
、
他
処
に
於
て
貫
に
附
せ
ら

れ
、
課
役
は
法
の
如
く
し
、
唯
だ
軍
名
な
き
の
み
。
合
に
何
の

罪
に
当
つ
べ
き
や
。

答
へ
て
曰
く
。
逃
亡
し
た
る
の
罪
は
、
多
く
課
を
闕か

き
た
る
に

拠
る
。
課
な
き
の
輩
は
、
其
の
浮
遊
を
責
め
ら
る
。
亦
た
既
に

編
戸
見
在
す
れ
ば
、
課
役
は
法
の
如
く
し
、
式
に
準
じ
仍
ほ
賦

役
を
徴
せ
ら
る
。
附
処
に
て
復
た
課
輸
あ
れ
ば
、
官
の
課
役
に

於
て
違
ふ
こ
と
な
し
。
唯
だ
軍
名
を
免
れ
た
る
の
み
。
合
に
罪

す
る
こ
と
例
に
依
り
、
逃
亡
し
自
首
し
た
れ
ば
、
罪
二
等
を
減

じ
之
を
坐
し
、
仍
ほ
勒

(

�)

し
本
所
に
還
す
べ
し
。

[

校
注]

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
一
頁
は

｢

各
与
同
罪
不
知
情
者｣

を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
一
頁
は

｢

或
有
課
無
役｣

を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
一
頁
は

｢

是｣

を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
二
頁
は

｢

罪
同｣

を

｢

同
罪｣

と
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
二
頁
は

｢

勒｣

を

｢

勤｣

と
す
る
。

[

訳
文]

も
し
課
・
役

(

�)(

の
双
方
ま
た
は
片
方)

を
負
担
す
る
者
が
、
全
戸
で

逃
走
し
た
場
合
も
、
同
様
に
処
断
す
る

(

�)

。
も
し
軍
府
の
名
籍
を
有
す

る
者

(

	)

が
逃
走
し
た
場
合
は
、
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
す
る
。
課
・
役

(

の
双
方)

を
負
担
し
な
い
者

(


)(

が
全
戸
で
逃
走
し
た
場
合)

、
お
よ

び

(

課
・
役
の
双
方
ま
た
は
片
方
を
負
担
す
る
者
が)

全
戸
で
な
く

逃
走
し
た
場
合
は
、
二
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る

(

�)

。
も
し
女
戸

(

�)

が
逃

走
し
た
場
合
は
、
さ
ら
に
三
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る
。
里
正

(


)

お
よ

び
監
臨
官
・
担
当
官

(

�)

が
、
戸
口

(

�)

の
逃
走
を
故
意
に
見
逃
し
た
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ

(

逃
走
者
と)

同
じ
刑
に
処
す
る
。(

逃
走
の)

事
実
を

知
ら
な
い
場
合
は
罪
と
し
な
い
。

【
疏
文
】

｢

課
・
役
を
負
担
す
る
者｣

と
あ
る
の
は
、(

課
・
役

の
双
方
を
負
担
す
る
者
の
ほ
か
に)

課
を
負
担
す
る
が
役
は
負

担
し
な
い
者
、
役
を
負
担
す
る
が
課
は
負
担
し
な
い
者
の
こ
と

を

(

含
め
て)

い
う
。(

課
・
役
を
負
担
す
る
者
が)

全
戸
で

逃
走
し
た
場
合
も
、
丁
・
夫
が
役
務
の
期
限
内
に
逃
走
し
た
罪

(

本
条
第
一
段)

と
同
様
に
処
断
す
る
。(

逃
走
の
期
間
が)

一

日
に
達
す
れ
ば
笞
三
十
に
処
し
、
さ
ら
に
十
日
に
達
す
る
ご
と

に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
し
、
刑
の
上
限
は
徒
三
年
と
す
る
。

｢

も
し
軍
府
の
名
籍
を
有
す
る
者
が
逃
走
し
た｣

と
あ
る
の
は
、

衛
士

(

�)

・
掌
閑

(

�)

・
駕
士

(

�)

・
幕
士

(

�)

な
ど
の
者
で
、
名
籍
が
軍
府
に
属

す
る
者

(

�)

は
、
す
べ
て
軍
府
の
名
籍
を
有
す
る
こ
と
を
い
う
。
衛

尉
寺

(

�)
に
所
属
す
る
幕
士
、
太
僕
寺

(

�)

に
所
属
す
る
駕
士
な
ど
の
者
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で
、(

名
籍
が)

軍
府
に
属
さ
な
い
者
は
、
軍
府
の
名
籍

(

を

有
す
る
者)

の
場
合
と
は
異
な
る
。
軍
府
の
名
籍
を
有
し
て
逃

走
し
た
者
は
、
全
戸
で
な
い

(

逃
走
の)

場
合
で
あ
る
と
し
て

も
、
一
等
を
加
え
た

(

刑
に
処
し
、
刑
の
上
限
は

(

�))

流
二
千
里

と
す
べ
き
で
あ
る
。｢

課
・
役
を
負
担
し
な
い
者｣

と
あ
る
の

は
、(

課
・
役
の
双
方
を
負
担
し
な
い
者
が)

全
戸
で
逃
走
し

た
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
課
・
役

(

の
双
方
ま
た
は
片
方)

を
負
担
す
る
者
に
つ
い
て
、｢

全
戸
で
な
く
逃
走
し
た
場
合｣

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
課
・
役

(

の
双
方
ま
た
は
片

方)

を
負
担
す
る
者
が
全
戸
で
逃
走
し
た
場
合
の
刑
か
ら
二
等

を
減
じ
た
刑
に
処
し
、
刑
の
上
限
は
徒
二
年
と
す
る
。
も
し
課
・

役

(

の
双
方)

を
負
担
し
な
い
者
が
、
全
戸
で
な
く
逃
走
し
た

場
合
は
、
さ
ら
に
二
等
を
減
じ
た
刑
に
処
し
、
刑
の
上
限
は
徒

一
年
と
す
る

(

�)

。｢

も
し
女
戸
が
逃
走
し
た｣

と
あ
る
の
も
、
全

戸
で
逃
走
し
た
場
合
の
こ
と
を
い
う
。
さ
ら
に
三
等
を
減
じ
た

刑
に
処
し

課
・
役

(

の
双
方
ま
た
は
片
方)

を
負
担
す
る

者
が

(

全
戸
で)

逃
走
し
た
場
合
の
刑
か
ら
通
算
し
て
五
等
を

減
じ
た
刑
に
処
し

、
刑
の
上
限
は
杖
一
百
と
す
る
。
女
性

が
全
戸
で
な
く
逃
走
し
た
場
合

(

�)

は
、
さ
ら
に
二
等
を
減
じ
た

(

刑
に
処
し
、
刑
の
上
限
は

(

�))

杖
八
十
と
す
べ
き
で
あ
る
。
里

正
お
よ
び
監
臨
官
・
担
当
官

折
衝
府

(

�)(

の
官
員)

が
軍
人

(

�)

に
対
す
る
場
合
も
、
監
臨
官
の
場
合
と
同
様
で
あ
る

が
、

戸
口
・
軍
人
の
逃
走
を
故
意
に
見
逃
し
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

逃
走
し
た
者
と
同
じ
刑
に
処
す
る
。(

逃
走
の)

事
実
を
知
ら

な
い
場
合
は
罪
と
し
な
い
。

【
問
】
軍
府
の
名
籍
を
有
し
て
逃
走
し
た
者
が
、
他
の
土
地
で
戸

籍
に
登
載
さ
れ

(

�)

、
課
・
役
は
法
の
定
め
に
従
っ
て
負
担
し
て
い

る
が
、(

そ
の
土
地
で
は)

軍
府
の
名
籍
は
な
い

(

	)

と
す
る
。
ど

の
よ
う
な
刑
に
処
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

【
答
】
逃
走
の
罪
の
処
罰
根
拠
は
、
多
く
は
課

(

・
役)

の
負
担

を
欠
い
た
こ
と
に
あ
る

(


)

。
課
を
負
担
し
な
い
者
は
浮
浪

(

�)

の
責
め

を
受
け
る

(

捕
亡
律
一
二
条)

。
戸
籍
に
登
載
さ
れ
て
い
れ
ば

(

�)

、

課
・
役
は
法
の
定
め
に
従
っ
て
負
担
し
、
式

(


)

に
従
っ
て
賦
役

(

�)

を

徴
収
さ
れ
る
。(

逃
走
後
に)

戸
籍
に
登
載
さ
れ
た
土
地

(

�)

で
課

を
納
め
て
い
る

(

�)

か
ら
に
は
、
官
の
課
・
役

(

の
負
担)

に
つ
い

て
の
違
反
は
な
い
。
軍
府
の
名
籍
を
免
脱
し
た
だ
け
で
あ
る
か

ら
、
軍
府
の
名
籍
を
有
す
る
者
が
逃
走
し
た
場
合
の
規
定

(

本

条
第
二
段)

に
よ
り
処
断
し

(

�)

、
逃
走
し
て
自
首
し
た
場
合

(

名

例
律
三
七
条)

と
し
て
二
等
を
減
じ
た
刑
に
処
し
、
な
お
原
住

地
に
強
制
送
還
す
べ
き
で
あ
る

(

�)

。

[

訳
注]

(

８)

原
文

｢
課
役｣

に
つ
い
て

『

訳
註
五』

一
三
〇
頁
注
１
は

｢

課
役
と
は
、
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唐
律
令
の
税
制
の
根
幹
を
な
す
租
・
調
・
役

(

庸)

三
種
目
の
総
称
。
分
け

て
言
え
ば
、
課
と
は
人
頭
物
納
税
、
具
体
的
に
は
租

(

丁
ご
と
に
年
間
粟

(
脱
穀
せ
ざ
る
穀
物)

二
石)

と
調

(

丁
ご
と
に
年
間
絹
二
丈
ま
た
は
麻
布

二
丈
五
尺)

と
の
総
称
で
あ
り
、
役
と
は
正
役
、
す
な
わ
ち
丁
ご
と
に
年
間

二
十
日

(
閏
年
に
は
二
十
二
日)

国
家
の
た
め
に
労
働
を
提
供
す
る
義
務

(

実
際
に
就
役
し
な
い
と
き
は
一
日
絹
三
尺
の
割
合
で
庸
を
収
め
る)

を
言

う
。
地
方
的
な
徭
役
で
あ
る
と
こ
ろ
の
雑
徭
や
土
地
に
課
さ
れ
る

｢

義
倉｣

｢

地
税｣

な
ど
は
課
役
の
う
ち
に
含
ま
れ
な
い｣

と
述
べ
る
。

(

９)

戴

『

各
論』

二
九
一
頁
上
段
は
、
こ
れ
を
名
例
律
四
二
条

｢

家
人
が
共

同
し
て
罪
を
犯
し
た
場
合
は
、
尊
長
だ
け
を
処
罰
す
る

[

若
家
人
共
犯
。
止

坐
尊
長]｣

に
定
め
る
家
人
共
犯
と
し
て

｢

尊
長
だ
け
を
処
罰
す
る
と
解
す

べ
き
で
あ
る

[

宜
解
為
止
坐
尊
長]｣
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
逃
走
は
、
名

例
律
四
三
条

｢

強
盗
お
よ
び
強
姦
を
し
、
人
を
略
取
し
て
奴
婢
と
し
、
禁
域

に
侵
入
し
、
も
し
く
は
逃
走
し
、
お
よ
び
関
門
や
渡
し
場
、
垣
根
や
障
壁
を

ひ
そ
か
に
通
過
し
、
通
過
す
べ
き
で
な
い
箇
所
を
通
過
し
た
場
合
も
、
首
犯
・

従
犯
を
区
別
し
な
い

[

即
強
盗
及
姦
。
略
人
為
奴
婢
。
犯
闌
入
若
逃
亡
。
及

私
度
越
度
関
棧
垣
籬
者
。
亦
無
首
従]｣

に

｢

首
従
を
分
た
ず
共
犯
者
に
一

律
の
刑
を
科
す｣

罪
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る

(『

訳
註
五』
二
五
七
頁)

の
で
、
こ
の
指
摘
は
あ
た
ら
な
い
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
二
頁
注
５
が

｢

軍
名
が
有
る
と
は
、
折
衝
府
に
服
役

中
の
者
と
、
在
家
し
て
兵
籍
を
有
す
る
者
と
を
論
じ
な
い
と
解
釈
す
べ
き
で

あ
る｣

と
す
る
の
は
、
戴

『

各
論』

二
九
一
頁
上
段
に

｢

こ
こ
に
軍
名
が
あ

る
と
い
う
の
は
、
現
に
折
衝
府
に
あ
っ
て
就
役
し
て
い
る
か
、
住
居
に
あ
っ

て
兵
籍
を
有
し
て
い
る
か
を
問
わ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る

[
�

所
謂
有
軍

名
、
宜
解
為
不
問
其
現
在
折
衝
府
服
役
与
在
家
而
有
兵
籍
者]｣

と
あ
る
の

に
も
と
づ
く
。
こ
こ
で
は
、
銭

『

新
注』

九
三
八
頁
が

｢

軍
府
に
属
し
て
名

籍
を
有
す
る

[

属
於
在
軍
府
有
名
籍]｣

と
訳
す
の
に
従
う
。
な
お
軍
府
は

｢

左
右
衛
等
十
六
衛
と
そ
の
附
属
の
府
、
東
宮
所
属
の
率
府
と
そ
の
附
属
の

府
、
及
び
折
衝
府｣

(『

訳
註
七』

三
九
六
頁
注
４)

。

(

�)

原
文
は

｢

其
人
無
課
役｣

。
曹

『

訳
注』

九
五
七
頁
が

｢

課
税
・
徭
役

を
負
担
し
な
い
人
口

[

人
口
無
課
税
・
徭
役]｣

と
訳
す
の
に
従
う
が
、
銭

『

新
注』

九
三
八
頁
が

｢

戸
内
に
正
役
を
負
担
す
る
者
が
な
い

[

戸
内
人
無

正
役]｣

と
訳
す
方
が
分
か
り
や
す
く
は
あ
る
。

(

�)

戴

『

各
論』

二
九
一
頁
下
段
は
、｢

課
・
役
を
負
担
し
な
い
者｣

以
下

の
罪
も

｢

尊
長
だ
け
を
処
罰
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る

[

宜
解
為
亦
止
坐
尊

長]｣

と
指
摘
す
る
が
、
本
条
訳
注

(

９)

と
同
じ
理
由
に
よ
り
、
こ
の
指

摘
も
あ
た
ら
な
い
。

(

�)

女
戸
は｢

男
性
家
口
の
な
い
家｣

(『

訳
註
六』

二
一
一
頁)

。『

訳
註
六』

二
〇
七
頁
注
１
は

｢

唐
代
戸
籍
残
簡
の
う
ち
に
も
、
女
性
を
戸
主
と
す
る
戸

に
男
性
生
存
家
族
の
あ
る
例
は
な
い
反
面
に
、
小
男
つ
ま
り
未
成
年
男
性
を

戸
主
と
し
て
そ
の
母
な
ど
を
含
む
戸
の
例
が
あ
り
、
死
亡
し
た
小
男
の
後
を

承
け
て
寡
婦
た
る
そ
の
母
が
戸
主
と
な
っ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る｣

と
指
摘

す
る
。
曹

『

訳
注』

九
五
七
頁
が

｢

婦
女
の
戸
口

[

婦
女
戸
口]｣

と
訳
す

の
は
や
や
正
確
さ
を
欠
く
。

(

�)

里
正
に
つ
い
て

『

訳
註
六』

二
一
二
頁
注
１
は

｢

唐
制
に
お
い
て
、
百

戸
を
一
里
と
し
、
原
則
と
し
て
そ
の
里
内
の
公
正
で
有
能
な
者
一
人
を
県
官

が
指
名
し
て
里
正
に
充
て
、
そ
の
課
役
を
免
除
し
、
里
内
の
戸
口
の
把
握
と

課
役
の
徴
収
お
よ
び
警
察
的
取
締
り
等
の
任
に
当
ら
せ
る｣

と
説
く
。

(

�)
｢

監
臨｣

は

｢

判
官
以
上
お
よ
び
部
隊
指
揮
官
に
か
か
わ
る
概
念｣

で

あ
り
、｢

人
ま
た
は
物
に
対
し
て
一
般
的
に
自
己
の
行
政
的
裁
量
権
を
及
ぼ

し
得
る
立
場
に
あ
る
こ
と｣

と
定
義
さ
れ
、
本
条
に
関
し
て
い
え
ば
、｢

州
・

県
の
長
官
・
通
判
官
・
判
官
は
管
内
の
全
住
民
に
対
し
て
監
臨
の
立
場
に
あ

る
も
の
と
さ
れ｣

、｢

鎮
・
戍
・
折
衝
府
の
長
官
・
通
判
官
・
判
官
は
所
属
の

兵
員

(
防
人
・
衛
士)

の
す
べ
て
に
対
し
て
監
臨
の
立
場
に
あ
る
も
の
と
さ
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れ｣

、｢

折
衝
府
の
校
尉
、
旅
帥
、
隊
正
・
隊
副
は
自
己
の
隊
内
の
兵
員
に
対

し
て
監
臨
の
立
場
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
る｣

(『

訳
註
五』

三
二
四
頁
〜
三
二

五
頁)

。｢

断
獄
律
訳
稿｣

二
六
頁
注

(

３)

に
挙
げ
た
理
由
に
よ
り
、
適
当

な
訳
語
も
な
い
の
で｢

監
臨
官｣

と
し
て
お
く
。
な
お
、
原
文｢

監
臨
主
司｣

を
、
曹

『
訳
注』

九
五
七
頁
が

｢

監
臨
主
管
の
官
員

[

監
臨
主
管
官
員]｣

、

銭

『

新
注』
九
三
八
頁
が

｢

統
轄
主
管
の
官
吏

[

統
轄
主
管
的
官
吏]｣

｢

統

轄
主
管
の
地
位
に
あ
る
官
吏

[

位
居
統
轄
主
管
地
位
的
官
吏]｣

と
訳
す
の

は
、
こ
れ
を

｢

監
臨
の
主
司｣

と
解
す
る
か
ら
で
あ
る
が
、『

訳
註
八』

二

三
一
頁
が

｢

監
臨
・
主
司｣
と
訓
読
し
て

｢

監
臨｣

と

｢

主
司｣

と
の
併
記

と
解
す
る
の
に
従
う
。『
訳
註
五』

三
二
六
頁
も

｢

主
司｣

に
関
連
し
て

｢

担
当
官
庁
の
四
等
官
を
指
し
て
主
司
と
い
う
場
合
が
少
な
く
な
い

(

衛
５

疏
に
特
に
明
ら
か)

。
民
政
的
な
事
項
に
つ
い
て
は
里
正
に
始
ま
り
県
・
州

の
官
吏
が
み
な
主
司
と
さ
れ
る

(

戸
12
、
20
、
擅
５
各
疏)

。
職
48
枉
法
条

に
お
い
て
は
、｢

監
臨
主
司｣

と
連
称
さ
れ
る
が
故
に
、
た
と
え
ば
訴
訟
当

事
者
か
ら
の
収
賄
に
お
い
て
、
判
官
以
上
は

｢
監
臨｣

の
う
ち
に
含
ま
れ
、

｢

主
司｣

は
そ
こ
に
含
ま
れ
な
い
当
該
事
案
担
当
の
主
典
を
と
く
に
意
味
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る｣

と
述
べ
て
い
る
。

(

�)
『

訳
註
六』

二
〇
八
頁
注
６
に

｢

一
家
を
挙
げ
て
戸
籍
か
ら
逃
れ
る
こ

と
を
脱
戸
と
言
い
、
一
戸
と
し
て
戸
籍
に
就
き
な
が
ら
戸
内
の
或
る
者
を
戸

籍
か
ら
落
す
こ
と
を
漏
口
と
い
う｣

と
あ
る
の
に
従
え
ば
、
こ
こ
の｢
戸
口｣

も

｢

戸｣

と

｢

口｣

を
併
記
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
、｢

戸｣

は

｢
全
戸

で
の
逃
走｣

に
つ
い
て
、｢

口｣

は

｢

全
戸
で
な
い
逃
走｣

に
つ
い
て
の
も

の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(

�)

衛
士
に
つ
い
て
は
、
本
訳
稿

(

上)

三
一
頁
下
段
〜
三
二
頁
上
段
捕
亡

律
七
条
訳
注

(

４)

を
参
照
。
な
お

『

訳
註
五』

五
八
頁
注
10
は

｢

府
兵
は

一
般
に
は
衛
士
と
い
わ
れ
る
が
、
中
央
の
衛
に
番
上
し
て
い
る
間
は
い
ろ
い

ろ
の
特
殊
な
名
で
呼
ば
れ
る
。
…
…
掌
閑
・
駕
士
・
幕
士
も
ま
た

少
な

く
も
本
来
は

衛
士
の
う
ち
或
者
が
そ
の
勤
務
形
態
よ
り
し
て
呼
ば
れ
る

名
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
…
…
そ
れ
ら
が
軍
府
以
外
に
配
属
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た｣

と
述
べ
て
い
る
。

(

�)

掌
閑
は
殿
中
省
尚
乗
局
で
奉
乗
に
率
い
ら
れ
た
。『

大
唐
六
典』

巻
一

一
、
殿
中
省
、
尚
乗
局
に
は

｢

掌
閑
五
千
人

[

皇
朝
に
て
設
置
。
六
閑
の
馬

を
分
け
て
飼
養
す
る
こ
と
を
掌
る]

[

掌
閑
五
千
人[

皇
朝
置
、
掌
分
飼
養
六

閑
之
馬]]｣

、｢

奉
乗
十
八
人
、
正
九
品
下
。
…
…
奉
乗
は
、
習
馭
・
掌
閑
・

駕
士
を
率
い
る
こ
と
、
お
よ
び
糧
秣
飼
養
の
法
を
掌
る

[

奉
乗
十
八
人
、
正

九
品
下
。
…
…
奉
乗
、
掌
率
習
馭
・
掌
閑
・
駕
士
、
及
秣
飼
之
法]｣

と
あ

る
。
な
お
、
閑
は

｢

尚
乗
局
に
直
属
し
、
馬
匹
を
管
理
飼
養
訓
練
す
る
閑
廏

[

直
属
尚
乗
局
的
管
養
訓
練
馬
匹
的
閑
廏]｣

(

銭

『

新
注』

九
三
九
頁
注
釈

⑦)

。『

大
唐
六
典』

巻
一
一
、
殿
中
省
、
尚
乗
局
に
は

｢

六
閑
。
第
一
に
飛

黄
、
第
二
に
吉
良
、
第
三
に
龍
媒
、
第
四
に
�
�
、
第
五
に�

�

、
第
六
に

天
苑

[

六
閑
、
一
曰
飛
黄
、
二
曰
吉
良
、
三
曰
龍
媒
、
四
曰
�
�
、
五
曰�

�

、
六
曰
天
苑]｣

と
あ
る
。

(

�)

駕
士
は
殿
中
省
尚
乗
局
で
奉
乗
に
率
い
ら
れ
、
あ
る
い
は
太
僕
寺
の
典

廏
署
や
典
牧
署
に
属
し
た
。『

大
唐
六
典』

巻
一
一
、
殿
中
省
、
尚
乗
局
に

は

｢

奉
乗
十
八
人
、
正
九
品
下
。
…
…
奉
乗
は
、
習
馭
・
掌
閑
・
駕
士
を
率

い
る
こ
と
、
お
よ
び
糧
秣
飼
養
の
法
を
掌
る

[

奉
乗
十
八
人
、
正
九
品
下
。

…
…
奉
乗
、
掌
率
習
馭
・
掌
閑
・
駕
士
、
及
秣
飼
之
法]｣

、
同
書
巻
一
七
、

太
僕
寺
、
典
廏
署
に
は

｢

駕
士
八
百
人

[

駕
士
八
百
人]｣

、
同
、
典
牧
署
に

は

｢

駕
士
百
六
十
人

[

駕
士
一
百
六
十
人]｣

と
あ
る
。
銭

『

新
注』

九
三

九
頁
注
釈
⑧
は

｢

御
車
を
駕
す
る
こ
と
を
専
門
の
職
務
と
す
る
吏
員
。
殿
中

省
お
よ
び
太
僕
寺
の
も
と
に

�駕
士
	
が
配
置
さ
れ
た
。
…
…
駕
士
に
は
軍

名
を
有
す
る
も
の
も
、
軍
名
の
な
い
も
の
も
あ
る

[

専
職
駕
車
的
吏
員
、
殿

中
省
及
太
僕
寺
下
都
編
置
有

�駕
士
	。
…
…
駕
士
有
的
有
軍
名
、
有
的
無

軍
名]｣
と
す
る
。
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(

�)

幕
士
は
衛
尉
寺
守
宮
署
に
属
し
た
。『

大
唐
六
典』

巻
一
六
、
衛
尉
寺
、

守
宮
署
に
は

｢

幕
士
千
六
百
人

[

幕
士
一
千
六
百
人]｣

と
あ
り
、
守
宮
署

の
職
掌
に
つ
い
て
は

｢

邦
国
の
帳
幕
や
帳
具
の
提
供
な
ど
の
こ
と
を
掌
る
。

そ
の
名
目
や
物
品
を
弁
別
し
、
そ
の
出
入
に
立
ち
会
う
。
…
…
お
よ
そ
大
祭

祀
、
大
朝
会
、
大
駕
の
巡
幸
の
際
に
は
、
王
公
百
官
の
位
席
を
正
殿
南
門
外

に
設
置
す
る
。
吏
部
・
礼
部
・
兵
部
が
考
査
や
試
験
を
実
施
す
る
際
に
は
、

帳
幕
な
ど
の
も
の
を
提
供
す
る
。
王
公
の
婚
礼
の
際
に
も
、
帳
具
を
提
供
す

る

[

掌
邦
国
供
帳
之
属
、
辨
其
名
物
、
会
其
出
入
。
…
…
凡
大
祭
祀
・
大
朝

会
・
大
駕
巡
幸
、
則
設
王
公
百
官
位
於
正
殿
南
門
外
。
若
吏
部
・
礼
部
・
兵

部
考
功
試
人
、
則
供
帳
幕
之
属
。
若
王
公
婚
礼
、
亦
供
其
帳
具]｣

と
あ
る

か
ら
、
幕
士
は
帳
幕
や
帳
具
の
設
営
な
ど
を
職
務
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
銭

『

新
注』

九
三
九
頁
注
釈
⑨
は

｢
衛
尉
寺
守
宮
署
の
も
と
に
あ
る
労
務
者
。

…
…
幕
士
に
は
軍
名
を
有
す
る
も
の
も
、
軍
名
の
な
い
も
の
も
あ
る

[

衛
尉

寺
守
宮
署
下
的
人
工
。
…
…
幕
士
有
的
有
軍
名
、
有
的
則
無
軍
名]｣

と
す

る
。

(

�)

劉

『

箋
解』

下
冊
一
九
八
三
頁
箋
釈

[

三]

は

｢
名
籍
が
軍
府
に
属
す

る
と
は
、
名
籍
が
折
衝
府
の
簿
籍
に
属
す
る
こ
と
を
さ
す
。
こ
れ
も
軍
籍
を

有
す
る
者
の
こ
と
で
あ
る

[

按
名
属
軍
府
、
指
名
隷
折
衝
府
之
簿
籍
、
亦
即

有
軍
籍
者]｣

と
す
る
。

(

�)

衛
尉
寺
は
、『

大
唐
六
典』

巻
一
六
、
衛
尉
寺
に

｢

邦
国
の
器
械
や
文

物
の
政
令
を
掌
り
、
武
庫
・
武
器
・
守
宮
の
三
署
の
官
属
を
総
攬
す
る
。

…
…
お
よ
そ
天
下
の
兵
器
で
京
師
に
入
る
も
の
は
、
す
べ
て
そ
の
名
目
と
数

量
を
籍
記
し
て
収
蔵
す
る
。
お
よ
そ
大
祭
祀
、
大
朝
会
の
際
に
は
、
羽
儀
・

節
鉞
・
金
鼓
・
帷�

・
茵
席
な
ど
の
も
の
を
提
供
す
る
。
宿
衛
に
提
供
す
べ

き
も
の
は
、
毎
年
二
回
点
検
し
、
損
敗
し
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
少
府
監
お
よ

び
金
吾
衛
に
送
っ
て
修
繕
さ
せ
る[

掌
邦
国
器
械
・
文
物
之
政
令
、
総
武
庫
・

武
器
・
守
宮
三
署
之
官
属
。
…
…
凡
天
下
兵
器
入
京
師
者
、
皆
籍
其
名
数
而

蔵
之
。
凡
大
祭
祀
・
大
朝
会
、
則
供
其
羽
儀
・
節
鉞
・
金
鼓
・
帷�

・
茵
席

之
属
。
其
応
供
宿
衛
者
、
毎
歳
二
時
閲
之
、
其
有
損
弊
者
、
則
移
于
少
府
監

及
金
吾
修
之]｣

と
あ
る
。

(

�)

太
僕
寺
は
、『

大
唐
六
典』

巻
一
七
、
太
僕
寺
に

｢

邦
国
の
廏
牧
・
車

輿
の
政
令
を
掌
り
、
乗
黄
・
典
廏
・
典
牧
・
車
府
の
四
署
お
よ
び
諸
監
牧
の

官
属
を
総
攬
す
る
。
…
…
お
よ
そ
国
に
大
礼
、
大
駕
の
行
幸
の
あ
る
際
に
は
、

五
輅
属
車
な
ど
の
も
の
を
提
供
す
る
。
お
よ
そ
監
牧
が
羊
馬
の
籍
帳
を
提
出

し
た
際
に
は
、
こ
れ
を
受
け
て
点
検
し
、
尚
書
駕
部
に
上
呈
し
て
、(

監
牧

の)

官
吏
の
考
課
を
審
議
す
る
。
お
よ
そ
四
季
の
仲
月
に
は
、
馬
祖
・
馬
歩
・

先
牧
・
馬
社
を
祭
る

[

掌
邦
国
廏
牧
・
車
輿
之
政
令
、
総
乗
黄
・
典
廏
・
典

牧
・
車
府
四
署
及
諸
監
牧
之
官
属
。
…
…
凡
国
有
大
礼
・
大
駕
行
幸
、
則
供

其
五
輅
属
車
之
属
。
凡
監
牧
所
通
羊
馬
籍
帳
、
則
受
而
会
之
、
以
上
於
尚
書

駕
部
、
以
議
其
官
吏
之
考
課
。
凡
四
仲
之
月
、
祭
馬
祖
・
馬
歩
・
先
牧
・
馬

社]｣

と
あ
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
二
頁
が

｢

罪
止
ハ｣

を
補
っ
て
訓
読
す
る
の
に
従
う
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
三
頁
注
９
は

｢

課
役
の
な
い
戸
で
、
全
戸
逃
亡
し
た

も
の
、
或
い
は
課
役
の
あ
る
戸
で
、
全
戸
の
逃
亡
で
な
い
も
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
課
役
が
あ
っ
て
し
か
も
全
戸
逃
亡
者
の
罪
よ
り
二
等
を
減
ず
る
。
故
に
無

課
役
戸
の
非
全
戸
逃
亡
は
、
二
等
減
じ
た
上
に
更
に
二
等
を
減
ず
る｣

と
記

す
。

(

�)

原
文

｢

婦
女
非
全
戸
亡｣

を
、
銭

『

新
注』

九
三
八
頁
は

｢

婦
女
が
個

人
で
、
全
戸
で
な
く
逃
走
し
た

[

婦
女
箇
人
而
不
是
全
戸
逃
亡]｣

と
訳
す

が
、
全
戸
で
な
く
て
も
複
数
の
女
性
が
同
時
に
逃
走
す
る
こ
と
も
含
む
と
解

す
べ
き
で
あ
る
。
曹

『

訳
注』

九
五
七
頁
が

｢

婦
女
の
戸
が
全
戸
で
な
く
逃

走
し
た

[

婦
女
戸
不
是
全
戸
逃
亡]｣

と
す
る
の
に
従
う
。

(

	)
『

訳
註
八』

二
三
二
頁
が

｢

罪
止
ハ｣

を
補
っ
て
訓
読
す
る
の
に
従
う
。

(


)

折
衝
府
に
つ
い
て
は

『

訳
註
八』

二
四
二
頁
注
４
に

｢

折
衝
府
は
地
方
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兵
団
で
あ
っ
て
、
京
師
の
諸
衛
及
び
諸
率
府
に
分
隷
す
る
。
兵
団
の
構
成
は
、

五
十
人
を
隊
と
称
し
、
隊
正
を
そ
の
長
・マ

マ

副
隊
正
を
そ
の
副
と
す
る
。
二
隊

を
一
旅
と
称
し
、
そ
の
長
を
旅
帥

(

百
人
長)

と
言
う
。
二
旅
を
一
団
と
称

し
、
そ
の
長
を
校
尉

(

二
百
人
長)

と
言
う
。
折
衝
府
は
上
・
中
・
下
の
三

等
に
分
か
れ
、
上
府
は
五
団
、
中
府
は
四
団
、
下
府
は
三
団
を
設
け
る
。
折

衝
府
の
長
官
を
折
衝
府
都
尉
・マ
マ

次
官
を
果
毅
と
称
す
る｣

(｢

副
隊
正｣

は

｢

隊
副｣

と
正
す
べ
き
で
あ
る)

と
あ
る
。
そ
の
概
要
は

『

訳
註
五』

三
二

二
頁
注
３
、『

訳
註
七』
二
三
頁
〜
二
四
頁
注
３
を
参
照
。

(

�)
｢

軍
人｣

を
曹

『
訳
注』

九
五
七
頁
は

｢

軍
籍
を
有
す
る
者

[

有
軍
籍

的
人]｣

と
訳
す
。『

訳
註
六』
二
四
頁
注
３
は

｢

軍
人
の
語
は
或
は
折
衝
府

所
属
の
者
を
い
い

(

捕
11)

或
は
征
人
を
い
う

(

擅
12)

な
ど
衛
士
よ
り
包

括
す
る
範
囲
は
広
い｣

と
述
べ
る
。

(

�)

原
文

｢

附
貫｣

は

｢

戸
籍
を
設
け
る
こ
と｣
(『

訳
註
八』

二
三
三
頁
注

12)

。
戴

『

各
論』

二
九
二
頁
上
段

(

註
二)
は
｢

戸
籍
に
附
す
る

[

附
戸

籍]｣

、
曹

『

訳
注』

九
五
七
頁
は

｢

戸
籍
に
登
記
さ
れ
た

[

登
記
了
戸
籍]｣

、

銭

『

新
注』

九
三
八
頁
は

｢

戸
籍
に
登
載
す
る

[

上
戸
籍]｣

と
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
三
頁
注
13
は

｢｢

軍
名
無
シ｣

と
は
、
答
に

｢

軍
名
ヲ

免
レ
ル｣

と
あ
り
、
軍
役
を
廻
避
す
る
こ
と
で
あ
る｣

と
記
し
、
戴『

各
論』

二
九
二
頁
上
段

(

註
二)

は

｢

兵
役
か
ら
逃
避
す
る

[

逃
避
兵
役]｣

と
す

る
。
曹

『

訳
注』

九
五
七
頁
が

｢

彼
が
も
と
も
と
軍
籍
を
有
し
て
い
る
こ
と

を
隠
匿
し

[

隠
匿
他
原
有
軍
籍]｣

と
訳
す
の
が
実
状
に
近
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
同
書
九
五
八
頁
注
釈

[

６]

は

｢

唯
無
軍
名｣

に
つ
い
て

｢

逃
避
の

事
実
に
よ
っ
て
軍
籍
に
名
が
な
く
な
っ
た[

因
為
逃
避
的
縁
故
而
軍
籍
無
名]｣

と
解
す
る
。

(

�)

原
文

｢

闕
課｣

は

｢

課
役
を
�
脱
す
る
こ
と｣

(『

訳
註
八』

二
三
三
頁

注
14)

。
こ
の
句
に
つ
い
て
、
曹

『

訳
注』

九
五
七
頁
は

｢

�逃
走
�
の
罪
は
、

ほ
と
ん
ど
は
未
納
の
課
税
か
ら
逃
避
す
る
こ
と
に
も
と
づ
く

[

�逃
亡
�
的

罪
、
大
多
是
根
拠
他
逃
避
所
欠
税
課]｣

と
訳
し
て
逃
走
の
原
因
を
述
べ
た

も
の
と
す
る
が
、
銭

『

新
注』

九
三
八
頁
が

｢

逃
走
の
罪
は
、
ほ
と
ん
ど
は

課
税
や
賦
役
か
ら
の
逃
避
を
根
拠
と
し
て
罪
と
す
る

[

逃
亡
的
罪
、
大
多
是

根
拠
逃
避
課
税
賦
役
定
罪]｣

と
訳
し
て
処
罰
の
根
拠
を
述
べ
た
も
の
と
す

る
の
に
従
う
。

(

	)

原
文

｢

浮
遊｣

に
つ
い
て
、
曹

『

訳
注』

九
五
八
頁
注
釈

[

７]

は

｢

あ
て
も
な
く
遊
蕩
し
、
正
業
を
も
た
な
い

[

游
蕩
無
定
、
没
有
正
業]｣

と

注
す
る
。

(


)

原
文

｢

編
戸｣

は

｢

戸
籍
に
編
入
さ
れ
て
い
る
人
口
を
さ
す

[

指
編
在

戸
籍
的
人
口]｣

(

曹

『

訳
注』

九
五
八
頁
注
釈

[

８])

。
こ
の
句
に
つ
い
て

は
、
銭

『

新
注』

九
三
九
頁
が

｢

戸
籍
に
編
入
さ
れ
た
か
ら
に
は

[

既
然
已

編
入
戸
籍]｣

と
訳
す
の
に
従
う
。

(

�)

曹

『

訳
注』

九
五
七
頁
、
銭

『

新
注』

九
三
九
頁
注
釈
⑭
は
、
こ
の
式

を
戸
部
式
と
す
る
。

(

�)
｢

賦
役｣

は
課
役
と
雑
徭
の
総
称
。『

大
唐
六
典』

巻
三
、
尚
書
戸
部
、

戸
部
尚
書
に
は

｢

賦
役
の
制
に
は
四
種
類
が
あ
る
。
第
一
に
租
、
第
二
に
調
、

第
三
に
役
、
第
四
に
雑
徭
で
あ
る

[

凡
賦
役
之
制
有
四
。
一
曰
租
、
二
曰
調
、

三
曰
役
、
四
曰
雑
徭]｣

と
あ
る
。

(


)

原
文

｢

附
処｣

は

｢

附
貫
の
処
、
即
ち
設
籍
地
を
謂
う｣

(『

訳
註
八』

二
三
三
頁
注
15)

。

(

�)

原
文

｢

輸｣

は

｢

送
り
納
め
る
こ
と｣

(『

訳
註
八』

二
〇
〇
頁
注
３)

。

(

�)

戴

『

各
論』

二
九
二
頁
上
段

(

註
二)

が

｢

合
罪
依
例｣

を

｢

つ
ま
り

軍
府
の
名
籍
を
有
し
て
逃
走
し
た
こ
と

[

即
有
軍
名
而
亡]｣

と
解
す
る
の

に
従
う
。

(
�)
原
文

｢

勒
還
本
所｣

に
つ
い
て

『

訳
註
八』

二
三
三
頁
注
17
は

｢

原
籍

地
に
送
り
か
え
す
こ
と
を
謂
う｣

と
す
る
。｢

勒｣

は

｢

強
制
的
に
…
…
さ

せ
る｣
と
い
う
意
味
合
い
を
も
つ
。
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【
捕
亡
律
一
二
条
】
浮
浪
他
所

[
原
文]

諸
非
亡
而
浮
浪
他
所
者
。
十
日
笞
十
。
二
十
日
加
一
等
。
罪
止
杖
一

百
。
即
有
官
事
在
他
所
。
事
了
留
住
不
還
者
亦
如
之
。
若
営
求
資
財
。

及
学
宦
者
。
各
勿
論
。
闕
賦
役
者
。
各
依
亡
法
。

疏
議
曰
。
非
亡
。
謂
非
避
事
逃
亡
。
而
流
宕
他
所
者
。
十
日
笞

十
。
二
十
日
加
一
等
。
一
百
九
十
日
罪
止
杖
一
百
。
即
有
官
事

已
了
。
留
住
不
帰
者
。
亦
同
浮
浪
之
罪
。
若
営
求
資
財
者
。
謂

貿
遷
有
無
。
遠
求
利
潤
。
及
学
宦
者
。
或
負
笈
従
師
。
或
棄
繻

求
仕
。
各
遂
其
業
。
故
並
勿
論
。
闕
賦
役
者
。
各
依
亡
法
。
謂

因
此
不
帰
。
致
闕
賦
役
。
各
準
逃
亡
之
法
。
依
状
科
罪
。
若
全

戸
者
。
罪
止
徒
三
年
。
非
全
戸
者
。
減
二
等
。

[

訓
読
文]

諸
て
亡に

げ
た
る
に
非
ず
し
て
他
所
に
浮
浪
し
た
る
者
は
、
十
日
は
笞

十
、
二
十
日
ご
と
に
一
等
を
加
へ
、
罪
は
杖
一
百
に
止
む
。
即も

し
官

事
あ
り
て
他
所
に
在

(

�)

り
、
事
了お
は

る
に
留
住
し
還
ら
ざ
る
者
も
亦
た
之か
く

の
如
し
。
若
し
資
財

(

�)

を
営
求
し
、
及
び
学
宦
し
た
る
者
は
、
各
お
の
お
の
論

ず
る
勿な

し
。
賦
役
を
闕か

き
た
る
者
は
、
各
の
亡
げ
た
る
の
法
に
依
る
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

亡
げ
た
る
に
非
ず｣

と
は
、
事
を
避
け

逃
亡
し
た
る
に
非
ざ
る
を
謂
ふ
。
而
し
て
他
所
に
流
宕
し
た
る

者
は
、
十
日
は
笞
十
、
二
十
日
ご
と
に
一
等
を
加
へ
、
一
百
九

十
日
に
て
罪
は
杖
一
百
に
止
む
。
即
し
官
事
あ
り
て
已
に
了
る

に
、
留
住
し
帰
ら
ざ
る
者
も
、
亦
た
浮
浪
し
た
る
の
罪
に
同
じ
。

｢

若
し
資
財
を
営
求
し｣

た
る
者
と
は
、
有
無
を
貿
遷
し
、
遠

く
利
潤
を
求
め
た
る
を
謂
ふ
。｢

及
び
学
宦
し
た
る
者｣

と
は
、

或
は
笈
を
負
ひ
師
に
従
ひ
、
或
は
繻
を
棄

(

�)

て
仕
を
求
め
た
る
な

り
。
各
の
其
の
業
を
遂
ぐ
。
故
に
並
び
に
論
ず
る
勿
し
。｢

賦

役
を
闕
き
た
る
者
は
、
各
の
亡
げ
た
る
の
法
に
依
る｣

と
は
、

此
に
因
り
帰
ら
ず
、
賦
役
を
闕
く
を
致
し
た
れ
ば
、
各
の
逃
亡

し
た
る
の
法
に
準
じ
、
状
に
依
り
罪
を
科
す
る
を
謂
ふ
。
若
し

全
戸
の
者
は
、
罪
は
徒
三
年
に
止
む
。
全
戸
に
非
ざ
る
者
は
、

二
等
を
減
ず
。

[

校
注]

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
四
頁
は

｢

在｣

を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
四
頁
は

｢

財｣

を

｢

材｣

と
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
四
頁
が

｢

棄｣

を

｢

弃｣

と
す
る
の
は
、
万
有
文
庫

本
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

[
訳
文]

逃
走
し
た
の
で
な
く
本
籍
地
以
外
の
場
所
に
浮
浪
し
た
者
は
、(

浮

浪
の
期
間
が)

十
日
に
達
す
れ
ば
笞
一
十
に
処
し
、
さ
ら
に
二
十
日

に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
し
、
刑
の
上
限
は
杖
一
百
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と
す
る
。
も
し
公
務
が
あ
っ
て
勤
務
地
以
外
の
場
所
に
滞
在
し
、
任

務
の
終
了
後
も
滞
留
し
て
帰
還
し
な
い
者
も
、
同
様
に
処
断
す
る
。

も
し
資
財
を
運
営
し
て
利
潤
を
追
求
し
、
お
よ
び
学
問
を
し
て
仕
官

を
求
め
た

(
�)

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
罪
と
し
な
い
。
賦
役
の
負
担
を
欠
い
た

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
逃
走
の
規
定

(

捕
亡
律
一
一
条)

に
よ
り
処
断

す
る
。

【
疏
文
】

｢

逃
走
し
た
の
で
な
く｣

と
あ
る
の
は
、
課
・
役
や
軍

名
を
回
避
し
て
逃
走
し
た
の
で
な
い

(

�)

こ
と
を
い
う
。
そ
う
で
な

く
本
籍
地
以
外
の
場
所
に
さ
ま
よ
っ
た

(

�)

者
は
、(

浮
浪
の
期
間

が)

十
日
に
達
す
れ
ば
笞
一
十
に
処
し
、
さ
ら
に
二
十
日
に
達

す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
し
、
百
九
十
日
に
達
す
れ

ば
刑
の
上
限
で
あ
る
杖
一
百
に
処
す
る
。
も
し
公
務
が
あ
っ
て

(

勤
務
地
以
外
の
場
所
に
滞
在
し
、
任
務
を)
す
で
に
終
了
し

た
の
に
、
滞
留
し
て
帰
還
し
な
い
者
も
、
浮
浪
し
た
者
と
同
じ

刑
に
処
す
る
。｢

も
し
資
財
を
運
営
し
て
利
潤
を
追
求
し｣

た

者
と
あ
る
の
は
、
物
資
を
遣
り
取
り
し

(

�)

、
遠
方
ま
で
出
か
け
て

利
潤
を
追
求
し
た
こ
と
を
い
う
。｢

お
よ
び
学
問
を
し
て
仕
官

を
求
め
た
者｣

と
は
、
笈
を
背
負
っ
て

(

�)

師
匠
に
従
い
、
あ
る
い

は
繻
を
棄
て
て

(

�)

仕
官
を
求
め
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
そ

の
目
的
を
達
成
す
る
と
い
う
正
当
な
理
由
が
あ
る

(

�)

。
そ
れ
ゆ
え
、

い
ず
れ
も
罪
と
し
な
い
。｢

賦
役
の
負
担
を
欠
い
た
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
逃
走
の
規
定
に
よ
り
処
断
す
る｣

と
あ
る
の
は
、
浮

浪
に
よ
り

(

本
籍
地
に)

帰
還
せ
ず

(

	)

、
賦
役
の
負
担
を
欠
く
に

至
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
逃
走
の
規
定

(

捕
亡
律
一
一
条)

に
準
じ
、
罪
状
に
応
じ
て
刑
に
処
す
る
こ
と
を
い
う
。
も
し

(

帰
還
し
な
い
の
が)

全
戸
で
あ
る
場
合
は

(


)

、
刑
の
上
限
は
徒

三
年
と
す
る
。(

帰
還
し
な
い
の
が)

全
戸
で
な
い
場
合
は
、

(

刑
の
上
限
は)

二
等
を
減
じ
た
刑

(

徒
二
年)

と
す
る
。

[

訳
注]

(

�)

原
文

｢

学
宦｣

を

『

唐
律
釈
文』

は

｢

学
宦
と
は
、
官
に
赴
任
す
る
こ

と
で
あ
る

[

学
宦
、
即
遊
宦
也]｣

と
し
、『

訳
註
八』

二
三
四
頁
は

｢

宦
ヲ

学
ビ
タ
ル｣

と
訓
読
す
る
が
、
疏
文
に
従
い

｢

遊
学｣

と

｢

仕
官｣

に
分
け

て
訳
す
。

(

�)

原
文
は

｢

非
避
事
逃
亡｣

。
曹

『

訳
注』

九
五
八
頁
は

｢

何
ら
か
の
事

情
を
回
避
し
て
逃
走
す
る
の
で
は
な
く

[

不
是
為
躱
避
什
麼
事
情
逃
亡]｣

と
し
て
浮
浪
の
理
由
を
限
定
し
な
い
。
し
か
し
、
課
・
役
や
軍
名
の
回
避
を

理
由
と
す
る
浮
浪
は
捕
亡
律
一
一
条
の
対
象
で
あ
り
、
本
条
が
対
象
と
す
る

浮
浪
は
そ
れ
以
外
の
も
の
を
理
由
と
す
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
銭

『

新
注』

九
四
〇
頁
が

｢

賦
税
徭
役
を
回
避
し
て
逃
走
す
る
の
で
は
な
く

[

不
是
躱
避

賦
税
徭
役
逃
亡]｣

と
訳
す
の
に
従
う
。

(

�)

原
文

｢

流
宕｣

を

『

唐
律
釈
文』

は

｢

浮
浪
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
る

[
猶
浮
浪
也]｣

と
す
る
。

(
�)
原
文

｢

貿
遷｣

を

『

訳
註
八』

二
三
四
頁
注
２
は

｢

商
売
し
て
ま
わ
る

こ
と｣
と
す
る
。
原
文

｢

貿
遷
有
無｣

を
曹

『

訳
注』

九
五
九
頁
は

｢

商
い

を
す
る

[
貿
易
経
商]｣

、
銭

『

新
注』

九
四
〇
頁
は

｢

他
の
土
地
で
商
い
を
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す
る

[

経
商
買
売
於
異
地]｣

と
訳
す
。
甲
地
で
余
り
の
あ
る
物
資
乙
を
丙

地
に
運
び
、
丙
地
で
余
り
の
あ
る
物
資
丁
と
交
換
し
て
甲
地
に
戻
る
よ
う
な

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

(

�)
原
文｢

負
笈｣

を『

訳
註
八』

二
三
四
頁
注
３
は｢

笈キ
ウ(

書
を
負
う
箱)

を
負
う
と
は
遊
学
の
こ
と｣

と
す
る
。『

唐
律
釈
文』

に
は

｢

笈
と
は
、
書

物
を
収
め
る
箱
で
あ
る
。
遊
学
す
る
者
は
み
ず
か
ら
書
物
を
背
負
っ
て
学
び

に
行
く
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
斉
に
�
宛
と
い
う
者
が
あ
り
、

笈
を
背
負
っ
て
来
訪
し
た
こ
と
に
よ
る

[

笈
、
盛
書
筴
也
。
謂
遊
学
者
自
負

書
以
来
学
也
。
古
者
、
斉
有
�
宛
、
負
笈
来
訪]｣

と
あ
る
が
、
斉
の
�
宛

は
未
詳
。

(

�)

原
文｢

棄
繻｣

を『

訳
註
八』
二
三
四
頁
注
４
は｢

繻(

布
の
わ
り
ふ)

を
棄
て
る
と
は
、
漢
の
終
軍
の
故
事

(
漢
書
・
終
軍
伝)

。
彼
は
仕
官
を
志

し
て
関
を
出
る
時
、
わ
り
ふ
を
棄
て
て
、
官
に
な
ら
な
け
れ
ば
帰
ら
な
い
決

心
を
示
し
た｣

と
す
る
。『

唐
律
釈
文』

は

｢(
繻
は)

頭
巾
で
あ
る
。
漢
代

の
関
令
は
、
関
に
入
る
者
に
す
べ
て
繻
を
受
け
取
ら
せ
、
戻
っ
て
き
た
と
き

に
こ
の
繻
を
突
き
合
わ
せ
、
同
じ
で
あ
れ
ば
関
か
ら
出
る
こ
と
を
許
し
た
。

そ
の
こ
ろ
終
軍
と
い
う
者
が
あ
り
、
年
少
で
あ
っ
た
が
、
関
に
入
る
と
き
に

繻
を
受
け
取
り
、
何
の
た
め
に
受
け
取
る
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
関
令
は

そ
の
よ
う
に
答
え
た
。
終
軍
は
そ
こ
で
繻
を
棄
て
、｢

大
丈
夫
が
関
に
入
れ

ば
、
使
者
の
車
に
乗
っ
て
出
て
ゆ
く
も
の
だ
。
繻
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
も

の
か｣

と
言
っ
た

[

頭
帛
也
。
漢
時
関
令
、
入
関
者
皆
執
繻
、
回
将
此
繻
以

対
勘
、
同
者
始
許
出
関
。
時
有
終
軍
、
年
少
、
入
関
受
繻
、
問
為
何
受
、
関

令
以
対
。
終
軍
于
是
棄
繻
曰
、
大
丈
夫
入
関
、
当
乗
使
者
車
出
、
安
用
繻
也]｣

と
す
る
が
、｢

繻｣

は
頭
巾
で
は
な
く
、｢

そ
の
裂
け
目
を
合
せ
、
ま
た
そ
れ

に
字
を
書
い
て
証
拠
と
し
、
関
所
を
出
入
す
る
に
使
う｣

絹
布
の
割
り
符
で

あ
る

(

小
竹

『

漢
書
五』

六
四
〇
頁
訳
注

(

42))

。
終
軍
は
前
漢
武
帝
期
の

人
。『

漢
書』

巻
六
四
下
、
厳
朱
吾
丘
主
父
徐
厳
終
王
賈
伝
下
に
は

｢

は
じ

め
軍ぐ

ん

が
済
南
か
ら
博
士
官
に
参
じ
よ
う
と
し
て
、
徒
歩
で
函
谷
関

か
ん
こ
く
か
ん

を
入
っ
た
。

関
の
役
人
が
軍
に
帛き

ぬ

の
小
ぎ
れ
の
手
形
を
与
え
た
。
軍
が
、｢

こ
れ
は
何
に

使
う
も
の
か｣

と
問
う
と
、
役
人
が
、｢

帰
り
路
の
関
所
手
形
と
し
て
、
還

る
と
き
こ
れ
で
符

わ
り
ふ
を
合
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い｣

と
言
っ
た
。
軍
は
、｢

大

丈
夫
た
る
者
が
西
の
か
た
に
遊
ぶ
か
ら
に
は
、
帰
り
路
の
関
所
手
形
で
還
る

こ
と
な
ど
け
っ
し
て
な
い
だ
ろ
う｣

と
言
っ
て
、
帛
の
小
ぎ
れ
の
手
形
を
棄

て
て
立
ち
去
っ
た
。
軍
が
謁
者
と
な
り
、
使
者
と
し
て
郡
国
を
巡
視
し
た
と

き
、
節

は
た
じ
る
し
を
建
て
て
東
の
か
た
関
を
出
よ
う
と
し
た
。
関
所
の
役
人
が
彼
を

識お
ぼ

え
て
い
て
、｢

こ
の
使
者
は
以
前
、
帛
の
小
ぎ
れ
の
手
形
を
棄
て
た
先
生

だ｣

と
言
っ
た

[

初
、
軍
従
済
南
当
詣
博
士
、
歩
入
関
、
関
吏
予
軍
繻
。
軍

問
、
以
此
何
為
。
吏
曰
、
為
復
伝
、
還
当
以
合
符
。
軍
曰
、
大
丈
夫
西
游
、

終
不
復
伝
還
。
棄
繻
而
去
。
軍
為
謁
者
、
使
行
郡
国
、
建
節
東
出
関
、
関
吏

識
之
、
曰
、
此
使
者
乃
前
棄
繻
生
也]｣

と
記
さ
れ
る

(

訳
文
は
小
竹

『

漢

書
五』

六
一
九
頁
に
よ
る)

。

(

�)

原
文
は

｢

遂
其
業｣

。
銭

『

新
注』

九
四
〇
頁
が

｢

自
己
の
正
当
な
事

業
を
完
遂
し
た

[

完
成
自
己
的
正
業]｣

と
訳
す
よ
う
に
、｢

業｣

は

｢

営
求

資
財｣

と

｢

学
宦｣

の
双
方
を
含
む
も
の
と
解
し
た
。
た
だ
、
曹

『

訳
注』

九
五
九
頁
が

｢

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を
探
し
求
め
る

[

尋
取
各
自
的
職
業]｣

と
訳
す
よ
う
に
、｢

業｣

は

｢

学
宦｣

の
み
を
さ
す
と
も
解
し
う
る
。

(

�)

原
文
は

｢

因
此
不
帰｣

。
銭

『

新
注』

九
四
〇
頁
が

｢

上
述
の
事
情
に

よ
っ
て
家
郷
に
帰
還
せ
ず

[

因
上
述
之
事
而
不
回
家]｣

と
訳
す
の
に
従
う
。

曹

『

訳
注』

九
五
九
頁
が

｢

外
地
に
あ
っ
て
本
籍
地
に
帰
還
し
な
い
こ
と
に

よ
り

[

因
為
在
外
不
回
本
籍]｣

と
訳
す
の
に
従
え
ば
、｢

因
此
不
帰｣

は

｢
此
の
帰
ら
ざ
る
に
因
り｣

と
訓
読
す
る
こ
と
に
な
る
。

(
�)
銭

『

新
注』

九
四
〇
頁
は

｢

全
戸
で
浮
浪
し
た
場
合
は

[

如
属
全
戸
流

浪
的]｣
と
し
て
、
賦
役
の
負
担
を
欠
い
た
理
由
が
浮
浪
に
限
ら
れ
る
こ
と

を
明
確
に
す
る
。
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【
捕
亡
律
一
三
条
】
官
戸
奴
婢
亡

[
原
文]

諸
官
戸
官
奴
婢
亡
者
。
一
日
杖
六
十
。
三
日
加
一
等
。[

部
曲
私
奴

婢
亦
同
。]
主
司
不
覚
亡
者
。
一
口
笞
三
十
。
五
口
加
一
等
。
罪
止

杖
一
百
。
故
縦
官
戸
亡
者
。
与
同
罪
。
奴
婢
。
準
盗
論
。
即
誘
導
官

私
奴
婢
亡
者
。
準
盗
論
。
仍
令
備
償
。

疏
議
曰
。
官
戸
及
官
奴
婢
逃
亡
者
。
一
日
杖
六
十
。
三
日
加
一

等
。
註

(

ａ)

云
。
部
曲
私
奴
婢
亦
同
。
部
曲
雖
取
良
人
之
女
。
其
妻

若
逃
亡
罪
同
部
曲
。
主
司
不
覚
。
謂
不
覚
官
戸
官
奴
婢
亡
者
。

一
口
笞
三
十
。
五
口
加
一
等
。
三
十
六
口
罪
止
杖
一
百
。
故
縦

官
戸
亡
者
。
同
官
戸
逃
亡
之
罪
。
罪
止
流
。
準
加
杖
二
百
之
法
。

故
縦
官
奴
婢
亡
者
。
準
盗
論
。
謂
計
贓
五
疋
徒
一
年
。
五
疋
加

一
等
。
即
誘
導
官
私
奴
婢
亡
者
。
謂
不
将
入
己
。
導
引
令
亡
者
。

並
準
盗
論
。
五
疋
徒
一
年
。
五
疋
加
一
等
。
仍
令
備
償
。
故
縦

亡
者
。
得
罪
不
償
。
若
誘
導
官
戸
部
曲
亡
者
。
律
無
正
文
。
当

不
応
得
為
従
重
。
杖
八
十
。
与
同
行
者
。
同
過
致
資
給
之
罪
。

[

校
注]

(

ａ)
『

訳
註
三』

八
一
七
頁
は

｢

註｣

を

｢

注｣

に
作
る
が
、
他
に
倣
い
改

め
る
。

[

訓
読
文]

諸
て
官
戸
官
奴
婢
の
亡に

げ
た
る
者
は
、
一
日
は
杖
六
十
、
三
日
ご
と

に
一
等
を
加
ふ

[

部
曲
私
奴
婢
も
亦
た
同
じ]

。
主
司
、
亡
げ
た
る

を
覚
ら
ざ
る

(

�)

者
は
、
一
口
は
笞
三

(

�)

十
、
五
口
ご
と
に
一
等
を
加
へ
、

罪
は
杖
一
百
に
止
む
。
官
戸
の
亡
ぐ
る
を
故
縦
し
た
る
者
は
、
与と

も

に

罪
を
同
じ
く
す
。
奴
婢
は
、
盗
に
準
じ
て
論
ず
。
即も

し
官
私
奴
婢
の

亡
ぐ
る
を
誘
導
し
た
る
者
は
、
盗
に
準
じ
て
論
じ
、
仍
ほ
備
償
せ
し

む
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。
官
戸
及
び
官
奴
婢
の
逃
亡
し
た
る
者
は
、

一
日
は
杖
六
十
、
三
日
ご
と
に
一
等
を
加
ふ
。
註
に
云
ふ

｢

部

曲
私
奴
婢
も
亦
た
同
じ｣

と
。
部
曲
、
良
人
の
女
を
取め

と

り
た
る

と
雖
も
、
其
の
妻
、
若
し
逃
亡
し
た
れ
ば
、
罪
は
部
曲
に
同
じ
。

｢

主
司
、
覚
ら
ざ
る｣

と
は
、
官
戸
官
奴
婢
の
亡
げ
た
る
を
覚

ら
ざ
る
者
を
謂
ふ
。
一
口
は
笞
三
十
、
五
口
ご
と
に
一
等
を
加

へ
、
三
十
六
口
に
て
罪
は
杖
一
百
に
止
む
。
官
戸
の
亡
ぐ
る
を

故
縦
し
た
る
者
は
、
官
戸
の
逃
亡
し
た
る
の
罪
に
同
じ
く
し
、

罪
は
流
に
止
め
、
加
杖
二
百
の
法
に
準
ず
。
官
奴
婢
の
亡
ぐ
る

を
故
縦
し
た
る
者
は
、｢

盗
に
準
じ
て
論
ず｣

と
は
、
贓
を
計

り
五
疋
は
徒
一
年
、
五
疋
ご
と
に
一
等
を
加
ふ
る
を
謂
ふ
。

｢
即
し
官
私
奴
婢
の
亡
ぐ
る
を
誘
導
し
た
る
者｣

と
は
、
将も
っ

て

己
に
入
れ
ず
、
導
引
し
亡
げ
し
め
た
る

(

�)

者
を
謂
ふ
。
並
び
に
盗
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に
準
じ
て
論
じ
、
五
疋
は
徒
一
年
、
五
疋
ご
と
に
一
等
を
加
へ
、

仍
ほ
備
償
せ
し
む
。
亡
ぐ
る
を
故
縦
し
た
る
者
は
、
罪
を
得
る

も
償
せ
ず
。
若
し
官
戸
部
曲
の
亡
ぐ
る
を
誘
導
し
た
る
者
は
、

律
に
正
文
な
け
れ
ば
、
不
応
得
為

(

�)

に
当
て
重
き
に
従
ひ
、
杖
八

十
た
り
。
与
に
行
を
同
じ
く
し
た
る
者
は
、
過
致
資
給
し
た
る

の
罪
に
同
じ
。

[

校
注]

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
五
頁
は

｢
覚｣

と

｢

亡｣

の
間
に

｢

逃｣

を
加
入
し

て

｢

逃
亡
ヲ
覚
ラ
ザ
ル｣

と
訓
読
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
五
頁
は

｢

三｣
を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
五
頁
は

｢

令｣
を
脱
し
て

｢

導
引
シ
テ
亡ニ

ガ
ス｣

と

訓
読
す
る
。

(

�)

『
訳
註
八
』
二
三
五
頁
は

｢

為｣

を
脱
す
る
。

[

訳
文]

官
戸
・
官
奴
婢

(

�)

が
逃
走
し
た
場
合
は
、(

逃
走
の
期
間
が)
一
日
に

達
す
れ
ば
杖
六
十
に
処
し
、
さ
ら
に
三
日
に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を

加
え
た
刑
に
処
す
る

[

部
曲
・
私
奴
婢

(

が
逃
走
し
た
場
合)

も
同

じ
刑
に
処
す
る]

。
担
当
官
が

(

官
戸
・
官
奴
婢
の)

逃
走
に
気
づ

か
な
か
っ
た
場
合
は
、(

逃
走
者
が)

一
口

(

�)

で
あ
れ
ば
笞
三
十
に
処

し
、
さ
ら
に
五
口
に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
し
、
刑

の
上
限
は
杖
一
百
と
す
る
。(

担
当
官
が)

官
戸
の
逃
走
を
故
意
に

見
逃
し
た
場
合
は
、(

逃
走
し
た
官
戸
と)

同
じ
刑
に
処
す
る
。(

担

当
官
が
官)

奴
婢
の

(

逃
走
を
故
意
に
見
逃
し
た)

場
合
は
、
窃
盗

の
規
定

(

賊
盗
律
三
五
条)

に
準
じ
て
処
断
す
る

(

�)

。
も
し
官
奴
婢
・

私
奴
婢
の
逃
走
を
誘
導
し
た
者
は
、
窃
盗
の
規
定
に
準
じ
て
処
断
し
、

な
お

(

官
奴
婢
・
私
奴
婢
の
価
額
を)

賠
償
さ
せ
る

(

	)

。

【
疏
文
】
官
戸
お
よ
び
官
奴
婢
が
逃
走
し
た
場
合
は
、(

逃
走
の

期
間
が)

一
日
に
達
す
れ
ば
杖
六
十
に
処
し
、
さ
ら
に
三
日
に

達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
す
る
。
註
文
に
は

｢

部

曲
・
私
奴
婢
も
同
じ
刑
に
処
す
る｣

と
あ
る
。
部
曲
が
良
人
の

女
性
を
娶
っ
て
妻
と
し
た
の
で
あ
っ
て
も

(


)

、
そ
の
妻
が
も
し
逃

走
し
た
場
合
は
、(

そ
の
妻
は)

部
曲
と
同
じ
刑
に
処
す
る
。

｢

担
当
官
が
気
づ
か
な
か
っ
た｣

と
あ
る
の
は
、(

担
当
官
が)

官
戸
・
官
奴
婢
の
逃
走
に
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。

(

逃
走
者
が)

一
口
で
あ
れ
ば
笞
三
十
に
処
し
、
さ
ら
に
五
口

に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
し
、
三
十
六
口
に
達

す
れ
ば
刑
の
上
限
で
あ
る
杖
一
百
に
処
す
る
。(

担
当
官
が)

官
戸
の
逃
走
を
故
意
に
見
逃
し
た
場
合
は
、
官
戸
が
逃
走
し
た

場
合
と
同
じ
刑
に
処
し
、
刑
の
上
限
は
流
刑
と
し
、(

換
刑
で

あ
る)

加
杖
二
百
に
処
す
る
規
定(

名
例
律
二
七
条
・
四
七
条)

に
準
じ
て
処
断
す
る

(

�)

。(

担
当
官
が)

官
奴
婢
の
逃
走
を
故
意

に
見
逃
し
た
場
合
は
、｢

窃
盗
の
規
定
に
準
じ
て
処
断
す
る｣
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と
あ
る
の
は
、(

逃
走
し
た
官
奴
婢
の
価
額
を
贓
額
と
み
な
し
、)

贓
額
が
五
疋

(

�)

に
達
す
れ
ば
徒
一
年
に
処
し
、
さ
ら
に
五
疋
に
達

す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
す
る
こ
と
を
い
う

(

�)

。｢

も

し
官
奴
婢
・
私
奴
婢
の
逃
走
を
誘
導
し
た
者｣

と
あ
る
の
は
、

(

官
奴
婢
・
私
奴
婢
を)

自
己
の
も
の

(

�)

と
せ
ず
、
手
引
き
を
し

逃
走
さ
せ
た
こ
と
を
い
う
。
こ
の
場
合
も
窃
盗
の
規
定
に
準
じ

て
処
断
し
、(

官
奴
婢
・
私
奴
婢
の
価
額
が)

五
疋
に
達
す
れ

ば
徒
一
年
に
処
し
、
さ
ら
に
五
疋
に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加

え
た
刑
に
処
し
、
な
お

(
官
奴
婢
・
私
奴
婢
の
価
額
を)

賠
償

さ
せ
る

(

�)

。(

官
奴
婢
・
私
奴
婢
の)
逃
走
を
故
意
に
見
逃
し
た

場
合
は
、
刑
に
処
す
る
が
賠
償
さ
せ
な
い

(

�)

。
も
し
官
戸
・
部
曲

の
逃
走
を
誘
導
し
た
場
合
は
、
律
に
正
文
が
な
い
の
で
、
不
応

得
為
の
情
状
が
重
い
場
合
の
規
定

(

雑
律
六
二
条)

に
よ
り
、

杖
八
十
に
処
す
る
。(

官
戸
・
官
奴
婢
・
部
曲
・
私
奴
婢
の
逃

走
と)

行
動
を
と
も
に
し
た
者
は
、
逃
送
を
援
助
し
た
場
合
の

規
定

(

捕
亡
律
一
八
条)

と
同
様
に
処
断
す
る
。

[

訳
注]

(

�)

最
下
級
の
賤
人
で
あ
る
奴
婢
は
、
官
に
所
有
さ
れ
て
所
属
官
署
に
登
録

さ
れ
る
官
奴
婢
、
私
家
に
所
有
さ
れ
て
そ
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
私
奴
婢
に

分
け
ら
れ
る
。
そ
の
一
段
上
の
賤
人
と
し
て
、
官
に
属
し
所
属
官
署
に
登
録

さ
れ
る
官
戸
、
私
家
に
属
し
そ
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
部
曲
が
あ
る
。
部
曲

身
分
の
女
性
を
客
女
と
称
す
る
。『

訳
註
五』

一
六
二
頁
〜
一
六
五
頁
注
１
、

｢

断
獄
律
訳
稿｣

四
四
頁
注

(

２)

を
参
照
。

(

�)
｢

口｣

は
人
の
量
詞
。
戸
婚
律
一
条
〜
四
条
が
戸
籍
に
登
載
さ
れ
る
べ

き
者
の
量
詞
と
し
て

｢

口｣

を
使
う
よ
う
に
、
一
定
種
類
の
賤
人
に
限
定
し

て
使
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
捕
亡
律
に
お
い
て
は
、
一
条
が
罪

人
を
逃
走
さ
せ
た
者
、
九
条
が
逃
走
し
た
受
刑
者
、
一
一
条
が
逃
走
し
た
丁

夫
雑
匠
・
工
楽
雑
戸
、
一
七
条
が
逃
走
者
・
浮
浪
者
の
量
詞
と
し
て

｢

人｣

を
使
う
の
に
対
し
、
本
条
が
逃
走
し
た
官
戸
・
部
曲
・
奴
婢
の
量
詞
と
し
て

｢

口｣

を
使
う
の
に
は
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で

は

｢

口｣

の
ま
ま
と
し
て
お
く
。

(

	)

原
文
は

｢

準
盗
論｣

。｢

準
某
罪
論｣

は

｢

特
定
の
他
の
罪
状
を
引
拠
す

る
と
き
に
用
い
る
言
葉｣

で
あ
る
が
、｢

準
拠
と
な
る
本
罪
に
つ
い
て
定
ま

る
主
刑
だ
け
を
取
来
っ
て
当
該
犯
罪
に
対
す
る
刑
と
す
る
こ
と
を
意
味｣

し

｢

当
該
犯
罪
と
本
罪
と
を
同
視
す
る
意
味
を
も
た
な
い｣

。
本
罪
の
規
定
す
る

附
加
刑
、
監
主
加
罪
、
な
ら
び
に
恩
典
の
適
用
か
ら
の
除
外
は
準
用
せ
ず
、

本
罪
の
主
刑
が
死
刑
で
あ
れ
ば
絞
に
止
ま
る
。｢

準
盗
論｣

の
場
合
に
は
主

刑
の
上
限
は
流
三
千
里
と
な
る
。
詳
し
く
は

『

訳
註
五』

三
一
七
頁
〜
三
一

八
頁
を
参
照
。

(


)

原
文

｢

備
償｣

は

｢

国
家
ま
た
は
私
人
に
対
す
る
損
害
賠
償｣

(『

訳
註

五』

三
一
頁)

。

(

�)

名
例
律
二
〇
条
疏

｢

部
曲
の
妻
と
は
、
良
人
の
女
性
を
娶
っ
て
妻
と
し

た
も
の
も
含
む
も
の
で
あ
る

[

部
曲
妻
者
。
通
娶
良
人
女
為
之]｣

に
も
と

づ
い
て
、
銭

『

新
注』

九
四
二
頁
注
釈
⑤
は

｢

部
曲
は
賤
民
の
中
で
は
身
分

が
比
較
的
高
く
、
良
人
の
女
性
を
娶
っ
て
婚
姻
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た

[
部
曲
為
賤
民
中
身�

較
高
者
、
允
許
娶
良
人
之
女
為
婚]｣

と
す
る
。
名
例

律
二
〇
条
疏
に
加
え
て
、
名
例
律
四
七
条
疏

｢

部
曲
と
あ
る
の
は
、
私
家
に

属
す
る
も
の
を
い
う
。
そ
の
妻
は
、
良
人
・
客
女
・
婢
を
通
じ
て
、
娶
っ
て
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妻
と
す
る

[

部
曲
。
謂
私
家
所
有
。
其
妻
通
娶
良
人
客
女
奴
婢
為
之]｣

お

よ
び
闘
訟
律
一
九
条
疏

｢

名
例
律

(

四
七
条
註)

に

｢

こ
こ
に
部
曲
と
あ
る

の
は
、
妻
も
同
じ
で
あ
る｣

と
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
部
曲
の
妻
で
あ
れ
ば
、

良
人
か
客
女
か
を
問
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

[

名
例
律
。
称
部
曲
者
。

妻
亦
同
。
此
即
部
曲
妻
。
不
限
良
人
及
客
女]｣

を
根
拠
と
し
て
、
仁
井
田

『

身
分
法
史』
九
二
四
頁
も

｢

部
曲
は
客
女

(

女
部
曲)

や
婢
の
み
な
ら
ず
、

良
人
の
女
を
も
娶
つ
て
妻
と
す
る
こ
と
が
で
き
る｣

と
す
る
。
し
か
し
、
戸

令
復
旧
三
九
条

(『
拾
遺』

二
五
八
頁
、『

拾
遺
補』

五
四
五
頁)

｢

工
戸
・

楽
戸
・
雑
戸
・
官
戸
は
、
す
べ
て
同
種
の
者
の
間
で
婚
姻
を
す
る

[

諸
工
楽

雑
戸
官
戸
、
皆
当
色
為
婚]｣
が
工
戸
・
楽
戸
・
雑
戸
・
官
戸
の
婚
姻
を
当

色
婚
と
し
、
戸
婚
律
四
三
条
が
良
人
と
雑
戸
・
官
戸
の
間
の
婚
姻
に
つ
い
て

処
罰
を
定
め
る
以
上
、
現
実
に
は
主
人
の
承
認
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
と

し
て
も
、
部
曲
が
良
人
の
女
性
を
妻
と
す
る
こ
と
が
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い

た
と
解
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。

(

�)

官
戸
が
流
罪
を
犯
し
た
場
合
、
流
刑
は
加
杖
二
百
に
換
え
て
執
行
さ
れ

る
。
名
例
律
四
七
条

｢

官
戸
・
部
曲
・
官
奴
婢
・
私
奴
婢
が
…
…
、
流
罪
・

徒
罪
を
犯
し
た
場
合
は
、
加
杖
を
執
行
し
て
居
作
は
免
除
す
る

[

諸
官
戸
部

曲
。
官
私
奴
婢
…
…
。
若
犯
流
徒
者
。
加
杖
免
居
作]｣

に
よ
る
と
、
官
戸

が
流
罪
・
徒
罪
を
犯
し
た
場
合
は
、
流
刑
・
徒
刑
を
加
杖
に
換
え
て
執
行
し
、

労
役
を
免
除
す
る
。
そ
の
打
数
は
、
名
例
律
二
七
条
の

｢

家
に
兼
丁
が
な
い

[

家
無
兼
丁]｣

、
す
な
わ
ち

｢

一
戸
の
う
ち
に
、
犯
人

(

男
女
を
問
わ
ず)

以
外
に
は
二
十
一
歳
以
上
五
十
九
歳
以
下
の
健
全
な
男
子
が
存
在
し
な
い｣

(『

訳
註
五』

一
五
八
頁)

場
合
と
同
様
に
、
徒
一
年
は
加
杖
一
百
二
十
、
徒

一
年
半
は
加
杖
一
百
四
十
、
徒
二
年
は
加
杖
一
百
六
十
、
徒
二
年
半
は
加
杖

一
百
八
十
、
徒
三
年
お
よ
び
流
刑
三
等
は
加
杖
二
百
と
さ
れ
る

(

名
例
律
四

七
条
疏

｢

徒
罪
を
犯
し
た
場
合
は
、
家
に
兼
丁
が
な
い
場
合
の
規
定
に
準
じ

て
加
杖
と
す
る
。
徒
一
年
は
加
杖
一
百
二
十
と
し
、
一
等
を
加
え
る
ご
と
に

二
十
を
加
え
、
徒
三
年
は
加
杖
二
百
と
す
る
。
犯
し
た
罪
に
よ
り
流
刑
三
等

に
あ
た
る
場
合
も
、
杖
二
百
を
上
限
と
す
る
。
加
杖
の
執
行
が
終
了
し
た
ら
、

所
属
官
署
ま
た
は
主
人
に
返
付
し
、
居
作
は
科
さ
な
い

[

犯
徒
者
。
准
無
兼

丁
例
加
杖
。
徒
一
年
加
杖
一
百
二
十
。
一
等
加
二
十
。
徒
三
年
加
杖
二
百
。

准
犯
三
流
。
亦
止
杖
二
百
。
決
訖
付
官
主
。
不
居
作]｣)

。
な
お
、
戴

『

各

論』

二
九
三
頁
上
段
を
参
照
。

(

�)
｢

疋｣

は
絹
織
物
の
単
位
。
唐
律
で
は
贓
物
な
ど
の
価
額
を
示
す
の
に

用
い
る
。『

訳
註
八』

一
五
三
頁
注
６
、｢

断
獄
律
訳
稿｣

四
七
頁
注

(

４)

参
照
。

(

�)

戴

『

各
論』

二
九
三
頁
上
段
は
、
官
戸
の
逃
走
を
故
意
に
見
逃
し
た
場

合
と
同
様
に
、
官
奴
婢
の
逃
走
を
故
意
に
見
逃
し
た
場
合
も
、｢

罪
人
に
因
っ

て
以
て
罪
を
致
す

(

名
例
律
三
八
条
第
五
段
参
照)

場
合
で
あ
る
の
で
、
徒

刑
・
流
刑
に
あ
た
る
と
き
は
、
加
杖
に
換
え
る

[

因
亦
係
因
罪
人
以
致
罪

(

参
閲
名
三
八
│
二
三�)

、
故
若
坐
徒
・
流
、
則
亦
得
易
以
加
杖]｣

と
す
る

が
、
疑
問
で
あ
る
。

(

�)

原
文

｢

入
己｣

を

『

訳
註
八』

二
三
六
頁
注
６
は

｢

自
己
の
所
有
或
い

は
支
配
下
に
お
く
こ
と｣

と
す
る
。
戴

『

各
論』

二
九
三
頁
上
段
は

｢

自
己

の
も
の
と
し
た
場
合
は
、
合
意
の
う
え
で
の
誘
拐
で
あ
り
、
窃
盗
を
以
て
論

ず
る

[

其
入
己
者
、
則
係
和
誘
、
以
窃
盗
論]｣

と
す
る
が
、
賊
盗
律
四
六

条

｢

奴
婢
を
略
取
し
た
者
は
、
強
盗
を
以
て
論
ず
る
。
合
意
の
う
え
で
誘
拐

し
た
者
は
、
窃
盗
を
以
て
論
ず
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
刑
の
上
限
は
流
三
千
里
と

す
る

[

諸
略
奴
婢
者
。
以
強
盗
論
。
和
誘
者
。
以
窃
盗
論
。
各
罪
止
流
三
千

里]｣

に
よ
り
、
刑
の
上
限
は
流
三
千
里
と
な
る
。

(
�)

原
文

｢

仍
令
備
償｣

を
曹

『

訳
注』

九
六
〇
頁
は

｢

な
お
官
奴
婢
・
私

奴
婢
の
逃
走
に
よ
り
損
失
し
た
代
価
を
す
べ
て
賠
償
さ
せ
る

[

仍
責
令
全
部

賠
償
官
有
・
私
有
奴
婢
所
逃�

損
失
的
価
銭]｣

と
訳
し
、
奴
婢
の
逃
走
に

よ
っ
て
生
じ
た
全
損
害
を
賠
償
す
べ
き
も
の
と
す
る
が
、
同
書
九
六
〇
頁
注
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釈

[

１]

が

｢

な
お
官
奴
婢
・
私
奴
婢
の
代
価
を
賠
償
さ
せ
る

[

仍
然
責
令

賠
償
官
・
私
奴
婢
的
身
価]｣

と
注
し
、
銭

『

新
注』

九
四
一
頁
〜
九
四
二

頁
が

｢

同
時
に
奴
婢
の
代
価
を
賠
償
さ
せ
る

[

同
時
勒
令
賠
償
奴
婢
身
価]｣

と
訳
す
よ
う
に
、
逃
走
し
た
奴
婢
の
価
額
の
み
を
賠
償
す
べ
き
も
の
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。

(

�)

戴

『
各
論』

二
九
三
頁
上
段
は

｢

こ
の
点
で
、
故
意
に
見
逃
し
た
場
合

と
は
異
な
る
。
故
意
の
見
逃
し
が
消
極
的
に
逃
走
す
る
に
ま
か
せ
る
も
の
で

あ
る
の
に
対
し
、
誘
導
は
積
極
的
に
手
引
き
を
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

ろ
う

[

此
点
、
与
故
縦
不
同
。
蓋
故
縦
係
消
極
任
其
逃
亡
、
誘
導
則
積
極
導

引
之
故]｣

と
述
べ
る
。

【
捕
亡
律
一
四
条
】
在
官
無
故
亡

[

原
文]

諸
在
官
無
故
亡
者
。
一
日
笞
五
十
。
三
日
加
一
等
。
過
杖
一
百
。
五

日
加
一
等
。
辺
要
之
官
。
加
一
等
。

疏
議
曰
。
在
官
。
謂
在
令
式
有
員
。
見
在
官
者
。
無
故
私
逃
者
。

一
日
笞
五
十
。
三
日
加
一
等
。
過
杖
一
百
。
五
日
加
一
等
。
五

十
六
日
流
三
千
里
。
辺
要
之
官
。
戸
部
式
。
霊
勝
等
五
十
九
州

為
辺
州
。
此
乃
居
辺
為
要
。
亡
者
。
加
罪
一
等
。
謂
品
官
以
上
。

一
日
杖
六
十
。
三
日
加
一
等
。

[

訓
読
文]

諸
て
官
に
在
り
て
、
故
な
く
亡に

げ
た
る
者
は
、
一
日
は
笞
五
十
、
三

日
ご
と
に
一
等
を
加
ふ
。
杖
一
百
を
過
ぐ
れ
ば
、
五
日
ご
と
に
一
等

を
加
ふ
。
辺
要
の
官
は
、
一
等
を
加
ふ
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

官
に
在
り
て｣

と
は
、
令
式
に
在

(

�)

り
て

員
あ
り
、
見
に
官
に
在
る
者
を
謂
ふ
。
故
な
く
私ひ

そ

か
に
逃
げ
た

る
者
は
、
一
日
は
笞
五
十
、
三
日
ご
と
に
一
等
を
加
ふ
。
杖
一

百
を
過
ぐ
れ
ば
、
五
日
ご
と
に
一
等
を
加
へ
、
五
十
六
日
は
流

三
千
里
た
り
。｢

辺
要
の
官｣

と
は
、
戸
部
式
に

｢

霊
勝
等
の

五
十
九
州
は
辺
州
と
為
す｣

と
。
此
れ
乃
す
な
は
ち
辺
に
居
り
要
た
り
。

亡
げ
た
る
者
は
、｢

罪
一
等
を
加
ふ｣

と
は
、
品
官
以
上
は
、

一
日
は
杖
六
十
、
三
日
ご
と
に
一
等
を
加
ふ
る
を
謂
ふ
。

[

校
注]

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
七
頁
は

｢

在｣

を
脱
す
る
。

[

訳
文]

官
職
の
在
任
中
に
理
由
な
く
逃
走
し
た
者
は
、(

逃
走
の
期
間
が)

一
日
に
達
す
れ
ば
笞
五
十
に
処
し
、
さ
ら
に
三
日
に
達
す
る
ご
と
に

一
等
を
加
え
た
刑
に
処
す
る
。(

処
す
べ
き
刑
が)

杖
一
百
に
達
し

て
か
ら
は
、
さ
ら
に
五
日
に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処

す
る
。
辺
境
の
要
地
の
官
員

(

�)(

が
理
由
な
く
逃
走
し
た
場
合)

は
、

一
等
を
加
え
た
刑
に
処
す
る
。

【
疏
文
】

｢
官
職
の
在
任
中
に｣

と
あ
る
の
は
、
令
・
式

(

�)

に
員
数
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が
規
定
さ
れ
た
官
職

(

�)

に
、
現
に
在
任
し
て
い
る
者
の
こ
と
を
い

う
。(

そ
の
者
が)

理
由
な
く
ひ
そ
か
に
逃
走
し
た
場
合
は
、

(
逃
走
の
期
間
が)

一
日
に
達
す
れ
ば
笞
五
十
に
処
し
、
さ
ら

に
三
日
に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
す
る
。(

処

す
べ
き
刑
が)

杖
一
百
に
達
し
て
か
ら
は
、
さ
ら
に
五
日
に
達

す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
し
、
五
十
六
日
に
達
す
れ

ば
流
三
千
里
に
処
す
る
。｢

辺
境
の
要
地
の
官
員｣

と
は
、
戸

部
式
に

｢

霊
州
・
勝
州

(
�)
な
ど
の
五
十
九
州
は
辺
州
と
す
る

(

�)｣

と

あ
る
。
こ
れ
が
つ
ま
り
辺
境
に
あ
る
要
地

(

�)

で
あ
る
。(

辺
境
の

要
地
の
官
員
が
理
由
な
く)
逃
走
し
た
場
合
は
、｢

一
等
を
加

え
た
刑
に
処
す
る｣

と
あ
る
の
は
、(
逃
走
し
た
官
員
が)

官

品
を
有
す
る
流
内
官

(

�)

で
あ
れ
ば
、(

逃
走
の
期
間
が)

一
日
に

達
す
れ
ば
杖
六
十
に
処
し
、
さ
ら
に
三
日
に
達
す
る
ご
と
に
一

等
を
加
え
た
刑
に
処
す
る
こ
と
を
い
う
。

[

訳
注]

(

�)

原
文

｢

辺
要
之
官｣

を
曹

『

訳
注』

九
六
一
頁
が

｢

辺
境
地
区
の
重
要

な
地
域
の
官
員

[

辺
区
重
要
地
方
的
官
員]｣

、
銭

『

新
注』

九
四
三
頁
が

｢

辺
境
の
緊
要
な
地
区
の
官
員

[

縁
辺
緊
要
地
区
的
官
員]｣

と
訳
す
の
に
従

う
。
た
だ
、『

唐
会
要』

巻
二
四
、
諸
侯
入
朝
、
開
元
一
八
年
一
一
月
勅
に

は

｢

霊
・
勝
・
涼
・
相
・
代
・
黔
・
�
・
豊
・�

・
朔
・
蔚
・�

・
檀
・
安

東
・
畳
・
廓
・
蘭
・�

・
甘
・
粛
・
瓜
・
沙
・
嵐
・
塩
・
翼
・
戎
・
愼
・
威
・

西
・
牢
・
当
・
郎
・
茂
・
驩
・
安
・
北
庭
・
単
于
・
会
・
河
・
岷
・
扶
・
拓
・

安
西
・
静
・
悉
・
姚
・
雅
・
播
・
容
・
燕
・
順
・
忻
・
平
・
霊
・
臨
・
薊
な

ど
の
五
十
九
州
は
辺
州
と
す
る
。
楊
・
益
・
幽
・�

・
荊
・
秦
・
夏
・�

・

�

・
広
・
桂
・
安
の
十
二
州
は
要
州
と
す
る
。
都
督
と
刺
史
は
、
い
ず
れ
も

朝
廷
に
参
集
す
る
必
要
は
な
い

[

霊
・
勝
・
涼
・
相
・
代
・
黔
・
�
・
豊
・

�

・
朔
・
蔚
・�

・
檀
・
安
東
・
畳
・
廓
・
蘭
・�

・
甘
・
粛
・
瓜
・
沙
・

嵐
・
塩
・
翼
・
戎
・
愼
・
威
・
西
・
牢
・
当
・
郎
・
茂
・
驩
・
安
・
北
庭
・

単
于
・
会
・
河
・
岷
・
扶
・
拓
・
安
西
・
静
・
悉
・
姚
・
雅
・
播
・
容
・
燕
・

順
・
忻
・
平
・
霊
・
臨
・
薊
等
五
十
九
州
、
為
辺
州
。
楊
・
益
・
幽
・�

・

荊
・
秦
・
夏
・�

・�

・
広
・
桂
・
安
十
二
州
、
為
要
州
。
都
督
刺
史
、
並

不
在
朝
集
之
例]｣

と
あ
る
か
ら
、｢

辺
州
の
官
員
と
要
州
の
官
員｣

と
解
す

る
可
能
性
も
あ
る
。

(

	)

劉

『

箋
解』

下
冊
一
九
九
三
頁
箋
釈

[

一]

は

｢

令
は
職
員
令
、
式
は

吏
部
式
で
あ
ろ
う

[

令
蓋
為
職
員
令
、
式
蓋
為
吏
部
式]｣

と
し
、
銭

『

新

注』

九
四
三
頁
注
釈
①
は
、
令
は
三
師
三
公
台
省
職
員
令
、
寺
監
職
員
令
、

衛
府
職
員
令
、
東
宮
王
府
職
員
令
、
州
県
鎮
戍
嶽�

関
津
職
員
令
、
内
外
命

婦
職
員
令
の
六
篇
、
式
は
吏
部
式
を
さ
す
も
の
と
す
る
が
、
武
官
を
含
め
て

考
え
れ
ば
、
式
は
吏
部
式
に
限
定
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

(

�)

原
文

｢

在
令
式
有
員｣

を

『

訳
註
八』

二
三
七
頁
注
１
は

｢

令
と
式
に

編
制
が
あ
る
こ
と｣

と
す
る
が
、
劉『

箋
解』

下
冊
一
九
九
三
頁
箋
釈[

一]

が

｢

令
・
式
が
規
定
す
る
員
数
内
に
あ
る
こ
と
を
さ
す

[

指
在
令
・
式
規
定

員
額
之
内]｣

と
し
、
曹

『

訳
注』

九
六
一
頁
が

｢

令
お
よ
び
式
に
官
員
の

名
額
が
あ
り

[

依
照
令
及
式
上
有
官
員
名
額]｣

、
銭

『

新
注』

九
四
三
頁
が

｢『

令』
『

式』

に
定
め
ら
れ
た
員
数
が
あ
り

[

按


令
�・

式
�
有
其
編
制

的
員
数]｣

と
訳
す
よ
う
に
、
具
体
的
に
員
数
が
規
定
さ
れ
た
官
職
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。

(

�)
劉

『
箋
解』

下
冊
一
九
九
三
頁
箋
釈

[

二]

は

｢

唐
の
霊
州
の
州
都
の

霊
武
は
現
在
の
寧
夏
回
族
自
治
区
霊
武
県
に
あ
り
、
勝
州
の
州
都
の
楡
林
は
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現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
ト
ク
ト
の
南
方
に
あ
る

[

唐
霊
州
治
霊
武
、
在

今
寧
夏
霊
武
県
、
勝
州
治
楡
林
、
在
今
内
蒙
托
克
托
南]｣

と
す
る
。

(
�)

こ
の
式
文
を
劉

『

箋
解』

下
冊
一
九
九
三
頁
箋
釈

[

二]

は

｢

こ
の
戸

部
式
の
文
は
す
で
に
亡
佚
し
て
い
る
が
、
大
唐
六
典
巻
三
戸
部
郎
中
員
外
郎

条
に
あ
る
類
似
の
内
容
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
式
文
で
あ
ろ
う

[

按
此
戸
部
式

文
已
佚
、
大
唐
六
典
巻
三
戸
部
郎
中
員
外
郎
条
有
類
似
之
内
容
、
疑
即
此
式

文]｣

と
し
、
銭

『
新
注』

九
四
三
頁
注
釈
②
と
同
様
に
、『

大
唐
六
典』

巻

三
、
尚
書
戸
部
、
戸
部
尚
書

｢

天
下
の
州
・
府
は
三
百
十
五
あ
り
、
羈
縻
の

州
は
お
よ
そ
八
百
あ
る
。
…
…
安
東
・
平
・
営
・
檀
・�

・
蔚
・
朔
・
忻
・

安
北
・
単
于
・
代
・
嵐
・
雲
・
勝
・
豊
・
塩
・
霊
・
会
・
涼
・
粛
・
甘
・
瓜
・

沙
・
伊
・
西
・
北
庭
・
安
西
・
河
・
蘭
・�

・
廓
・
畳
・�

・
岷
・
扶
・
柘
・

維
・
静
・
悉
・
翼
・
松
・
当
・
戎
・
茂
・
�
・
姚
・
播
・
黔
・
驩
・
容
の
各

州
は
辺
州
と
す
る

[

凡
天
下
之
州
府
三
百
一
十
有
五
、
而
羈
縻
之
州
蓋
八
百

焉
。
…
…
安
東
・
平
・
営
・
檀
・�

・
蔚
・
朔
・
忻
・
安
北
・
単
于
・
代
・

嵐
・
雲
・
勝
・
豊
・
塩
・
霊
・
会
・
涼
・
粛
・
甘
・
瓜
・
沙
・
伊
・
西
・
北

庭
・
安
西
・
河
・
蘭
・�

・
廓
・
畳
・�

・
岷
・
扶
・
柘
・
維
・
静
・
悉
・

翼
・
松
・
当
・
戎
・
茂
・
�
・
姚
・
播
・
黔
・
驩
・
容
、
為
辺
州]｣

を
引

用
す
る
。
し
か
し

『

大
唐
六
典』

に
記
さ
れ
た
辺
州
は
五
〇
州
で
、
疏
文
所

引
の
式
文
の
記
載
に
合
致
し
な
い
。
む
し
ろ

『

唐
会
要』

巻
二
四
、
諸
侯
入

朝
、
開
元
一
八
年
一
一
月
勅

(

本
条
訳
注

(

１)

所
引)

に
拠
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

(

�)

原
文｢

居
辺
為
要｣

を『

訳
註
八』

二
三
七
頁
は｢

辺
ニ
居
テ
要[

地]

タ
リ｣

と

｢

地｣

を
補
っ
て
訓
読
し
、
曹

『

訳
注』

九
六
一
頁
は

｢

辺
要
の

地
区
に
あ
る

[

居
於
辺
要
的
地
区]｣

、
銭

『

新
注』

九
四
三
頁
は

｢

辺
境
の

緊
要
の
場
所
に
属
す
る

[

属
縁
辺
的
緊
要
之
処]｣

と
訳
す
。

(

�)

原
文

｢

品
官
以
上｣

に
つ
い
て

『

訳
註
八』

二
三
七
頁
注
２
は

｢

品
官

は
流
内
官
の
官
品
を
有
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る｣

と
注
し
、
曹

『

訳

注』

九
六
一
頁
は

｢

品
級
官
階
以
上
を
有
す
る
人
員

[

有
品
級
官
階
以
上
人

員]｣

と
訳
す
。
銭

『

新
注』

九
四
三
頁
は

｢

階
品
を
有
す
る
官
員

[

有
階

品
的
官
員]｣

と
訳
し
、
同
書
九
四
三
頁
注
釈
③
は

｢

唐
代
の
品
官
は
流
内

九
品
三
十
階
を
中
心
と
す
る
品
級
の
体
系
で
あ
る

[

唐
代
品
官
是
以
流
内
九

品
三
十
階
為
中
心
的
品
級
体
系]｣

と
述
べ
る
。
唐
代
の
官
品
、
な
ら
び
に

流
内
官
と
流
外
官
の
違
い
に
つ
い
て
は
、『

訳
註
五』

五
六
頁
〜
五
七
頁
注

９
、
六
五
頁
〜
六
六
頁
注
５
を
参
照
。
な
お
、
本
条
が
対
象
と
す
る
官
員
は
、

辺
要
の
官
員
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
官
員
も
流
内
官
の
は
ず
で
あ
る
か
ら
、

疏
文
が
こ
こ
に
あ
え
て

｢

品
官
以
上｣

と
記
す
意
図
は
不
明
確
で
あ
る
。

【
捕
亡
律
一
五
条
】
被
囚
禁
拒
捍
走

[

問
答
一]

[

原
文]

諸
被
囚
禁
。
拒
捍
官
司
而
走
者
。
流
二
千
里
。
傷
人
者
。
加
役
流
。

殺
人
者
斬
。
従
者
絞
。
若
私
窃
逃
亡
。
以
徒
亡
論
。[

事
発
未
囚
而

亡
者
亦
同
。]

疏
議
曰
。
被
囚
禁
。
不
限
有
罪
無
罪
。
但
拠
状
応
禁
者
。
散
禁

亦
同
。
拒
捍
官
司
而
強
走
者
。
流
二
千
里
。
傷
人
者
。
謂
因
拒

捍
。
傷
主
司
及
捕
捉
之
人
者
。
加
役
流
。
殺
人
者
斬
。
従
者
絞
。

不
至
死
者
。
依
首
従
法
。
若
私
窃
逃
亡
。
謂
被
囚
禁
而
私
逃
者
。

従
上
条
。
流
徒
囚
役
限
内
而
亡
。
一
日
笞
四
十
。
三
日
加
一
等
。

過
杖
一
百
。
五
日
加
一
等
。
此
是
事
発
更
為
。
合
重
其
坐
。
註

云
。
事
発
未
囚
而
亡
者
亦
同

(

ａ)

。
謂
罪
人
事
発
被
追
。
拒
捍
官
司

逃
走
。
及
私
窃
逃
亡
。
亦
与
在
禁
逃
亡
罪
同
。
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問
曰
。
有
人
拠
状
。
不
合
禁
身
。
被
官
人
枉
禁
。
拒
捍
官
司
逃

走
。
合
得
何
罪
。

答
曰
。
本
罪
不
合
囚
禁
。
枉
被
官
人
禁
留
。
雖
即
逃
亡
。
不
合

与
囚
亡
之
罪
。
若
有
拒
捍
殺
傷
。
止
同
故
殺
傷
法
。
私
窃
逃
亡
。

同
在
家
逃
亡
之
罪
。
若
判
案
禁
者
。
雖
本
無
罪
。
亦
同
囚
例
。

[

校
注]

(

ａ)
『

訳
註
三』

八
一
九
頁
は

｢

而
亡
者
亦
同｣

を
脱
す
る
が
、
同
書
八
一

九
頁
唐
律
校
勘
１
所
載
の
諸
本
に
よ
り
補
う
。

[

訓
読
文]

諸
て
囚
禁
せ
ら
れ
、
官
司
に
拒
捍
し
て
走に

げ
た
る
者
は
、
流
二

(

�)

千
里
。

人
を
傷
つ
け
た
る
者
は
、
加
役
流
。
人
を
殺
し
た
る
者
は
斬
。
従
た

る
者
は
絞
。
若
し
私ひ

窃そ

か
に
逃
亡
し
た
れ
ば
、
徒
の
亡に

げ
た
る
を
以

て
論
ず

[

事
発
し
未
だ
囚
は
れ
ず
し
て
亡
げ
た
る
者
も
亦
た
同
じ]

。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

囚
禁
せ
ら
れ｣

と
は
、
有
罪
無
罪
を
限

ら
ず
、
但お

よ

そ
状
に
拠
り
応
に
禁
ぜ
ら
る
べ
き
者
な
り
。
散
禁
も

亦
た
同
じ
。
官
司
に
拒
捍
し
て
強
ひ
て
走
げ
た
る
者
は
、
流
二

(
�)

千
里
。｢

人
を
傷
つ
け
た
る
者｣

と
は
、
拒
捍
し
た
る
に
因
り
、

主
司
及
び
捕
捉
す
る
の
人
を
傷
つ
け
た
る
者
を
謂
ふ
。
加
役
流

た
り
。
人
を
殺
し
た
る
者
は
斬
。
従
た
る
者
は
絞
。
死
に
至
ら

ざ
る
者
は
、
首
従
の
法
に
依
る
。｢

若
し
私
窃
か
に
逃
亡
し
た

れ
ば｣

と
は
、
囚
禁
せ
ら
れ
て
私ひ
そ

か
に
逃
げ
た
る
者
を
謂
ふ
。

上
条
の

｢

流
徒
の
囚
、
役
限
の
内
に
て
亡
げ
た
る｣

に
従
ひ
、

一
日
は
笞
四
十
、
三
日
ご
と
に
一
等
を
加
ふ
。
杖
一
百
を
過
ぐ

れ
ば
、
五
日
ご
と
に
一
等
を
加
ふ
。
此
れ
是

(

�)

の
事
発
し
更
に
為

し
た
れ
ば
、
合
に
其
の
坐
を
重
ぬ
べ
し
。
註
に
云
ふ

｢

事
発
し

未
だ
囚
は
れ
ず
し
て
亡
げ
た
る
者
も
亦
た
同
じ｣

と
は
、
謂
ふ

こ
こ
ろ
、
罪
人
、
事
発
し
追
せ
ら
れ
、
官
司
に
拒
捍
し
逃
走
し
、

及
び
私
窃
か
に
逃
亡
し
た
る
も
、
亦
た
禁
に
在
り
て
逃
亡
し
た

る
の
罪
と
同
じ
。

問
ひ
て
曰
く
。
人
あ
り
、
状
に
拠
る
に
、
合
に
身
を
禁
ず
べ
か

ら
ざ
る
に
、
官
人
に
枉
げ
て
禁
ぜ
ら
れ
、
官
司
に
拒
捍
し
逃
走

す
。
合
に
何
の
罪
を
得
べ
き
や
。

答
へ
て
曰
く
。
本
罪
は
合
に
囚
禁
す
べ
か
ら
ざ
る
に
、
枉
げ
て

官
人
に
禁
留
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
即た

だ

ち
に
逃
亡
し
た
る
と
雖
も
、

合
に
囚
の
亡
げ
た
る
の
罪
を
与
ふ
べ
か
ら
ず
。
若
し
拒
捍
し
殺

傷
す
る
こ
と
あ
り
た
れ
ば
、
止
だ
故
殺
傷
の
法
に
同
じ
。
私
窃

か
に
逃
亡
し
た
れ
ば
、
家
に
在
り
て
逃
亡
し
た
る
の
罪
に
同
じ
。

若
し
判
案
し
禁
じ
た
る
者
は
、
本
と
罪
な
し
と
雖
も
、
亦
た
囚

の
例
に
同
じ
。

[

校
注]

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
七
頁
は

｢

流｣

と

｢

二｣

の
間
に

｢

罪｣

を
加
入
す
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る
。

(
�)

『

訳
註
八』

二
三
七
頁
は

｢

二｣

を

｢

三｣

と
す
る
。

(
�)

『

訳
註
八』

二
三
七
頁
は

｢

是｣

を
脱
す
る
。

[

訳
文]

拘
禁
さ
れ
、
官
員

(
�)
に
抵
抗
し
て
逃
走
し
た
者
は
、
流
二
千
里
に
処
す

る
。(

抵
抗
し
た
こ
と
に
よ
り)

人
を
傷
害
し
た
者
は
、
加
役
流
に

処
す
る
。(

抵
抗
し
た
こ
と
に
よ
り)

人
を
殺
し
た
者
は
斬
に
処
す

る
。(

人
を
殺
し
た
者
の)

従
犯
で
あ
る
者

(

�)

は
絞
に
処
す
る

(

�)

。
も
し

ひ
そ
か
に

(

�)

逃
走
し
た
者
は
、
徒
刑
の
受
刑
者
が
逃
走
し
た
規
定

(

捕

亡
律
九
条)

に
よ
り
処
断
す
る

[

犯
罪
が
発
覚
し
、
拘
禁
さ
れ
な
い

う
ち
に
逃
走
し
た
者
も
、
同
様
に
処
断
す
る]
。

【
疏
文
】

｢

拘
禁
さ
れ｣

と
は
、
有
罪
・
無
罪
を
問
わ
ず
、
何
ら

か
の

(

�)

事
由
に
よ
り

(

	)

拘
禁
す
べ
き
場
合
で
あ
る
。
拘
束
具
を
着
用

せ
ず
に
拘
禁
す
る
場
合

(


)

も
同
じ
で
あ
る
。
官
員
に
抵
抗
し
威
力

を
行
使
し
て

(

�)

逃
走
し
た
者
は
、
流
二
千
里
に
処
す
る
。｢
人
を

傷
害
し
た
者｣

と
あ
る
の
は
、
抵
抗
し
た
こ
と
に
よ
り
、
担
当

官
お
よ
び
逮
捕
者
を
傷
害
し
た
者
の
こ
と
を
い
う
。
加
役
流
に

処
す
る
。(

抵
抗
し
た
こ
と
に
よ
り)

人
を
殺
し
た
者
は
斬
に

処
す
る
。(

人
を
殺
し
た
者
の)

従
犯
で
あ
る
者
は
絞
に
処
す

る
。(

人
を
殺
し
た
者
が)

死
刑
を
科
す
べ
き
に
至
ら
な
い
場

合
は
、
首
犯
・
従
犯
の
規
定

(

名
例
律
四
二
条)

に
よ
っ
て
処

断
す
る
。｢

も
し
ひ
そ
か
に
逃
走
し
た｣

と
は
、
拘
禁
さ
れ
、

ひ
そ
か
に
逃
走
し
た
者
を
い
う
。
上
条

(

捕
亡
律
九
条)

の

｢

流
刑
・
徒
刑
の
受
刑
者
が
、
労
役
の
期
間
内
に
逃
走
し
た｣

規
定
に
よ
り
、(

逃
走
の
期
間
が)

一
日
に
達
す
れ
ば
笞
四
十

に
処
し
、
さ
ら
に
三
日
に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に

処
す
る
。(

処
す
べ
き
刑
が)

杖
一
百
に
達
し
て
か
ら
は
、
さ

ら
に
五
日
に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
す
る
。

(

本
条
の
逃
走
の
罪
は)

も
と
犯
し
た
罪
が
発
覚
し
た
あ
と
に

さ
ら
に
犯
し
た
罪
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
刑
は
併
科
す
べ
き

で
あ
る

(

�)

。
註
文
に

｢

犯
罪
が
発
覚
し
、
拘
禁
さ
れ
な
い
う
ち
に

逃
走
し
た
者
も
、
同
様
に
処
断
す
る｣

と
あ
る
の
は
、
罪
人
が
、

犯
罪
が
発
覚
し
て
追
跡
さ
れ
、
官
員
に
抵
抗
し
て

(

拘
禁
さ
れ

ず
に)

逃
走
し
、
お
よ
び

(

拘
禁
さ
れ
な
い
う
ち
に)

ひ
そ
か

に
逃
走
し
た
場
合
も
、
拘
禁
さ
れ
て
逃
走
し
た
場
合
と
同
様
に

処
断
す
る
こ
と
を
い
う
。

【
問
】
身
体
を
拘
禁
す
べ
き
で
な
い
事
由

(


)

の
あ
る
者
が
、
官
員
に

よ
り
法
に
反
し
て
拘
禁
さ
れ
、
官
員
に
抵
抗
し
て
逃
走
し
た
と

す
る
。
ど
の
よ
う
な
刑
に
処
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

【
答
】
も
と
犯
し
た
罪
に
よ
り
拘
禁
す
べ
き
で
な
い
の
に
、
法
に

反
し
て
官
員
に
よ
り
拘
禁
・
留
置
さ
れ
た
場
合
は
、
即
時
に

(

�)

逃
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走
し
た
と
し
て
も
、
拘
禁
さ
れ
た
者
が
逃
走
し
た
場
合
の
刑
に

処
す
べ
き
で
は
な
い
。
も
し

(

官
員
に)

抵
抗
し
て

(

人
を)

殺
傷
し
た
場
合
は
、
た
だ
故
殺
傷
の
規
定

(

闘
訟
律
五
条)

と

同
様
に
処
断
す
る
。
ひ
そ
か
に
逃
走
し
た
場
合
は
、
住
居
か
ら

逃
走
し
た
場
合

(

捕
亡
律
一
一
条)

と
同
様
に
処
断
す
る
。
も

し
判
案
に
も
と
づ
い
て
拘
禁
し
た
場
合

(

�)

は
、
も
と
も
と
罪
を
犯

し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
拘
禁
さ
れ
た
者

(

の
逃
走)

の
場
合

と
同
様
に
処
断
す
る
。

[

訳
注]

(

�)

原
文

｢

官
司｣

は
一
般
的
に
は
官
署
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
囚
人

を
拘
禁
す
る
官
署
の
官
員
を
さ
す
。

(

�)

原
文

｢

従
者｣

は
共
同
犯
罪
の
従
犯
。
共
犯
に
関
す
る
原
則
は
名
例
律

四
二
条

｢

共
同
し
て
罪
を
犯
し
た
者
は
、
造
意
し
た
者
を
首
犯
と
し

(

て
法

定
刑
に
処
し)

、
随
従
し
た
者
は

(

首
犯
に
科
す
べ
き
刑
か
ら)

一
等
を
減

じ
た
刑
に
処
す
る

[

諸
共
犯
罪
者
。
以
造
意
為
首
。
随
従
者
減
一
等]｣

に

規
定
さ
れ
る
。
造
意
は

｢

犯
罪
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
共
同
意
志
の
形
成
お

よ
び
持
続
の
上
に
最
も
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と｣

、
随
従
は
造
意
し

た
者
に

｢

ひ
き
ず
ら
れ
て
犯
罪
に
参
加
す
る
こ
と｣

を
い
い
、｢

共
犯
の
う

ち
最
も
主
導
的
で
あ
っ
た
一
人
が
造
意
と
さ
れ
、
他
は
す
べ
て
随
従
と
さ
れ

る｣
(『

訳
註
五』

二
五
一
頁
〜
二
五
二
頁)

。
曹

『

訳
注』

九
六
二
頁
が

｢

間
に
立
っ
て
幇
助
し
た
者

[

従
中
幇
助
的]｣

と
訳
す
の
は
か
な
り
狭
い
解

釈
で
あ
る
。

(

�)

名
例
律
四
二
条
の
従
犯
一
等
減
の
原
則
に
対
す
る
例
外
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
名
例
律
四
三
条

｢

強
盗
お
よ
び
強
姦
を
し
、
人
を
略
取
し
て
奴
婢
と
し
、

禁
域
に
侵
入
し
、
も
し
く
は
逃
走
し
、
お
よ
び
関
門
や
渡
し
場
、
垣
根
や
障

壁
を
ひ
そ
か
に
通
過
し
、
通
過
す
べ
き
で
な
い
箇
所
を
通
過
し
た
場
合
も
、

首
犯
・
従
犯
を
区
別
し
な
い

[

即
強
盗
及
姦
。
略
人
為
奴
婢
。
犯
闌
入
若
逃

亡
。
及
私
度
越
度
関
棧
垣
籬
者
、
亦
無
首
従]｣

は
、
逃
走
な
ど

｢｢

各
自
ニ

身
モ
テ
犯
ス｣

性
質
の
罪｣

は

｢

首
従
を
分
た
ず
共
犯
者
に
一
律
の
刑
を
科

す｣

も
の
と
す
る

(『

訳
註
五』

二
五
七
頁)

。
本
条
は
、
逃
走
に
際
し
て
官

員
に
抵
抗
し
、
傷
害
の
結
果
を
生
じ
た
場
合
に
は
名
例
律
四
三
条
に
よ
ら
ず

に
名
例
律
四
二
条
の
従
犯
一
等
減
の
原
則
に
還
る
こ
と
と
す
る
が
、
殺
害
の

結
果
を
生
じ
た
場
合
に
は
さ
ら
に
例
外
措
置
を
設
け
て
単
純
な
一
等
減
と
は

し
な
い
。
逃
走
の
際
の
抵
抗
に
よ
り
傷
害
の
結
果
を
生
じ
な
か
っ
た
場
合
に

つ
い
て
は
、
律
文
も
疏
文
も
明
確
に
し
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

『

訳
註
八』

二
三
八
頁
注
１
は

｢

こ
れ
は
従
犯
が
刑
一
等
を
減
ぜ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
名
43
第
三
項
に
依
れ
ば
、
逃
亡
罪
は
首
従
を
分
け
な
い
の
に
、
こ
こ

で
は
逃
亡
者
が
人
を
傷
つ
け
た
と
き
、
首
従
を
分
け
る
の
で
、
特
例
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
も
し
然
り
と
す
れ
ば
、
単
純
の
拒
捍
逃
亡
も
や
は
り
首
従
を

分
け
る
べ
き
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
科
刑
上
、
均
衡
を
失
す
る
。
何
と
な

れ
ば
、
単
純
の
拒
捍
逃
亡
に
し
て
、
も
し
首
従
を
分
け
な
い
と
す
れ
ば
、
流

二
千
里
で
あ
り
、
他
方
、
拒
捍
し
て
人
を
傷
つ
け
た
と
き
の
従
犯
は
加
役
流

か
ら
一
等
を
減
じ
て
徒
三
年
に
合ア
タ

る
か
ら
で
あ
る｣

と
述
べ
る
。
こ
れ
は
戴

『

各
論』

二
九
四
頁
上
段
に

｢

抵
抗
に
よ
り
人
を
傷
害
し
た
が
死
亡
さ
せ
る

に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
闘
訟
律
七
条
第
一
段
の
規
定
に
よ
り
、
共
犯
上

の
地
位
に
な
ぞ
ら
え
て
段
階
的
に
刑
を
減
軽
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
名
例
律
四

三
条
第
三
段
に
よ
れ
ば
、
逃
走
は
首
犯
・
従
犯
を
区
別
し
な
い
。
こ
の
疏
文

に
よ
り
、
人
を
傷
害
し
た
場
合
に
首
犯
・
従
犯
が
区
別
さ
れ
る
か
ら
に
は
、

単
純
に
抵
抗
し
た
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
人
を

傷
害
し
た
場
合
の
従
犯
は
、
徒
三
年
あ
る
い
は
徒
二
年
半
に
減
軽
さ
れ

(

名

例
律
五
六
条
第
二
段
参
照)

、
単
純
に
抵
抗
し
た
場
合
の
刑
よ
り
も
軽
く
な
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り
、
刑
が
公
平
性
を
失
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
共
謀
し
て
抵
抗
し

た
場
合
の
従
犯
も
、
一
等
を
減
ぜ
ら
れ
る

(

徒
三
年
と
な
る)

。
人
を
傷
害

し
た
場
合
の
従
犯
も
一
等
を
減
ぜ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り

(

こ
れ
も
徒
三
年
と

な
る)
、
単
純
に
抵
抗
し
た
場
合
の
従
犯
の
刑
よ
り
も
軽
く
は
な
ら
な
い
。

も
し
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
本
罪
の
処
罰
は
、
逃
走
の
罪
は
首
犯
・
従

犯
を
区
別
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
特
例
と
い
う
こ
と
に
な
る

[

因
拒
捍
而
傷

人
不
致
死
者
、
依
闘
七
│
一
之
例
、
視
共
犯
上
之
地
位
而
節
級
減
罪
。
惟
依

名
例

(

四
三
│
三)
、
逃
亡
不
分
首
従
。
今
依
此
疏
、
傷
人
者
既
分
首
従
、

則
単
純
拒
捍
者
亦
同
。
蓋
非
如
此
、
傷
人
時
之
従
犯
、
可
減
至
徒
三
年
或
二

年
半

(

参
閲
名
五
六
│
二)
、
比
単
純
拒
捍
之
刑
為
軽
、
其
刑
自
失
公
平
故

也
。
因
此
、
共
謀
拒
捍
之
従
犯
、
亦
減
一
等

(

徒
三
年)

。
其
傷
人
之
従
犯
、

亦
祇
減
一
等

(

亦
徒
三
年)

、
不
能
比
単
純
拒
捍
之
従
犯
之
刑
為
軽
。
若
作

如
上
解
釈
、
本
罪
之
処
罰
、
乃
逃
亡
罪
不
分
首
従
之
特
例]｣

と
あ
る
の
に

も
と
づ
く
が
、
戴

『

各
論』

が
傷
害
の
結
果
を
生
じ
た
場
合
の
従
犯
が
徒
二

年
半
に
減
軽
さ
れ
る
可
能
性
を
記
す
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。

(

�)

原
文

｢

窃｣

は
、
賊
盗
律
三
五
条
疏
に

｢

な
り
を
ひ
そ
め
顔
を
隠
し
て

[

潜
形
隠
面]｣

と
定
義
さ
れ
る
。｢

私
窃｣

｢

私｣

も
同
様
の
意
義
を
も
つ
。

(

�)

原
文

｢

但｣

を

『

訳
註
八』

二
三
七
頁
は

｢

但ワ
ズ

カ
ニ｣
と
訓
読
し
、
曹

『

訳
注』

九
六
一
頁
お
よ
び
銭

『

新
注』

九
四
四
頁
は

｢

た
だ

[
只]｣

と
訳

す
が
、
こ
こ
で
は

｢

…
…
で
あ
れ
ば
す
べ
て｣

と
い
う
意
味
合
い
を
も
つ
も

の
と
解
し
た
。

(

�)

原
文

｢

拠
状｣

を
曹

『

訳
注』

九
六
一
頁
は

｢

事
実
と
証
拠
に
も
と
づ

い
て

[

根
拠
事
実
証
拠]｣

、
銭

『

新
注』

九
四
四
頁
は

｢

犯
し
た
罪
の
情
状

に
も
と
づ
い
て

[

根
拠
所
犯
情
状]｣

と
訳
す
。
戴

『

各
論』

二
九
四
頁
上

段
が

｢

犯
罪
の
嫌
疑
が
あ
る
こ
と
を
い
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る

[

宜
解
為
有

犯
罪
嫌
疑
之
謂]｣

と
述
べ
る
の
は
、
名
例
律
一
八
条
疏

｢

状
と
あ
る
の
は
、

殺
人
な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て
、
確
証
を
得
た
こ
と
を
い
う

[

状
。
謂
殺
人
之

類
。
得
状
為
験]｣

が

｢

こ
れ
は
犯
罪
の
事
実
に
つ
い
て
す
で
に
証
拠
が
あ

る
こ
と
を
い
う

[

此
謂
犯
罪
事
実
已
有
証
拠]｣

こ
と
を
根
拠
と
す
る

(

載

『

各
論
』
二
九
四
頁
下
段

(

註
一))

。
し
か
し
、
獄
官
令
復
旧
二
三
条
・
復

原
三
五
条

(『

拾
遺』

七
七
六
頁
〜
七
七
七
頁
、『

拾
遺
補』

八
二
一
頁
、

『

校
証』

下
冊
六
四
六
頁
〜
六
四
七
頁)

に
は

｢

も
し
告
言
さ
れ
た
者
を
拘

禁
す
べ
き
で
あ
れ
ば
、
告
言
し
た
者
も
拘
禁
し
、
事
実
が
確
定
す
れ
ば
釈
放

す
る

[

�若
�
前
人
合
禁
、
告
人
亦
禁
、
辨
定
放
之]

(

�

�
内
は
復
原
三

五
条
に
よ
り
補
う)｣

と
あ
り
、
銭

『

新
注』

九
四
五
頁
注
釈
①
が
原
文

｢

不
限
有
罪
無
罪｣

に
つ
い
て

｢

拘
禁
さ
れ
る
者
に
は
、
罪
を
告
言
す
る

�状
に
も
と
づ
い
て
�
拘
禁
さ
れ
、
�無
罪
�
に
属
す
る
と
判
断
さ
れ
う
る
者

も
あ
る
。
こ
の
た
め
い
く
つ
か
の
案
件
で
は
、
告
人
お
よ
び
証
人
も
、
ま
え

も
っ
て
拘
禁
さ
れ
る
情
況
が
あ
る

[

被
囚
禁
者
、
依
所
告
罪

�按
状
�
而
禁
、

審
断
可
以
属

�無
罪
�
者
。
因
為
有
些
案
件
原
告
及
証
人
也
有
先
作
拘
禁
的

情
況]｣

と
注
す
る
よ
う
に
、
犯
罪
の
嫌
疑
の
あ
る
者
だ
け
が
拘
禁
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。

(

	)

原
文
は

｢

散
禁｣

。
曹

『

訳
注』

九
六
二
頁
注
釈[

１]

は

｢

拘
束
具
を

着
用
せ
ず
に
罪
人
を
拘
禁
す
る
こ
と
を
さ
す

[

指
不
施
械
具
来
囚
禁
罪
人]｣

、

銭

『

新
注』

九
四
五
頁
注
釈
①
は

｢

拘
束
具
を
着
用
せ
ず
に
拘
禁
す
る

[

不

戴
獄
具
而
囚
禁]｣

、
劉

『

箋
解』

下
冊
一
九
九
五
頁
箋
釈

[

一]

は

｢

拘
禁

は
す
る
が
枷
・�

・�

な
ど
の
拘
束
具
を
着
用
し
な
い
も
の
を
さ
す

[

指
拘

禁
但
不
帯
枷
・�

・�

等
獄
具]｣

と
す
る
。｢

杖
罪
の
囚
人
に
対
し
て
は

拘
束
具
を
付
け
ず
に
拘
禁
す
る｣

(『

訳
註
八』

二
五
二
頁
注
10)

の
に
加
え

て
、
被
害
者
の
近
隣
の
者
が
告
言
し
て
拘
禁
さ
れ
る
場
合
、
高
齢
者
・
年

少
者
・
障
碍
者
が
拘
禁
さ
れ
る
場
合
、
公
罪
と
さ
れ
る
徒
罪
を
犯
し
た
官
員

が
拘
禁
さ
れ
る
場
合
な
ど
も
散
禁
と
さ
れ
る

(

獄
官
令
復
旧
二
三
条
・
復
原

三
五
条
、
復
旧
二
八
条
・
復
原
四
二
条
、
復
旧
三
〇
条
・
復
原
四
五
条

(『

拾
遺』
七
七
六
頁
〜
七
七
七
頁
、
七
八
一
頁
、
七
八
三
頁
、『

拾
遺
補』
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八
二
一
頁
〜
八
二
二
頁
、『

校
証』

下
冊
六
四
六
頁
〜
六
四
七
頁))

。
な
お

公
罪
は
、
官
員
が
犯
す
罪
の
う
ち

｢

公
務
上
で
手
落
ち
が
あ
っ
て
法
に
照
ら

し
て
罪
と
な
る
け
れ
ど
も
、
悪
意
の
な
い
場
合
を
言
う｣

(『

訳
註
五』

一
〇

六
頁)
。

(

�)
原
文

｢

強｣

は
、
賊
盗
律
三
四
条
註
に

｢

威
迫
も
し
く
は
暴
力
を
行
使

し
て

[

以
威
若
力]｣

と
定
義
さ
れ
る
。
同
条
疏
に

｢

註
文
に

｢

威
迫
も
し

く
は
暴
力
を
行
使
す
る
こ
と
を
い
う｣

と
あ
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
威
迫
し

て
人
を
脅
し
た
が
暴
力
は
加
え
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
直
接
に
暴
力
を
加
え

た
が
威
迫
は
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る

[

註
云
。
謂
以
威
若
力
。
假
有
以
威

脅
人
。
不
加
兇
力
。
或
有
直
用
兇
力
。
不
作
威
脅]｣

と
あ
る
よ
う
に
、
威
・

力
相
い
俟
た
な
い
。
詳
し
く
は

『
訳
註
六』

三
〇
三
頁
〜
三
〇
四
頁
注
２
、

『

訳
註
七』

一
九
一
頁
〜
一
九
二
頁
注
１
・
注
２
を
参
照
。

(

�)

原
文

｢

事
発
更
為｣

に
つ
い
て

『
訳
註
八』

二
三
八
頁
注
２
は

｢

更
犯

は
名
29
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
、
即
ち
一
罪
已ス

デ

に
発
覚
し
、
な
お
徒
・
流
刑
の

服
役
中
、
更
に
他
罪
を
犯
す
こ
と
を
謂
う｣

、
銭

『
新
注』

九
四
五
頁
注
釈

④
は

｢

最
初
の
犯
罪
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
た
こ
と
が

�罪
の
発
覚
�
で
あ
り
、

拘
禁
さ
れ
た
あ
と
に
さ
ら
に

�ひ
そ
か
に
逃
走
し
た
�
こ
と
が

�さ
ら
に
犯

し
た
�
罪
に
属
す
る

[

因
最
初
的
犯
事
被
囚
禁
是

�事
発
�、
被
囚
禁
後
又

�私
窃
逃
亡
�、
就
属

�更
為
�
之
罪]｣

と
注
し
、
曹

『

訳
注』
九
六
二
頁

注
釈

[

３]

は
原
文

｢

合
重
其
坐｣

に
つ
い
て

｢

本
罪
と
逃
走
の
罪
と
の
併

科
を
さ
す

[

指
本
罪
与
逃
亡
罪
并
科]｣

と
す
る
。
な
お
、
戴

『

各
論』
二

九
四
頁
上
段
は

｢

本
罪
は
逃
走
の
罪
と
併
科
す
る
。
こ
の
点
は
、
上
文
の
官

員
に
抵
抗
し
て
逃
走
し
た
罪
も
同
じ
で
あ
る

[

其
本
罪
与
逃
亡
罪
併
科
。
此

点
、
上
文
甲
罪
名
亦
同]｣

と
し
て
、
抵
抗
し
て
逃
走
し
た
場
合
も
同
様
に

処
断
す
る
も
の
と
す
る
。

(

�)

原
文

｢

拠
状｣

に
つ
い
て

『

訳
註
八』

二
三
八
頁
注
３
は

｢

状
と
は
犯

罪
事
実
を
謂
う｣

と
注
し
、
銭

『

新
注』

九
四
四
頁
は

｢

犯
罪
の
情
状
に
よ

り

[

拠
所
犯
之
情
状]｣

と
訳
す
。
し
か
し
、
劉

『

箋
解』

下
冊
一
九
九
六

頁
が

｢

も
し
本
罪
が
拘
禁
す
べ
き
も
の
で
な
い
の
に
法
を
ま
げ
て
拘
禁
さ
れ

た
、
あ
る
い
は
無
罪
で
逮
捕
す
べ
き
も
の
で
な
い
の
に
法
を
枉
げ
て
逮
捕
さ

れ
た
場
合
は
、
即
時
に
逃
走
し
た
と
し
て
も
、
本
条
の
罪
と
す
る
こ
と
は
で

き
な
い

[

如
本
罪
不
合
囚
禁
而
枉
被
囚
禁
、
或
無
罪
不
合
追
捕
而
枉
被
追
捕
、

則
雖
即
逃
亡
、
亦
不
得
定
為
此
罪]｣

と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
拘
禁
さ
れ

た
者
は
罪
人
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
曹

『

訳
注』

九
六
二
頁
が

｢

何
ら
か
の

事
実
や
情
状
に
よ
り

[

根
拠
某
些
事
実
情
状]｣

と
訳
す
の
に
従
う
べ
き
で

あ
る
。

(

�)

原
文

｢

即｣

を

『

訳
註
八』

二
三
八
頁
は

｢

即タ
ト

ヘ｣

と
訓
読
す
る
が
、

曹

『

訳
注』

九
六
二
頁
が

｢

た
だ
ち
に

[

立
即]｣

、
銭

『

新
注』

九
四
四
頁

が

｢

す
ぐ
に

[

就]｣

と
訳
す
の
に
従
う
。

(

�)

原
文

｢

判
案
禁
者｣

は
長
官
の
裁
可
を
得
て
拘
禁
す
る
こ
と
。
曹

『

訳

注』

九
六
二
頁
は

｢(

拘
禁
の)

立
案
が
長
官
に
よ
る
決
裁
を
経
て
拘
禁
さ

れ

[

経
長
官
決
定
立
案
囚
禁]｣

と
訳
し
、
同
書
九
六
二
頁
注
釈

[

５]

は

｢(

拘
禁
の)

立
案
が
長
官
に
よ
る
同
判
を
経
て
拘
禁
さ
れ
た
も
の

[

経
長
官

同
判
、
立
案
囚
禁
的]｣

と
注
す
る
。
戴

『

各
論』

二
九
四
頁
上
段
は

｢

判

案
し
て
拘
禁
す
る
と
は
、
長
官
の
同
判
を
経
た
強
制
処
分
を
さ
す

[

判
案
而

禁
、
指
強
制
処
分
経
長
官
同
判]｣

と
述
べ
る
。｢

長
官
同
判｣

は
断
獄
律
八

条
疏
に
記
さ
れ
、｢

長
官
の
連
署｣

あ
る
い
は

｢

長
官
の
裁
可｣

と
訳
さ
れ

る

(『

訳
註
八』

二
七
九
頁
、
二
七
八
頁
注
２)

。
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【
捕
亡
律
一
六
条
】
主
守
不
覚
失
囚

《
第
一
段
》

[

原
文]

諸
主
守
不
覚
失
囚
者
。
減
囚
罪
二
等
。
若
囚

(

ａ)

拒
捍
而
走
者
。
又
減
二

等
。
皆
聴
一
百
日
追
捕
。
限
内
能
自
捕
得
。
及
他
人
捕
得
。
若
囚
已

死
及
自
首
。
除
其
罪
。
即
限
外
捕
得
。
及
囚
已
死
若
自
首
者
。
各
又

追
減
一
等
。

疏
議
曰
。
主
守
者
。
謂
専
当
守
囚
之
人
。
典
獄
之
類
。
不
覚
失

囚
者
。
減
囚
罪
二
等
。
假
失
死
囚
。
合
徒
三
年
之
類
。
若
囚
拒

捍
強
走
。
力
不
能
制
。
又
減
二
等
。
皆
聴
一
百
日
追
捕
。
限
内

能
自
捕
得
。
及
他
人
捕
得
者
。
不
限
親
疎
。
若
囚
已
死
。
及
自

帰
首
。
並
除
失
囚
之
罪
。
即
百
日
限
外
捕
得
。
及
囚
已
死
。
若

囚
自
首
。
各
又
追
減
失
囚
本
罪
一
等
。
称
追
減
者
。
謂
失
囚
之

罪
。
已
経
断
訖
者
。
仍
更
追
減
。
若
已
奏
決
者
。
不
在
追
減
之

例
。

[

校
注]

(

ａ)
『

訳
註
三』

八
一
九
頁
は

｢

囚｣

を

｢

因｣

に
作
る
が
、
同
書
八
二
一

頁
唐
律
校
勘
１
所
載
の
諸
本
に
よ
り
改
め
る
。

[

訓
読
文]

諸
て
主
守
、
囚
を
失
し
た
る
を
覚
ら
ざ
る
者
は
、
囚
の
罪
よ
り
二
等

を
減
ず
。
若
し
囚
、
拒
捍
し
て
走に

げ
た
る
者
は
、
又
た
二
等
を
減
ず
。

皆
な
一
百
日
追
捕
す
る
を
聴ゆ

る

し
、
限
内
に
能
く
自
ら
捕
得
し
、
及
び

他
人
捕
得
し
、
若
し
く
は
囚
已
に
死
し
及
び
自
首
し
た
れ
ば
、
其
の

罪
を
除
く
。
即も

し
限
外
に
捕
得
し
、
及
び
囚
已
に
死
し
若
し
く
は
自

首
し
た
る
者
は
、
各

お
の
お
の
又
た
一
等
を
追
減
す
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

主
守｣

な
る
者
は
、
専
ら
囚
を
守
す
る

に
当
る
の
人
、
典
獄
の
類
を
謂
ふ
。｢

囚
を
失
し
た
る
を
覚
ら

ざ
る
者
は
、
囚
の
罪
よ
り
二
等
を
減
ず｣

と
は
、
假
た
と
へ
ば
死
囚
を

失
し
た
れ
ば
、
合
に
徒
三

(

�)

年
た
る
べ
き
の
類
な
り
。
若
し
囚
、

拒
捍
し
強
ひ
て
走
げ
、
力

ち
か
ら
制
す
る
能
は
ざ
れ
ば
、
又
た
二
等
を

減
ず
。
皆
な
一
百
日
追
捕
す
る
を
聴
し
、
限
内
に
能
く
自
ら
捕

得
し
、
及
び
他
人
捕
得
し
た
る
者
は
、
親
疎
を
限
ら
ず
、
若
し

く
は
囚
已
に
死
し
、
及
び
自
ら
帰
首
し
た
れ
ば
、
並
び
に
囚
を

失
し
た
る
の
罪
を
除
く
。
即
し
百
日
の
限
外
に
捕
得
し
、
及
び

囚
已
に
死
し
、
若
し
く
は
囚
自
首
し
た
れ
ば
、
各
の
又
た
囚
を

失
し
た
る
の
本
罪
よ
り
一
等
を
追
減
す
。｢

追
減｣

と
称
す
る

者
は
、
囚
を
失
し
た
る
の
罪
、
已す

経で(

�)に
断
じ
訖
る
者
は
、
仍
ほ

更
に
追
減
す
る
を
謂
ふ
。
若
し
已
に
奏
決
し
た
る
者
は
、
追
減

す
る
の
例
に
在
ら
ず
。

[

校
注]

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
九
頁
は

｢

三｣

を

｢

二｣

と
す
る
。
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(

�)
『

訳
註
八』

二
三
九
頁
は

｢

経｣

を
脱
す
る
。

[

訳
文]

(

囚
人
の)
管
理
者
が
囚
人

(

�)

の
逃
走
に
気
づ
か
な
か
っ
た
場
合
は
、

囚
人
に
科
す
べ
き
刑

(

�)

か
ら
二
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る
。
も
し
囚
人

が
抵
抗
し
て
逃
走
し
た
場
合
は
、
さ
ら
に
二
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す

る
。
い
ず
れ
も
百
日
以
内
に
追
跡
・
逮
捕
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
期

限
内
に

(

管
理
者
が)

み
ず
か
ら
逮
捕
し
、
お
よ
び
他
人
が
逮
捕
し
、

も
し
く
は
囚
人
が
す
で
に
死
亡
し
、
お
よ
び

(

囚
人
が)

自
首
し
た

場
合
は
、
刑
を
免
除
す
る
。
も
し

(
百
日
の)

期
限
が
経
過
し
た
あ

と
に
逮
捕
し
、
お
よ
び
囚
人
が
す
で
に
死
亡
し
、
も
し
く
は
自
首
し

た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
さ
ら
に
一
等
を
追
減
す
る
。

【
疏
文
】

｢

管
理
者｣

と
あ
る
の
は
、
囚
人
の
管
理
を
専
門
と
す

る
者
で
、
典
獄

(

�)

な
ど
の
こ
と
を
い
う
。｢

囚
人
の
逃
走
に
気
づ

か
な
か
っ
た
場
合
は
、
囚
人
に
科
す
べ
き
刑
か
ら
二
等
を
減
じ

た
刑
に
処
す
る｣

と
は
、
た
と
え
ば
、
死
刑
を
科
す
べ
き
囚
人

が
逃
走
し
た
場
合
は
、(

管
理
者
は)

徒
三
年
に
処
す
べ
き
こ

と
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
囚
人
が
抵
抗
し
、
威
力
を
行
使

し
て
逃
走
し
、
制
圧
し
う
る
力
量
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
さ
ら

に
二
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る
。
い
ず
れ
も
百
日
以
内
に
追
跡
・

逮
捕
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
期
限
内
に

(

管
理
者
が)

み
ず
か

ら
逮
捕
し
、
お
よ
び
他
人
が
逮
捕
し
た
場
合

(

管
理
者
と

逮
捕
者
と
の)

親
族
関
係
の
親
疎
を
問
わ
な
い

、
も
し
く

は
囚
人
が
す
で
に
死
亡
し
、
お
よ
び

(

囚
人
が)

み
ず
か
ら
出

頭
し
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も
囚
人
の
逃
走
に
気
づ
か
な
か
っ
た

罪
の
刑
を
免
除
す
る
。
も
し
百
日
の
期
限
が
経
過
し
た
あ
と
に

逮
捕
し
、
お
よ
び
囚
人
が
す
で
に
死
亡
し
、
も
し
く
は
囚
人
が

自
首
し
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
囚
人
の
逃
走
に
気
づ
か
な
か
っ

た
罪
の
刑
か
ら
一
等
を
追
減
す
る
。
こ
こ
に

｢

追
減｣

と
あ
る

の
は
、
囚
人
の
逃
走
に
気
づ
か
な
か
っ
た
罪
が
、
す
で
に

(

尚

書
省
の)

処
断
を
終
え
た
場
合
も
、
な
お
、
さ
ら
に
追
減
す
る

こ
と
を
い
う
。
も
し
す
で
に
皇
帝
の
裁
断
に
よ
り
処
分
・
執
行

し
た
場
合
は
、
追
減
す
る
範
囲
か
ら
除
外
す
る
。

[

訳
注]

(

�)

こ
の

｢

囚
人｣

は
捕
亡
律
一
五
条
の
対
象
と
な
る
被
拘
禁
者
を
さ
す
。

(

�)

原
文

｢

囚
罪｣

は
、
そ
の
囚
人
が
拘
禁
さ
れ
る
理
由
と
な
っ
た
罪
を
さ

し
、
逃
走
の
罪
を
さ
さ
な
い
。

(

�)

典
獄
は

｢

都
督
府

(

諸
州
の
軍
事
を
掌
る
役
所)

・
州
・
県
等
に
置
か

れ
た
獄
を
掌
る
役
人｣

(｢

断
獄
律
訳
稿｣

二
〇
頁
〜
二
一
頁
注

(

２))

。
劉

『

箋
解』

下
冊
一
九
九
八
頁
箋
釈

[

一]

は

｢

唐
の
府
州
県
に
は
ひ
と
し
く

典
獄
を
置
き
、
獄
の
囚
人
の
管
理
を
専
門
の
職
掌
と
し
た

[

按
唐
之
府
州
県

均
置
有
典
獄
、
専
掌
獄
囚
之
事]｣

と
す
る
。『

大
唐
六
典』

巻
三
〇
、
三
府

督
護
州
県
官
吏
に
よ
れ
ば
、
京
兆
・
河
南
・
太
原
の
各
府
に
は
一
八
人
、
大

都
督
府
に
は
一
六
人
、
中
都
督
府
に
は
一
四
人
、
下
都
督
府
に
は
一
二
人
、
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上
州
に
は
一
四
人
、
中
州
に
は
一
二
人
、
下
州
に
は
八
人
、
万
年
・
長
安
・

河
南
・
洛
陽
・
奉
先
・
太
原
・
晋
陽
の
各
県
に
は
一
四
人
、
京
兆
・
河
南
・

太
原
の
各
府
下
の
県
お
よ
び
上
県
に
は
一
〇
人
、
中
県
に
は
八
人
、
中
下
県

と
下
県
に
は
六
人
の
典
獄
が
置
か
れ
た
。

《
第
二
段
》

[

原
文]

監
当
之
官
。
各
減
主
守
三
等
。
故
縦
者
。
不
給
捕
限
。
即
以
其
罪
罪

之
。
未
断
決
間
能
自
捕
得
。
及
他
人
捕
得
。
若
囚
已
死
及
自
首
。
各

減
一
等
。[

謂
此
篇
内
監
臨
主
司
応
坐
。
当
条
不
立
捕
訪
限
。
及
不

覚
故
縦
者
。
並
準
此
法
。]

疏
議
曰
。
監
当
之
官
。
謂
検
校
専
知
囚
者
。
即
当
直
官
人
在
直

時
。
其
判
官
準
令
合
還
。
而
失
囚
者
。
罪
在
当
直
之
官
。
各
減

主
守
三
等
。
謂
減
囚
罪
五
等
。
囚
若
拒
捍
而
走
。
得
減
囚
罪
七

等
之
類
。
故
縦
者
。
不
給
捕
限
。
謂
主
守
及
監
当
之
官
。
故
縦

囚
逃
亡
者
。
並
不
給
限
捕
訪
。
即
以
其
罪
罪
之
者
。
謂
縦
死
囚
。

得
死
罪
。
縦
流
徒
囚
。
得
流
徒
罪
之
類
。
未
断
決
間
。
謂
官
当

収
贖
者
未
断
。
死
及
笞
杖
者
未
決
。
能
自
捕
得
。
及
他
人
捕
得
。

若
囚
已
死
及
自
首
。
各
減
一
等
。

註
。
謂
此
篇
内
監
臨
主
司
応
坐
。
当
条
不
立
捕
訪
限
。
及
不
覚

故
縦
者
。
並
準
此
法
。

疏
議
曰
。
上
条
。
征
人
逃
亡
者
。
主
司
故
縦
。
与
同
罪
。
及
流

徒
囚
限
内
而
亡
。
監
当
官
司
不
立
捕
限
。
及
不
覚
故
縦
。
如
此

之
類
。
並
準
此
条
為
法
。

〔
訓
読
文]

監
当
の
官
は
、
各
の
主
守
よ
り
三
等
を
減
ず
。
故
縦
し
た
る
者
は
、

捕
限
を
給
せ
ず
、
即た

だ

ち
に
其
の
罪
を
以
て
之
を
罪
す
。
未
だ
断
決
せ

ざ
る
間
に
能
く
自
ら
捕
得
し
、
及
び
他
人
捕
得
し
、
若
し
く
は
囚
已

に
死
し
及
び
自
首
し
た
れ
ば
、
各
の
一
等
を
減
ず

[

謂

(

�)

ふ
こ
こ
ろ
、

此
の
篇
内
、
監
臨
主
司
の
応
に
坐
す
べ
き
に
、
当
条
に
捕
訪
の
限
、

及
び
不
覚
故
縦
を
立
て
ざ
る
者
は
、
並
び
に
此
の
法
に
準
ず]

。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

監
当
の
官｣

と
は
、
専
ら
囚
を
知
す
る

者
を
検
校
す
る

(

�)

を
謂
ふ
。
即
し
当
直
の
官
人
、
直
に
在
り
た
る

時
は
、
其
の
判
官
は
令
に
準
じ
合
に
還
る
べ
し
。
而
し
て
囚
を

失
し
た
る
者
は
、
罪
は
当
直
の
官
に
在

(

�)

り
。｢

各
の
主
守
よ
り

三
等
を
減
ず｣

と
は
、
囚
の
罪
よ
り
五

(

�)

等
を
減
じ
、
囚
若
し
拒

捍
し
て
走
げ
た
れ
ば
、
囚
の
罪
よ
り
七
等
を
減
ず
る
を
得

(

�)

る
の

類
を
謂
ふ
。｢

故
縦
し
た
る
者
は
、
捕
限
を
給
せ
ず｣

と
は
、

主
守
及
び
監
当
の
官
、
囚
の
逃
亡
す
る
を
故
縦
し
た
る
者
は
、

並
び
に
限
を
給
し
捕
訪
せ
し
め
ざ
る
を
謂
ふ
。｢

即
ち
に
其
の

罪
を
以
て
之
を
罪
す｣

な
る
者
は
、
死
囚
を
縦
し
た
れ
ば
、
死
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罪
を
得
、
流
徒
の
囚
を
縦
し
た
れ
ば
、
流
徒
の
罪
を
得
る
の
類

を
謂
ふ
。｢

未
だ
断
決
せ
ざ
る
間｣

と
は
、
官
当
収
贖
の
者
は

未
だ
断
ぜ
ず
、
死
及
び
笞
杖
の
者
は
未
だ
決
せ
ざ
る
を
謂
ふ
。

能
く
自
ら
捕
得
し
、
及
び
他
人
捕
得
し
、
若
し
く
は
囚
已
に
死

し
及
び
自
首
し
た
れ
ば
、
各
の
一
等
を
減
ず
。

註
。
謂
ふ
こ
こ
ろ
、
此
の
篇
内
、
監
臨
主
司
の
応
に
坐
す
べ
き

に
、
当
条
に
捕
訪
の
限
、
及
び
不
覚
故
縦
を
立
て
ざ
る
者
は
、

並
び
に
此
の
法
に
準
ず
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。
上
条
、
征
人
の
逃
亡
し
た
る
者
は
、
主
司
、

故
縦
し
た
れ
ば
、
与
に
罪
を
同
じ
く
し
、
及
び
流
徒
の
囚
、
限

の
内
に
て
亡に

げ
た
る
は
、
監
当
の
官
司
は
捕
限
、
及
び
不
覚
故

縦
を
立
て
ず
。
此
の
如
き
の
類
は
、
並
び
に
此
の
条
に
準
じ
法

と
為
す
。

[

校
注]

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
九
頁
は

｢

謂｣

を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
九
頁
は

｢

者｣

を
重
ね
て

｢

専
ラ
囚
ヲ
知オ

サ

メ
ル
者
ヲ

検
校
ス
ル
者｣

と
訓
読
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
九
頁
は

｢

在｣

を

｢

有｣

と
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
九
頁
は

｢

五｣

を

｢

三｣

と
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
三
九
頁
は

｢

得｣

を
脱
す
る
。

[

訳
文]

監
督
官

(

が
囚
人
の
逃
走
に
気
づ
か
な
か
っ
た
な
ど
の
場
合)

は
、

そ
れ
ぞ
れ
管
理
者
の

(

科
せ
ら
れ
る
べ
き)

刑
か
ら
三
等
を
減
じ
た

刑
に
処
す
る
。(

管
理
者
・
監
督
官
が
囚
人
の
逃
走
を)

故
意
に
見

逃
し
た
場
合
は
、
逮
捕
の
期
限
を
設
け
ず
、
た
だ
ち
に
、
囚
人
に
科

す
べ
き
刑
に
処
す
る
。
処
分
・
執
行
が
な
さ
れ
な
い
う
ち
に

(

�)(

管
理

者
・
監
督
官
が)

み
ず
か
ら

(

囚
人
を)

逮
捕
し
、
お
よ
び
他
人
が

逮
捕
し
、
も
し
く
は
囚
人
が
す
で
に
死
亡
し
、
お
よ
び

(

囚
人
が)

自
首
し
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る

[

こ
の

篇
目

(

捕
亡
律)

で
は
、
監
督
官
・
担
当
官
を
処
罰
す
べ
き
で
あ
っ

て
、
当
該
律
条
が
逮
捕
・
捜
索
の
期
限

(

の
規
定)

、
お
よ
び

(

逃

走
に)

気
づ
か
な
か
っ
た
と
き

(

の
規
定)

、(

逃
走
を)

故
意
に
見

逃
し
た
と
き

(

の
規
定)

を
定
め
な
い
場
合
は
、
い
ず
れ
も
本
条
の

規
定
に
準
じ
て
処
断
す
る
こ
と
を
い
う]

。

【
疏
文
】

｢

監
督
官｣

と
あ
る
の
は
、
囚
人
の
管
理
を
専
門
に
す

る
者
を
監
督

(

�)

す
る
者
の
こ
と
を
い
う
。
も
し
当
直

(

	)

の
官
員
が
そ

の
任
務
に
あ
る
期
間
は
、
そ
の
判
官

(


)

は
令

(

�)(

公
式
令
復
旧
補
一

三
条)

に
準
じ
て
退
勤
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
期
間
内
に
囚
人

が
逃
走
し
た
場
合
は
、
当
直
の
官
員
を
罪
と
す
る
。｢

そ
れ
ぞ

れ
管
理
者
の
刑
か
ら
三
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る｣

と
あ
る
の

は
、(
囚
人
が
ひ
そ
か
に
逃
走
し
た
場
合
は)

囚
人
に
科
す
べ
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き
刑
か
ら
五
等
を
減
じ
た
刑
に
処
し
、
囚
人
が
も
し
抵
抗
し
て

逃
走
し
た
場
合
は
囚
人
に
科
す
べ
き
刑
か
ら
七
等
を
減
じ
た
刑

に
処
す
る
な
ど
の
こ
と
を
い
う
。｢

故
意
に
見
逃
し
た
場
合
は
、

逮
捕
の
期
限
を
設
け
ず｣

と
あ
る
の
は
、
管
理
者
お
よ
び
監
督

官
が
、
囚
人
の
逃
走
を
故
意
に
見
逃
し
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も

期
限
を
設
け
て
逮
捕
・
捜
索
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
い
う
。

｢

た
だ
ち
に
、
囚
人
に
科
す
べ
き
刑
に
処
す
る｣

と
あ
る
の
は
、

死
刑
を
科
す
べ
き
囚
人

(
の
逃
走)

を
見
逃
し
た
場
合
は
死
刑

に
処
し
、
流
刑
・
徒
刑
を
科
す
べ
き
囚
人

(

の
逃
走)

を
見
逃

し
た
場
合
は
流
刑
・
徒
刑
に
処
す
る
な
ど
の
こ
と
を
い
う
。

｢

処
分
・
執
行
が
な
さ
れ
な
い
う
ち
に｣
と
あ
る
の
は
、
官
当

(

�)

の

処
分
や
贖
銅
の
徴
収
が
な
さ
れ
ず
、
死
刑
お
よ
び
笞
刑
・
杖
刑

が
執
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。(

そ
の
間
に)

み
ず
か

ら

(

囚
人
を)

逮
捕
し
、
お
よ
び
他
人
が
逮
捕
し
、
も
し
く
は

囚
人
が
す
で
に
死
亡
し
、
お
よ
び

(

囚
人
が)

自
首
し
た
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る
。

【
註
文
】
こ
の
篇
目
で
は
、
監
督
官
・
担
当
官
を
処
罰
す
べ
き
で

あ
っ
て
、
当
該
律
条
が
逮
捕
・
捜
索
の
期
限
、
お
よ
び
気
づ
か

な
か
っ
た
と
き
、
故
意
に
見
逃
し
た
と
き
を
定
め
な
い
場
合
は
、

い
ず
れ
も
本
条
の
規
定
に
準
じ
て
処
断
す
る
こ
と
を
い
う
。

【
疏
文
】
上
条

(

捕
亡
律
七
条)

の
、
出
征
者
が
逃
走
し
た
場
合
、

担
当
官
が

(

逃
走
を)

故
意
に
見
逃
し
た
の
で
あ
れ
ば
、(

逃

走
者
と)

同
じ
刑
に
処
す
る
規
定
、
お
よ
び(

捕
亡
律
九
条
の)

流
刑
・
徒
刑
の
受
刑
者
が

(

労
役
の)

期
間
内
に
逃
走
し
た
場

合
の
規
定
は
、
監
督
官
に
つ
い
て
は
逮
捕
の
期
限

(

の
規
定)

、

お
よ
び

(

逃
走
に)

気
づ
か
な
か
っ
た
と
き

(

の
規
定)

、(

逃

走
を)

故
意
に
見
逃
し
た
と
き

(

の
規
定)

を
定
め
な
い
。
こ

の
こ
と
の
よ
う
な
場
合
は
、
い
ず
れ
も
本
条
の
規
定
を
準
則
と

し
て
処
断
す
る
。

[

訳
注]

(

�)

捕
亡
律
一
条
第
三
段
と
同
様
に
、
尚
書
省
の
処
断
が
な
さ
れ
て
か
ら
、

皇
帝
の
裁
断
が
下
る
ま
で
の
間
を
さ
す

(

本
訳
稿

(

上)

一
一
頁
下
段
〜
一

二
頁
上
段
捕
亡
律
一
条
訳
注

(

23)

参
照)

。

(

�)

原
文

｢

検
校｣

を

『

訳
註
七』

三
九
一
頁
注
６
は

｢

書
面
の
点
検
の
こ

と｣

と
す
る
が
、『

訳
註
六』

三
二
三
頁
注
９
が

｢

実
際
に
あ
る
事
を
実
行

す
る
任
に
あ
る
と
い
う
意
味
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
す
る
よ
う

に
、
よ
り
広
く

｢

職
務
の
執
行｣

を
意
味
す
る
語
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(

�)

当
直
は

｢

正
規
の
執
務
時
間
外
に
保
安
お
よ
び
緊
急
用
務
に
備
え
て
居

残
る
当
番
を
言
う｣

(『

訳
註
五』

九
五
頁
注
６)

。
戴

『

各
論』

二
九
五
頁

上
段
は

｢

当
直
官
は
、
週
番
の
官
員
と
解
す
べ
き
で
あ
る

[

当
直
官
、
宜
解

為
値
星
官]｣

と
記
す
が
、
公
式
令
復
旧
補
一
三
条(『

拾
遺
補』

七
四
二
頁)

｢
内
外
の
官
員
は
、
日
の
出
に
職
務
に
就
き
、
正
午
に
退
勤
す
る
。(

正
午
を

過
ぎ
て)

職
務
が
あ
れ
ば
、
当
直
の
官
員
が
担
当
す
る
。
職
務
が
繁
忙
で
あ

れ
ば
、
こ
の
限
り
で
な
い

[

凡
内
外
官
日
出
視
事
、
午
而
退
、
有
事
則
直
官

省
之
、
務
繁
、
不
在
此
例]｣

に
よ
れ
ば
、
当
直
官
の
在
勤
時
間
は
執
務
終
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了
時
の
正
午
か
ら
翌
日
の
執
務
開
始
時
の
日
の
出
ま
で
で
あ
る
。

(
�)

判
官
は

｢

主
典
の
準
備
、
判
官
の
判
断
、
通
判
官
・
長
官
の
加
判
、
検

勾
官
の
形
式
的
確
認｣

(『

訳
註
五』

二
四
三
頁)

と
い
う
官
署
の
事
務
分
掌

体
制
に
お
い
て
、｢

自
己
の
担
当
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
特
定
の
案
件
に

つ
い
て
判
断
を
下
す
官
の
総
称｣

(『

訳
註
八』

三
一
七
頁
注
１)

。
こ
こ
で

は
監
督
官

(
原
文

｢

監
当
之
官｣)

そ
の
も
の
を
さ
す
。

(

�)

劉

『

箋
解』
下
冊
一
九
九
九
頁
箋
釈

[

四]

は

｢

こ
の
令
は
公
式
令
で

あ
ろ
う
。
唐
に
は
内
外
の
官
員
が
交
替
で
宿
直
す
る
制
度
が
あ
っ
た
の
で
、

当
直
の
官
員
が
当
直
し
て
い
る
と
き
は
、
判
官
は
帰
宅
し
て
休
息
で
き
た

[

按
此
令
蓋
為
公
式
令
。
唐
有
内
外
官
人
分
番
宿
直
之
制
、
故
直
官
在
直
時
、

判
官
得
還
家
休
息]｣

と
記
し
、
銭

『

新
注』

九
四
七
頁
注
釈
④
は

｢

令
は
、

『

公
式
令』

を
さ
す
。
出
勤
し
て
事
務
を
処
理
し
、
退
勤
し
て
帰
宅
す
る
制

度
は

『

公
式
令』

に
あ
る

[

令
、
当
指

�公
式
令
�。
上
班
理
事
与
下
班
回

家
之
制
度
当
在

�公
式
令
�]｣

と
し
て
、『
大
唐
六
典』

巻
一
、
三
師
三
公

尚
書
都
省
、
尚
書
都
省

｢

内
外
の
官
員
は
、
日
の
出
に
職
務
に
就
き
、
正
午

に
退
勤
す
る
。(

正
午
を
過
ぎ
て)

職
務
が
あ
れ
ば
、
当
直
の
官
員
が
担
当

す
る
。
職
務
が
繁
忙
で
あ
れ
ば
、
こ
の
限
り
で
な
い

[
凡
内
外
百
僚
日
出
而

視
事
、
既
午
而
退
。
有
事
則
直
官
省
之
。
其
務
繁
、
不
在
此
例]｣

を
掲
げ

る
。
こ
の

『

大
唐
六
典』

の
記
事
な
ら
び
に

『

唐
会
要』

巻
八
二
、
当
直
、

故
事

｢

内
外
の
官
員
は
、
日
の
出
に
職
務
に
就
き
、
正
午
に
退
勤
す
る
。

(

正
午
を
過
ぎ
て)

職
務
が
あ
れ
ば
、
当
直
の
官
員
が
担
当
す
る
。
職
務
が

繁
忙
で
あ
れ
ば
、
こ
の
限
り
で
な
い

[

凡
内
外
官
日
出
視
事
、
午
而
退
。
有

事
則
直
官
省
之
。
務
繁
者
、
不
在
此
限]｣

を
典
拠
と
し
て
、『

拾
遺
補』

七

四
二
頁
は
公
式
令
復
旧
補
一
三
条

(

本
条
訳
注

(

６)

所
引)

を
復
元
す
る
。

(

�)

官
当
は

｢

官
人
が
流
・
徒
に
当
る
罪
を
犯
し
た
と
き
、
…
…
官
を
削

る
こ
と
を
も
っ
て
流
・
徒
の
実
刑
に
代
替
す
る
制
度｣

(『

訳
註
五』

一
〇
六

頁)

。

【
捕
亡
律
一
七
条
】
容
止
他
界
逃
亡

《
第
一
段
》

[

原
文]

諸
部
内
容
止
他
界
逃
亡
浮
浪
者
一
人
。
里
正
笞
四
十
。[

謂
経
十
五

日
以
上
者
。
坊
正
村
正
。
同
里
正
之
罪
。
若
将
家
口
逃
亡
浮
浪
者
。

一
戸
同
一
人
為
罪
。]

四
人
加
一
等
。
県
内
。
五
人
笞
四
十
。
十
人

加
一
等
。
州
随
所
管
県
。
通
計
為
罪
。[

皆
以
長
官
為
首
。
佐
職
為

従
。]

各
罪
止
徒
二
年
。
其
官
戸
部
曲
奴
婢
亦
同
。

疏
議
曰
。
部
内
。
謂
部
界
之
内
。
容
止
他
界
逃
亡
浮
浪
者
一
人
。

里
正
笞
四
十
。
謂
容
止
経
十
五
日
以
上
。
始
科
里
正
之
罪
。
坊

正
村
正
部
内
容
止
逃
亡
。
亦
同
里
正
之
罪
。
若
将
家
口
逃
亡
浮

浪
者
。
家
口
不
限
多
少
。
一
戸
同
一
人
為
罪
。
四
人
加
一
等
。

即
五
人
逃
亡
。
及
以
浮
浪
。
笞
五
十
。
二
十
五
人
杖
一
百
。
三

十
七
人
徒
二
年
。
県
内
五
人
笞
四
十
。
十
人
加
一
等
。
九
十
五

人
合
徒
二
年
。
州
随
所
管
県
。
通
計
為
罪
。
謂
州
管
二
県
者
。

十
人
笞
四
十
。
一
百
九
十
人
徒
二
年
。
管
県
更
多
。
準
此
通
計

為
坐
。
皆
以
長
官
為
首
。
佐
職
為
従
。
既
無
以
下
之
文
。
即
明

不
及
主
典
。
各
罪
止
徒
二
年
。
其
容
止
官
戸
部
曲
奴
婢
。
亦
同

良
人
之
法
。
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[

訓
読
文]

諸
て
部
内
に
他
界
よ
り
逃
亡
浮
浪
し
た
る
を
容
止
し
た
る
者
は
、
一

人
は
、
里
正
は
笞
四
十

[

十
五
日
以
上
を
経
た
る
者
を
謂
ふ
。
坊
正

村
正
は
、
里
正
の
罪
に
同
じ
。
若
し
家
口
を
将ひ

き

ゐ
逃
亡
浮
浪
し
た
る

者
は
、
一
戸
は
一
人
に
同
じ
く
し
罪
と
為
す]

、
四
人
ご
と
に
一
等

を
加
ふ
。
県
内
は
、
五
人
は
笞
四
十
、
十
人
ご
と
に
一
等
を
加
ふ
。

州
は
管
す
る
所
の
県
に
随
ひ
、
通
計
し
罪
と
為
す

[

皆
な
長
官
を
以

て
首
と
為
し
、
佐
職
は
従
と
為
す]

。
各
お
の
お
の
罪
は
徒
二
年
に
止
む
。

其
れ
官
戸
部
曲
奴
婢
も
亦
た
同
じ
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

部
内｣
と
は
、
部
界
の
内
を
謂
ふ
。｢

他

界
よ
り
逃
亡
浮
浪
し
た
る
を
容
止
し
た
る
者
は
、
一
人
は
、
里

正
は
笞
四
十｣

と
は
、
容
止
す
る
こ
と
十
五
日
以
上
を
経
た
れ

ば
、
始
め
て
里
正
の
罪
を
科
す
る
を
謂
ふ
。
坊
正
村
正
も
、
部

内
に
逃
亡
し
た
る
を
容
止
し
た
れ
ば
、
亦
た
里
正
の
罪
に
同
じ
。

若
し
家
口
を
将
ゐ
逃
亡
浮
浪
し
た
る
者
は
、
家
口
は
多
少
を
限

ら
ず
、
一
戸
は
一
人
に
同
じ
く
し
罪
と
為
す
。｢

四
人
ご
と
に

一
等
を
加
ふ｣

と
は
、
即も

し
五
人
逃
亡
し
、
及
び
以

(

�)

て
浮
浪
し

た
れ
ば
笞
五
十
、
二
十
五
人
は
杖
一
百
、
三
十
七
人
は
徒
二
年

た
り
。
県
内
は
、
五
人
は
笞
四
十
、
十
人
ご
と
に
一
等
を
加
へ
、

九
十
五
人
は
合
に
徒
二
年
た
る
べ
し
。｢

州
は
管
す
る
所
の
県

に
随
ひ
、
通
計
し
罪
と
為
す｣

と
は
、
謂
ふ
こ
こ
ろ
、
州
の
二

県
を
管
す
る
者
は
、
十
人
は
笞
四
十
、
一
百
九
十
人
は
徒
二
年
、

管
す
る
県
更
に
多
け
れ
ば
、
此
に
準
じ
通
計
し
坐
と
為
す
な
り
。

皆
な
長
官
を
以

(

�)

て
首
と
為
し
、
佐
職
は
従
と
為
す
。
既
に

｢

以

下｣

の
文
な
け
れ
ば
、
即
ち
明
ら
け
し
、
主
典
に
及
ば
ざ
る
は
。

各
の
罪
は
徒
二
年
に
止
む
。
其
れ
官
戸
部
曲
奴
婢
を
容
止
し
た

る
も
、
亦
た
良
人
の
法
に
同
じ

(

�)

。

[

校
注]

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
一
頁
は

｢

以｣

を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
一
頁
は

｢

以｣

を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
一
頁
は

｢

其
容
止
官
戸
部
曲
奴
婢
亦
同
良
人
之
法｣

を
脱
す
る
。

[

訳
文]

管
轄
地
域
内

(

�)

に
、
管
轄
地
域
外
か
ら
逃
走
・
浮
浪
し
て
き
た
者
の
滞

在
を
容
認
し
た

(

�)

場
合
は
、(

滞
在
者
が)

一
人
で
あ
れ
ば
、
里
正
は

笞
四
十
に
処
し

[(

滞
在
を
容
認
し
た
期
間
が)

十
五
日
に
達
し
た

場
合
を
い
う
。
坊
正
・
村
正
は
、
里
正
と
同
じ
刑
に
処
す
る
。
も
し

家
族
を
引
き
連
れ
て
逃
走
・
浮
浪
し
て
き
た
者

(

の
滞
在
を
容
認
し

た
場
合)

は
、
一
戸
を
一
人
と
み
な
し
て
処
断
す
る]

、
さ
ら
に
四

人
に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
す
る
。
県
内
に
つ
い
て

は
、
五
人
に
達
す
れ
ば
笞
四
十
に
処
し
、
さ
ら
に
十
人
に
達
す
る
ご

と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
す
る
。
州
に
つ
い
て
は
、
管
轄
す
る
県
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の
数
に
よ
り
、
通
計
し
て
処
断
す
る

(

�)[(

県
・
州
の)

い
ず
れ
も
長

官
を
首
犯
と
し
、
佐
職

(

�)

を
従
犯
と
し
て
処
断
す
る

(

�)]

。
そ
れ
ぞ
れ
、

刑
の
上
限
は
徒
二
年
と
す
る
。(

逃
走
・
浮
浪
し
て
き
た)

官
戸
・

部
曲
・
奴
婢

(

の
滞
在
を
容
認
し
た
場
合)

も
同
様
に
処
断
す
る
。

【
疏
文
】

｢
管
轄
地
域
内｣

と
あ
る
の
は
、
管
轄
す
る
地
域
の
境

界
内
の
こ
と
を
い
う
。｢

管
轄
地
域
外
か
ら
逃
走
・
浮
浪
し
て

き
た
者
の
滞
在
を
容
認
し
た
場
合
は
、
一
人
で
あ
れ
ば
、
里
正

は
笞
四
十
に
処
し｣
と
あ
る
の
は
、
滞
在
を
容
認
し
た
期
間
が

十
五
日
に
達
し
て
、
は
じ
め
て
里
正
を
処
罰
す
る
こ
と
を
い
う
。

坊
正
・
村
正
が
、
そ
の
管
轄
地
域
内
に
、
逃
走

(

・
浮
浪)

し

て
き
た
者
の
滞
在
を
容
認
し
た
場
合
も
、
里
正
と
同
じ
刑
に
処

す
る
。
も
し
家
族
を
引
き
連
れ
て
逃
走
・
浮
浪
し
て
き
た
者

(

の
滞
在
を
容
認
し
た
場
合)

は
、
家
族
の
人
数
を
問
わ
ず
、

一
戸
を
一
人
と
み
な
し
て
処
断
す
る
。｢

さ
ら
に
四
人
に
達
す

る
ご
と
に
一
等
を
加
え
た
刑
に
処
す
る｣

と
は
、
も
し
五
人
が

逃
走
お
よ
び
浮
浪
し
て
き
た
場
合

(

�)

は
笞
五
十
に
処
し
、
二
十
五

人
に
達
す
れ
ば
杖
一
百
に
処
し
、
三
十
七
人
に
達
す
れ
ば
徒
二

年
に
処
す
る
こ
と
で
あ
る
。
県
内
に
つ
い
て
は
、
五
人
に
達
す

れ
ば
笞
四
十
に
処
し
、
さ
ら
に
十
人
に
達
す
る
ご
と
に
一
等
を

加
え
た
刑
に
処
し
、
九
十
五
人
に
達
す
れ
ば
徒
二
年
に
処
す
べ

き
で
あ
る
。｢

州
に
つ
い
て
は
、
管
轄
す
る
県
の
数
に
よ
り
、

通
計
し
て
処
断
す
る｣

と
あ
る
の
は
、
州
が
二
県
を
管
轄
す
る

場
合
は
、
十
人
に
達
す
れ
ば
笞
四
十
に
処
し
、
百
九
十
人
に
達

す
れ
ば
徒
二
年
に
処
し
、
管
轄
す
る
県
の
数
が
こ
れ
よ
り
多
い

場
合
は
、
こ
れ
に
準
じ
て
通
計
し
て
処
断
す
る
こ
と
を
い
う
。

(

州
・
県
の)

い
ず
れ
も
長
官
を
首
犯
と
し
、
佐
職
を
従
犯
と

し
て
処
断
す
る
。
こ
こ
に
は

｢

以
下｣

と
い
う
文
言
が
な
い
か

ら
、(

罪
が)

主
典

(

�)

に
及
ば
な
い

(

�)

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
、
刑
の
上
限
は
徒
二
年
と
す
る
。(

逃
走
・
浮
浪
し
て
き

た)

官
戸
・
部
曲
・
奴
婢
の
滞
在
を
容
認
し
た
場
合
も
、(

逃

走
・
浮
浪
し
て
き
た)

良
人
の

(

滞
在
を
容
認
し
た
場
合
の)

規
定
と
同
様
に
処
断
す
る
。

[

訳
注]

(

１)

原
文

｢

部
内｣

に
つ
い
て
、
賊
盗
律
五
四
条
疏
に
は

｢

部
内
と
あ
る
の

は
、
州
県
・
郷
里
が
管
轄
す
る
地
域
の
内
側
の
こ
と
を
い
う

[

部
内
。
謂
州

県
郷
里
所
管
之
内]

(『

訳
註
三』

五
七
一
頁
は

｢

謂｣

を

｢

諸｣

に
作
る
が
、

同
書
五
七
三
頁
唐
律
校
勘
１
所
載
の
諸
本
に
よ
り
改
め
る)｣

と
あ
る
。

(

２)

原
文

｢

容
止｣

に
つ
い
て

『

訳
註
七』

二
六
五
頁
注
２
は

｢

容
止
と
は
、

匿
ま
っ
て
止
宿
さ
せ
る
、
容
納
止
宿
の
こ
と
。
場
所
を
提
供
し
て
匿
ま
っ
て

や
る
点
で
は
蔵
匿
と
似
る
が
、
蔵
匿
が
犯
罪
の
情
を
知
り
な
が
ら
、
官
憲
の

発
見
・
逮
捕
を
免
れ
し
む
べ
き
便
宜
を
積
極
的
に
供
与
す
る
行
為
で
あ
る
の

と
比
べ
る
と
、
容
止
は
、
…
…
単
に
求
め
を
聴
き
容
れ
て
匿
ま
い
泊
め
て
や

る
程
の
意

蔵
匿
よ
り
は
消
極
的
な
行
為

と
解
さ
れ
る｣

と
述
べ
る
。

(

３)

戸
婚
律
三
条
註
に
述
べ
ら
れ
る
通
計
の
定
義
は

｢

管
内
に
生
じ
た
脱
漏
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増
減
の
総
口
数
を
管
下
の
県
の
数
で
割
っ
た
も
の
を
基
礎
と
し
て
、
県
と
同

一
の
処
罰
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
…
…
た
だ
し
一
州
が
一
県
を
管
し
て
い
る

と
い
う
特
殊
な
場
合
に
は
、
州
は
県
の
罪
か
ら
一
等
を
減
ず
る｣

(『

訳
註
六』

二
一
六
頁)

と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
本
条
で
は
、
脱
漏
増
減
し
た
口
数
を
、

滞
在
を
容
認
し
た
逃
走
者
・
浮
浪
者
の
人
数
に
読
み
替
え
て
応
用
す
る
。

(

４)

佐
職
は

｢
通
判
官
・
判
官
を
言
い
、
検
勾
官
も
流
内
の
官
品
を
有
す
る

な
ら
ば
佐
職
の
う
ち
に
含
ま
れ
る｣

(『

訳
註
六』

二
五
四
頁
注
１)

。

(

５)

官
員
の
行
政
遂
行
上
の
失
錯
で
あ
る
公
罪
の
処
断
に
お
い
て
は
、
名
例

律
四
〇
条
に
よ
り
、
官
員
を
官
署
の
事
務
の
職
掌
に
応
じ
て
、
長
官
、
通
判

官
、
判
官
、
主
典
の
四
等
に
分
け
て
処
断
す
る
四
等
官
連
坐
を
原
則
と
す
る

が
、
本
条
註
な
ら
び
に
戸
婚
律
二
一
条
註
・
二
二
条
註
、
廏
庫
律
一
条
、
賊

盗
律
五
四
条
註
な
ど
、｢

長
官
を
首
犯
と
し
、
佐
職
を
従
犯
と
し
て
処
断
す

る

[

以
長
官
為
首
。
佐
職
為
従]｣

と
の
規
定
が
あ
る
場
合
は
、｢

文
書
行
政

上
の
失
錯
で
は
な
く
、
現
場
行
政
的
な
管
理
の
怠
慢
や
人
民
に
対
す
る
指
導

力
の
欠
如
が
罪
に
問
わ
れ
る
場
合
で
あ
る｣

た
め
に
、｢

性
質
上
公
罪
の
連

坐
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
四
等
遞
減
で
は
な
く
、
共
犯
の
通
則
ど
お
り
に
従

犯
一
律
一
等
減
の
方
式
を
と
る｣

。
戸
婚
律
二
一
条
疏

｢
県
で
は
県
令
を
首

犯
と
し
、
県
丞
・
県
尉
を
従
犯
と
す
る
。
州
で
は
刺
史
を
首
犯
と
し
、
長
史
・

司
馬
・
司
戸
を
従
犯
と
す
る
。
里
で
は
里
正
の
一
身
の
み
を
罪
と
す
る
。
四

等
官
連
坐
の
規
定
が
な
い
場
合
は
、
た
だ
首
犯
・
従
犯
の
区
別
に
よ
っ
て
処

断
す
る
。
検
勾
の
品
官
は
佐
職
で
あ
り
、
主
典
は
律
に
罪
名
が
規
定
さ
れ
な

い

[

県
以
令
為
首
。
丞
尉
為
従
。
州
即
刺
史
為
首
。
長
史
司
馬
司
戸
為
従
。

里
正
一
身
得
罪
。
無
四
等
罪
名
者
。
止
依
首
従
為
坐
。
其
検
勾
品
官
為
佐
職
。

其
主
典
律
無
罪
名]｣

に
お
い
て
検
勾
官
が
佐
職
と
さ
れ
、
主
典
が
こ
こ
で

は
処
罰
の
対
象
外
と
さ
れ
る
の
は
、
検
勾
官
が
原
則
と
し
て
流
内
の
品
官
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
主
典
は
例
外
な
く
流
外
官
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

(『

訳

註
五』

二
四
三
頁
〜
二
四
六
頁
、
二
四
一
頁
注
21
参
照)

。

(

６)

原
文

｢

逃
亡
及
以
浮
浪｣

を
、
曹

『

訳
注』

九
六
五
頁
は

｢

浮
浪｣

を

｢

逃
亡｣

の
結
果
と
解
し
て

｢

逃
走
し
お
よ
び
こ
れ
に
よ
り
浮
浪
し
て
き
た

[

逃
亡
及
因
此
流
浪]｣

と
訳
す
が
、
銭

『

新
注』

九
四
八
頁
が

｢

及
以｣

を

並
列
の
助
字
と
解
し
て

｢

逃
走
し
あ
る
い
は
浮
浪
し
て
き
た
者

[

逃
亡
或
游

蕩
人]｣

と
訳
す
の
に
従
う
。

(

７)

主
典
は

｢

書
記
で
あ
っ
て
署
名
は
す
る
け
れ
ど
も
判
断
の
過
程
に
は
加

わ
ら
な
い｣

(『

訳
註
五』

二
三
八
頁
注
２)

。
銭

『

新
注』

九
四
九
頁
注
釈

⑧
は

｢

官
署
に
お
い
て
検
請
の
責
任
を
負
う
等
級
の
吏
員

[

官
署
中
負
検
請

責
任
的
一
級
吏
員]｣

と
す
る
。
検
請
は

｢

必
要
な
る
事
実
お
よ
び
法
条
を

調
べ
書
き
出
し
て
、
判
官
以
上
の
官
の
裁
定
を
請
う
と
い
う
、
準
備
作
業
を

意
味
す
る
言
葉｣

(『

訳
註
五』

二
三
九
頁
注
５)

。

(

８)

原
文

｢

不
及
主
典｣

に
つ
い
て
、
戴

『

各
論』

二
九
六
頁
上
段
は

｢

通

常
は
、
四
等
官
が
公
罪
に
つ
い
て
は
連
坐
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

律
条
が
長
官
お
よ
び
佐
職
と
い
う
だ
け
で
、
主
典
に
言
及
し
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
主
典
は
処
罰
し
な
い

[

通
常
、
四
等
官
就
公
罪
須
連
坐
；
但
在
此
、

条
文
祇
言
長
官
及
佐
職
、
而
不
及
於
主
典
、
故
主
典
不
坐]｣

と
述
べ
る
。

《
第
二
段
》

[

原
文]

若
在
軍
役
有
犯
者
。
隊
正
以
上
。
折
衝
以
下
。
各
準
部
内
有
盗
賊
之

法
。

疏
議
曰
。
称
軍
役
有
犯
者
。
謂
於
行
軍
征
役
之
所
。
容
止
逃
亡

浮
浪
。
即
準
州
県
以
下
得
罪
。
隊
正
隊
副
。
同
里
正
。
校
尉
旅

帥
。
減
隊
正
一
等
。
折
衝
果
毅
。
随
所
管
校
尉
多
少
為
罪
。
故
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云
隊
正
以
上
。
折
衝
以
下
。
各
準
部
内
有
盗
賊
之
法
。

[

訓
読
文]

若
し
軍
役
に
在
り
て
、
犯
す
こ
と
あ
り
た
る
者
は
、
隊
正
以
上
、
折

衝
以
下
は
、
各
の
部
内
に
盗
賊
あ
り
た
る
の
法
に
準
ず
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

軍
役
に
て
犯
す
こ
と
あ
り
た
る
者｣

と

称
す
る
は
、
行
軍
征
役
の
所

(

�)

に
於
て
、
逃
亡
浮
浪
し
た
る
を
容

止
し
た
る
を
謂
ふ
。
即
ち
州
県
以
下
に
準
じ
罪
を
得
。
隊
正
隊

副
は
、
里
正
に
同
じ
。
校
尉
旅
帥
は
、
隊
正
よ
り
一
等
を
減
ず
。

折
衝
果
毅
は
、
管
す
る
所
の
校
尉
の
多
少
に
随
ひ
罪
と
為
す
。

故
に
云
ふ

｢

隊
正
以
上
、
折
衝
以
下
は
、
各
の
部
内
に
盗
賊
あ

り
た
る
の
法
に
準
ず｣

と
。

[

校
注]

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
一
頁
は

｢

之
所｣

を
脱
す
る
。

[

訳
文]

も
し
軍
事
行
動

(

�)

中
に
本
条
の
罪
を
犯
し
た
場
合
は
、
隊
正
以
上
・
折

衝
以
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
地
域
内
に
盗
賊
が
生
じ
た
場
合
の
規
定

(

賊
盗
律
五
四
条)

に
準
じ
て
処
断
す
る
。

【
疏
文
】
こ
こ
に

｢

軍
事
行
動
で
本
条
の
罪
を
犯
し
た
場
合｣

と

あ
る
の
は
、
軍
事
行
動
で
出
征
し
就
役
し
た
場
所
で
、
逃
走
・

浮
浪
し
て
き
た
者
の
滞
在
を
容
認
し
た
こ
と
を
い
う
。
州
県
以

下

(

が
逃
走
・
浮
浪
し
て
き
た
者
の
滞
在
を
容
認
し
た
場
合)

の
規
定

(

本
条
第
一
段)

に
準
じ
て
処
断
す
る
。
隊
正
・
隊
副

は
、
里
正
と
同
じ
刑
に
処
す
る
。
校
尉
・
旅
帥
は
、
隊
正

(

・

隊
副)

か
ら
一
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る
。
折
衝
・
果
毅
は
、

管
轄
す
る
校
尉
の
数
に
よ
り

(

通
計
し
て)

処
断
す
る
。
そ
れ

ゆ
え
に

｢

隊
正
以
上
・
折
衝
以
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
地
域
内

に
盗
賊
が
生
じ
た
場
合
の
規
定
に
準
じ
て
処
断
す
る｣

と
い
う
。

[

訳
注]

(

９)

原
文
は

｢

軍
役｣

。
賊
盗
律
五
四
条

｢

軍
役
の
場
所

[

軍
役
所]｣

に
つ

い
て
の
疏
文

｢

行
軍
お
よ
び
軍
人
を
率
い
て
就
役
し
て
い
る
場
所

[

行
軍
及

領
軍
人
徭
役
之
所]｣

に
つ
い
て
、『

訳
註
七』

二
六
七
頁
注
�
は

｢

野
戦
軍

が
編
成
さ
れ
て
い
る
所
、
又
は
、
軍
人
を
統
率
し
て
使
役
し
て
い
る
所｣

と

述
べ
る
。

【
捕
亡
律
一
八
条
】
知
情
蔵
匿
罪
人

[

問
答
一]

《
第
一
段
》

[
原
文]

諸
知
情
蔵
匿
罪
人
。
若
過
致
資
給
。[

謂
事
発
被
追
。
及
亡
叛
之
類
。]

令
得
隠
避
者
。
各
減
罪
人
罪
一
等
。[

蔵
匿
無
日
限
。
過
致
資
給
亦

同
。
若
卑
幼
蔵
隠
。
匿
状
已
成
。
尊
長
知
而
聴
之
。
独
坐
卑
幼
。
部
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曲
奴
婢
首
匿
。
主
後
知
者
。
与
同
罪
。
即
尊
長
匿
罪
人
。
尊
長
死
後
。

卑
幼
仍
匿
者
。
減
五
等
。
尊
長
死
後
。
雖
経
匿
。
但
已
遣
去
而
事
発
。

及
匿
得
相
容
隠
者
之
侶
。
並
不
坐
。
小
功
以
下
。
亦
同
減
例
。
若
赦

前
蔵
匿
罪
人
。
而
罪
人
不
合
赦
免
。
赦
後
匿
如
故
。
不
知
人
有
罪
。

容
寄
之
後
。
知
而
匿
者
。
皆
坐
如
律
。
其
展
転
相
使
而
匿
罪
人
。
知

情
者
皆
坐
。
不
知
者
勿
論
。]

疏
議
曰
。
知
情
蔵
匿
。
謂
知
罪
人
之
情
。
主
人
為
相
蔵
隠
。
過

致
資
給
者
。
謂
指
授
道
途
。
送
過
険
処
。
助
其
運
致
。
并
資
給

衣
糧
。
遂
使
凶
人
潜
隠
他
所
。
註
云
。
謂
事
発
被
追
。
若
非
事

発
。
未
是
罪
人
。
故
須
事
発
被
追
。
始
辨

(

ａ)

知
情
之
状
。
及
亡
叛

之
類
。
謂
逃
亡
或
叛
国
。
雖
未
追
摂
。
行
即
可
知
。
過
致
資
給
。

令
隠
避
者
。
減
罪
人
罪
一
等
。
合
流
三
千
里
之
類
。
称
之
類
者
。

或
有
亡
命
山
沢
。
不
従
追
喚
皆
是
。

註
。
蔵
匿
無
日
限
。
過
致
資
給
亦
同
。
若
卑
幼
蔵
隠
。
匿
状
已

成
。
尊
長
知
而
聴
之
。
独
坐
卑
幼
。
部
曲
奴
婢
首
匿
。
主
後
知

者
。
与
同
罪
。

疏
議
曰
。
蔵
匿
無
日
限
者
。
謂
不
限
日
之
多
少
。
但
蔵
匿
即
坐
。

過
致
資
給
亦
同
無
日
限
。
若
卑
幼
蔵
隠
。
匿
状
既
成
。
以
其
同

居
得
相
容
隠
。
故
尊
長
知
而
聴
之
。
独
坐
卑
幼
。
尊
長
不
坐
。

部
曲
奴
婢
。
作
首
。
隠
匿
罪
人
。
主
後
知
者
。
与
同
罪
。
謂
同

部
曲
奴
婢
。
各
減
罪
人
罪
一
等
。
以
主
不
為
部
曲
奴
婢
隠
故
也
。

註
。
即
尊
長
匿
罪
人
。
尊
長
死
後
。
卑
幼
仍
匿
者
。
減
五
等
。

尊
長
死
後
。
雖
経
匿
。
但
已
遣
去
而
事
発
。
及
匿
得
相
容
隠
者

之
侶
。
並
不
坐
。
小
功
以
下
。
亦
同
減
例
。

疏
議
曰
。
謂
尊
長
在
日
。
自
匿
罪
人
。
容
其
相
隠
。
尊
長
死
後
。

卑
幼
匿
之
如
故
。
亦
不
限
日
之
多
少
。
減
尊
長
罪
五
等
。
総
減

罪
人
罪
六
等
。
尊
長
死
後
。
雖
経
匿
。
但
発
遣
去
後
。
罪
始
発

覚
。
及
匿
得
相
容
隠
者
之
徒
侶
。
假
有
大
功
之
親
。
共
人
行
盗
。

事
発
被
追
。
倶
来
蔵
匿
。
若
糾

(

ｂ)

其
徒
侶
。
親
罪
即
彰
。
恐
相
連

累
。
故
並
不
坐

(

ｃ)

罪
。
小
功
以
下
亦
同
減
例
。
即
例
云
。
小
功
以

下
相
容
隠
。
減
凡
人
三
等
。
今
匿
小
功�

麻
親
之
侶
。
亦
準
此

例
減
之
。
総
減
罪
人
罪
四
等
。
故
云
亦
同
減
例
。

註
。
若
赦
前
蔵
匿
罪
人
。
而
罪
人
不
合
赦
免
。
赦
後
匿
如
故
。

不
知
人
有
罪
。
容
寄
之
後
。
知
而
匿
者
。
皆
坐
如
律
。

疏
議
曰
。
赦
前
蔵
匿
罪
人
。
而
罪
人
不
合
赦
免
。
假
有
匿
十
悪

人
会
赦
。
十
悪
不
合
赦
免
。
赦
後
匿
如
故
。
及
不
知
人
有
罪
。

容
寄
之
後
。
知
而
匿
者
。
並
依
蔵
匿
之
罪
科
之
。

註
。
其
展
転
相
使
而
匿
罪
人
。
知
情
者
皆
坐
。
不
知
者
勿
論
。

疏
議
曰
。
展
転
相
使
匿
罪
人
者
。
假
有
甲
知
情
。
匿
罪
人
。
又

嘱
付
乙
令
匿
。
乙
又
嘱
丙
遣
匿
。
如
此
展
転
相
使
匿
者
。
乙
丙

知
是
罪
人
。
得
蔵
匿
之
罪
。
不
知
情
者
無
罪
。
故
云
勿
論
。
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[

校
注]

(
ａ)

『

訳
註
三』

八
二
四
頁
は

｢

辨｣

を

｢

辯｣

に
作
る
が
、
同
書
八
二
六

頁
唐
律
校
勘
�
所
載
の
諸
本
に
よ
り
改
め
る
。

(

ｂ)
『

訳
註
三』

八
二
五
頁
は

｢

糾｣

を

｢
�
｣

に
作
る
が
、
同
書
八
二
六

頁
唐
律
校
勘
�
所
載
の
諸
本
に
よ
り
改
め
る
。

(

ｃ)
『

訳
註
三』
八
二
五
頁
は

｢

坐｣

を

｢

与｣

に
作
る
が
、
同
書
八
二
六

頁
唐
律
校
勘
�
所
載
の
諸
本
に
よ
り
改
め
る
。

[

訓
読
文]

諸
て
情
を
知
り
罪
人
を
蔵
匿
し
、
若
し
く
は
過
致
資
給
し

[

事
発
し

追
せ
ら
れ
、
及
び
亡に

げ
叛
し
た
る
の
類
を
謂
ふ]

、
隠
避
す
る
を
得

さ
し
め
た
る
者
は
、
各

お
の
お

の
罪
人
の
罪
よ
り
一
等
を
減
ず

[

蔵
匿
は
日

限
な
し
。
過
致
資
給
も
亦
た
同
じ
。
若
し
卑
幼
、
蔵
隠
し
、
匿
状
已

に
成
り
、
尊
長
、
知
り
て
之
を
聴ゆ

る

し
た
れ
ば
、
独
り
卑
幼
を
坐
す
。

部
曲
奴
婢
、
首は

じ

め
匿か
く

し
、
主
、
後
に
知
り
た
る
者
は
、
与と
も

に
罪
を
同

じ
く
す
。
即も

し
尊
長
、
罪
人
を
匿
し
、
尊
長
の
死
後
、
卑
幼
、
仍
ほ

匿
し
た
る
者
は
、
五
等
を
減
ず
。
尊
長
の
死
後
、
経す

で

に

(

�)

匿
し
た
る
と

雖
も
、
但も

し
已
に
遣
去
し
て
事
発
し
、
及
び
相
ひ
容
隠
す
る
を
得
る

者
の
侶

と
も
が
らを
匿
し
た
れ
ば
、
並
び
に
坐
せ
ず
。
小
功
以
下
も
、
亦
た
減

ず
る
の
例
に
同
じ
。
若
し
赦
前
に
罪
人
を
蔵
匿
し
て
、
罪
人
合
に
赦

免
す
べ
か
ら
ざ
る
に
、
赦
後
も
匿
す
こ
と
故も

と

の
如
く
し
、
人
に
罪
あ

る
を
知
ら
ず
、
容
寄
し
た
る
の
後
、
知
り
て
匿
し
た
る
者
は
、
皆
な

坐
す
る
こ
と
律
の
如
し
。
其
れ
展
転
相
ひ
使
し
て
罪
人
を
匿
し
た
れ

ば
、
情
を
知
り
た
る
者
は
皆
な
坐
す
。
知
ら
ざ
る
者
は
論
ず
る
勿な

し]

。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

情
を
知
り
蔵
匿
し｣

と
は
、
罪
人
の
情

を
知
り
、
主
人
、
為

(

�)

に
相
ひ
蔵
隠

(

�)

し
た
る
を
謂
ふ
。｢

過
致
資

給
し｣

た
る
者
と
は
、
道
途
を
指
授
し
、
険
処
を
送
過
し
、
其

の
運
致
を
助
け
、
并
び
に
衣
糧
を
資
給
し
、
遂
に
凶
人
を
し
て

他
所
に
潜
隠
せ
し
め
た
る
を
謂
ふ
。
註
に
云
ふ

｢

事
発
し
追
せ

ら
れ
た
る
を
謂
ふ｣

と
は
、
若
し
事
発
し
た
る
に
非
ざ
れ
ば
、

未
だ
是
れ
罪
人
た
ら
ず
、
故
に
事
発
し
追
せ
ら
れ
た
る
を
須ま

ち
、

始
め
て
情
を
知
る
の
状
を
辨
ず
る
な
り
。｢

及
び
亡
げ
叛
し
た

る
の
類｣

と
は
、
逃
亡
し
或
は
国
に
叛
し
た
れ
ば
、
未
だ
追
摂

せ
ざ
る
と
雖
も
、
行
し
た
れ
ば
即た

だ

ち
に
知
る
べ
き
を
謂
ふ
。
過

致
資
給
し
、
隠
避
せ
し
め
た
る
者
は
、
罪
人
の
罪
よ
り
一
等
を

減
じ
、
合
に
流
三
千
里
た
る
べ
き
の
類
な
り
。｢

の
類｣

と
称

す
る
者
は
、
或

(

�)

は
山
沢
に
亡
命
し
、
追
喚
に
従
は
ざ
る
も
の
あ

れ
ば
、
皆
な
是
な
り
。

註
。
蔵
匿
は
日
限
な
し
。
過
致
資
給
も
亦
た
同
じ
。
若
し
卑
幼
、

蔵
隠
し
、
匿
状
已
に
成
り
、
尊
長
、
知
り
て
之
を
聴
し
た
れ
ば
、

独
り
卑
幼
を
坐
す
。
部
曲
奴
婢
、
首
め
匿
し
、
主
、
後
に
知
り

た
る
者
は
、
与
に
罪
を
同
じ
く
す
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

蔵
匿
は
日
限
な
し｣

な
る
者
は
、
日
の
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多
少
を
限
ら
ず
、
但お
よ

そ
蔵
匿
し
た
れ
ば
即
ち
に
坐
す
る
を
謂
ふ
。

過
致
資
給
も
亦
た
同
じ
く
日
限
な
し
。
若
し
卑
幼
、
蔵
隠
し
、

匿
状
既
に
成
り
た
れ
ば
、
其
の
同
居

(

�)

を
以
て
相
ひ
容
隠
す
る
を

得
。
故
に
尊
長
、
知
り
て
之
を
聴
し
た
れ
ば
、
独
り
卑
幼
を
坐

し
、
尊
長
は
坐
せ
ず
。
部
曲
奴
婢
、
首
を
作な

し
、
罪
人
を
隠
匿

し
、
主
、
後
に
知
り
た
る
者
は
、｢

与
に
罪
を
同
じ
く
す｣

と

は
、
部
曲
奴
婢
に
同
じ
く
、
各
の
罪
人
の
罪
よ
り
一
等
を
減
ず

る
を
謂
ふ
。
主
は
部
曲
奴
婢
の
為
に
隠
さ
ざ
る
を
以

(

�)

て
の
故
な

り
。

註
。
即
し
尊
長
、
罪
人
を
匿
し
、
尊
長
の
死
後
、
卑
幼
、
仍
ほ

匿
し
た
る
者
は
、
五
等
を
減
ず
。
尊
長
の
死
後
、
経

(

�)

に
匿
し
た

る
と
雖
も
、
但
し
已
に
遣
去

(

�)

し
て
事
発
し
、
及
び
相
ひ
容
隠
す

る
を
得
る
者
の
侶
を
匿
し
た
れ
ば
、
並
び
に
坐
せ
ず
。
小
功
以

下
も
、
亦
た
減
ず
る
の
例
に
同
じ
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。
謂

(

�)

ふ
こ
こ
ろ
、
尊
長
、
在
り
し
日
、
自
ら

罪
人
を
匿
し
た
れ
ば
、
其
の
相
ひ
隠
す
を
容
る
。
尊
長
の
死
後
、

卑
幼
、
之
を
匿
す
こ
と
故
の
如
し
。
亦
た
日
の
多
少
を
限
ら
ず
、

尊
長
の
罪
よ
り
五
等
を
減
じ
、
総
じ
て
罪
人
の
罪
よ
り
六
等
を

減
ず
。
尊
長
の
死
後
、
経

(

�)

に
匿
し
た
る
と
雖
も
、
但
し
発
し
遣

去
し
た
る
の
後
、
罪
始
め
て
発
覚
し
、
及
び
相
ひ
容
隠
す
る
を

得
る
者
の
徒
侶

と
も
が
ら

を
匿
す
。
假
有
た
と
へ

ば
大
功
の
親
、
人
と
共
に
盗
を

行
ひ
、
事
発
し
追
せ
ら
れ
、
倶
に
来
り
蔵
匿
せ
ら
る
。
若
し
其

の
徒
侶
を
糾
せ
ば
、
親
の
罪
も
即
ち
彰

あ
ら
は
れ
、
相
ひ
連
累
す
る
を

恐
る
。
故
に
並
び
に
罪
に
坐

(

�)

せ
ず
。｢

小
功
以
下
も
、
亦
た
減

ず
る
の
例
に
同
じ｣

と
は
、
即
ち
例
に
云
ふ

｢

小
功
以
下
、
相

ひ
容
隠
し
た
れ
ば
、
凡
人
よ
り
三
等
を
減
ず｣

と
。
今
、
小
功

�

麻
親
の
侶
を
匿
し
た
れ
ば
、
亦
た
此
の
例
に
準
じ
て
之
を
減

じ
、
総
じ
て
罪
人
の
罪
よ
り
四
等
を
減
ず
。
故
に
云
ふ

｢

亦
た

減
ず
る
の
例
に
同
じ｣

と
。

註
。
若
し
赦
前
に
罪
人
を
蔵
匿
し
て
、
罪
人
合
に
赦
免
す
べ
か

ら
ざ
る
に
、
赦
後
も
匿
す
こ
と
故
の
如
く
し
、
人
に
罪
あ
る
を

知
ら
ず
、
容
寄
し
た
る
の
後
、
知
り
て
匿
し
た
る
者
は
、
皆
な

坐
す
る
こ
と
律
の
如
し
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

赦
前
に
罪
人
を
蔵
匿
し
て
、
罪
人
合
に

赦
免
す
べ
か
ら
ざ
る
に｣

と
は
、
假
有
ば
十
悪
の
人
を
匿
し
赦

に
会
ひ
、
十
悪
は
合
に
赦
免
す
べ
か
ら
ず
と
す
る
な
り
。
赦
後

も
匿
す
こ
と
故
の
如
く
し
、
及
び
人
に
罪
あ
る
を
知
ら
ず
、
容

寄
し
た
る
の
後
、
知
り
て
匿
し
た
る
者
は
、
並
び
に
蔵
匿
し
た

る
の
罪
に
依
り
之
を
科
す
。

註
。
其

(

	)

れ
展
転
相
ひ
使
し
て
罪
人
を
匿
し
た
れ
ば
、
情
を
知
り

た
る
者
は
皆
な
坐
す
。
知
ら
ざ
る
者
は
論
ず
る
勿
し
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

展
転
相
ひ
使
し
罪
人
を
匿
し｣

た
る
者
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と
は
、
假
有
ば
甲
、
情
を
知
り
、
罪
人
を
匿
し
、
又
た
乙
に
嘱

付
し
匿
さ
し
め
、
乙
、
又
た
丙
に
嘱
し
匿
さ
し
む
る
な
り
。
此

の
如
く
展
転
相
ひ
使
し
匿
し
た
る
者
は
、
乙
丙
は
是

(

�)

れ
罪
人
た

る
を
知
り
た
れ
ば
、
蔵
匿
し
た
る
の
罪
を
得
。
情
を
知
ら
ざ
る

者
は
罪
な
し
。
故
に
云
ふ

｢

論
ず
る
勿
し｣

と
。

[

校
注]

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
三
頁
は

｢

経｣

を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
三
頁
は

｢

主
人
為｣

を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
三
頁
は

｢
隠｣

を

｢

匿｣

と
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
三
頁
は

｢
或｣
を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
三
頁
は

｢

居｣
を

｢
産｣

と
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
四
頁
は

｢

以｣

を
脱
す
る
。

(

	)
『

訳
註
八』

二
四
四
頁
は

｢

経｣

を
脱
す
る
。

(


)
『

訳
註
八』

二
四
四
頁
は

｢

去｣

を

｢

居｣

と
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
四
頁
は

｢

謂｣

を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
四
頁
は

｢

経｣

を
脱
す
る
。

(


)
『

訳
註
八
』
二
四
四
頁
は

｢

坐｣

を

｢

与｣

と
す
る
。
な
お
、
万
有
文

庫
本
は

｢

坐｣

に
、『
訳
註
三
』
八
二
五
頁
は

｢

与｣

に
作
る

(

本
条
原
文

校
注

(

ｃ)

参
照)

。

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
四
頁
は

｢

其｣

を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
五
頁
は

｢

是｣

を
脱
す
る
。

[

訳
文]

事
情
を
知
り
な
が
ら
罪
人
を
蔵
匿
し
、
も
し
く
は
逃
走
を
援
助(

�)し

[(

犯
罪
の)

事
実
が
発
覚
し
て
追
跡
さ
れ
、
お
よ
び
逃
走
し
、
叛(

賊

盗
律
四
条)

を
し
た

(

�)

な
ど
の
こ
と
を
い
う]

、
隠
避
さ
せ
た
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
罪
人
に
科
す
べ
き
刑
か
ら
一
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る

(

�)[

蔵

匿
は
日
数
の
多
少
を
問
わ
な
い
。
逃
走
の
援
助
も
同
じ
で
あ
る
。
も

し
卑
幼
が(

罪
人
を)

蔵
匿
し
、
蔵
匿
の
罪
状
が
成
立
し

(

�)(

た
の
ち)

、

尊
長
が

(

蔵
匿
の
事
実
を)

知
り
な
が
ら
こ
れ
を
容
認
し
た
場
合
は
、

卑
幼
だ
け
を
処
罰
す
る
。
部
曲
・
奴
婢
が
先
に

(

罪
人
を)

蔵
匿
し

(

�)

、

(

部
曲
・
奴
婢
の)

主
人
が
の
ち
に

(

蔵
匿
の
事
実
を)

知
っ

(

て

容
認
し)

た
場
合
は
、(

主
人
も
部
曲
・
奴
婢
と)

同
様
に
処
罰
す

る
。
も
し
尊
長
が
罪
人
を
蔵
匿
し
、
尊
長
の
死
後
、
卑
幼
が
な
お
蔵

匿
し

(

つ
づ
け)

た
場
合

(

�)

は
、(

卑
幼
は)

五
等
を
減
じ
た
刑
に
処

す
る

(

�)

。
尊
長
の
死
後
、(

い
っ
た
ん
は)

蔵
匿
し

(

つ
づ
け)

た
け

れ
ど
も
、
も
し
追
い
出
し
た
あ
と
で

(

蔵
匿
の
事
実
が)

発
覚
し
た

場
合

(

�)

、
お
よ
び
蔵
匿
を
許
容
さ
れ
る
間
柄
の
者
の
共
犯
者

(

�)

を
蔵
匿
し

た
場
合
は
、
い
ず
れ
も
罪
と
し
な
い
。
小
功
以
下
の
親
族

(

�)(

を
蔵
匿

し
た
場
合)

も
、
刑
を
減
じ
て
処
断
す
る
規
定

(

名
例
律
四
六
条)

と
同
様
に
処
断
す
る
。
も
し
恩
赦
が
発
令
さ
れ
る
前
に
罪
人
を
蔵
匿

し
、
罪
人
の
罪
が
赦
免
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
に
、
恩
赦
が

発
令
さ
れ
た
あ
と
も
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
蔵
匿
し

(

つ
づ
け)

た
場

合

(

�)

、
罪
を
犯
し
た
者
で
あ
る
と
知
ら
ず
に
寄
留
さ
せ
た
あ
と
、(

犯

罪
の
事
実
を)
知
っ
て

(

か
ら
も)

蔵
匿
し

(

つ
づ
け)

た
場
合
は
、
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い
ず
れ
も
律
文
の
と
お
り
に
処
罰
す
る
。
他
人
に
託
し
て

(

�)

罪
人
を
蔵

匿
し
た
場
合
は
、(

託
さ
れ
た
者
が)

事
情
を
知
っ
て
い
れ
ば
い
ず

れ
も
処
罰
す
る
が
、
知
ら
な
け
れ
ば
罪
と
し
な
い]

。

【
疏
文
】

｢

事
情
を
知
り
な
が
ら
蔵
匿
し｣

と
あ
る
の
は
、
罪
人

の
事
情
を
知
り
な
が
ら
、(

一
家
の)

家
長

(

�)

が

(

罪
人
の)

た

め
に
蔵
匿
し
た
こ
と
を
い
う
。｢

逃
走
を
援
助
し｣

た
と
あ
る

の
は
、
通
り
道
を
指
図
し
、
難
所
の
通
行
に
付
き
添
い
、
荷
物

の
運
搬
を
た
す
け

(

�)

、
な
ら
び
に
衣
服
や
食
糧
を
支
援
し
て
、
悪

人
を
他
の
場
所
に
潜
伏
さ
せ
た
こ
と
を
い
う
。
註
文
に

｢

事
実

が
発
覚
し
て
追
跡
さ
れ
た
こ
と
を
い
う｣

と
あ
る
の
は
、
も
し

(

犯
罪
の)

事
実
が
発
覚
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、
ま
だ
罪
人
で

は
な
い
か
ら
、(

犯
罪
の)

事
実
が
発
覚
し
追
跡
さ
れ
た
の
ち

に
、
は
じ
め
て
事
情
を
知
る
か
否
か
と
い
う
こ
と

(

�)

が
判
別
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。｢

お
よ
び
逃
走
し
、
叛
を
し
た
な
ど

の
こ
と｣

と
あ
る
の
は
、
逃
走
し
、
あ
る
い
は
国
家
に
叛
し
た

場
合
は
、
ま
だ
追
跡

(

�)

さ
れ
な
く
て
も
、
行
動
に
移
せ
ば

(

�)
即
時
に

(

犯
罪
の
事
実
を)

知
り
う
る
こ
と
を
い
う
。
逃
走
を
援
助
し

て
隠
避
さ
せ
た
者
は
、
罪
人
に
科
す
べ
き
刑
か
ら
一
等
を
減
じ

た
刑
に
処
し
、(

叛
を
し
た
者
の
援
助
で
あ
れ
ば
斬
か
ら
一
等

を
減
じ
た)

流
三
千
里
に
処
す
べ
き
こ
と
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に

｢

な
ど
の
こ
と｣

と
あ
る
の
は
、
山
野
に
逃
げ
込
ん
で

呼
び
出
し
に
応
じ
な
い
者

(

賊
盗
律
四
条)

(

を
援
助
す
る
な

ど
の
こ
と)

が
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
こ
れ
に
あ
た
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

【
註
文
】
蔵
匿
は
日
数
の
多
少
を
問
わ
な
い
。
逃
走
の
援
助
も
同

じ
で
あ
る
。
も
し
卑
幼
が
蔵
匿
し
、
蔵
匿
の
罪
状
が
成
立
し
、

尊
長
が
知
り
な
が
ら
こ
れ
を
容
認
し
た
場
合
は
、
卑
幼
だ
け
を

処
罰
す
る
。
部
曲
・
奴
婢
が
先
に
蔵
匿
し
、
主
人
が
の
ち
に
知
っ

た
場
合
は
、
同
様
に
処
罰
す
る
。

【
疏
文
】

｢

蔵
匿
は
日
数
の
多
少
を
問
わ
な
い｣

と
あ
る
の
は
、

日
数
を
問
題
と
せ
ず
、
お
よ
そ

(

�)

蔵
匿
す
れ
ば
即
時
に
罪
と
な
る

こ
と
を
い
う
。
逃
走
の
援
助
も
同
様
に
日
数
の
多
少
を
問
わ
な

い
。
も
し
卑
幼
が

(

罪
人
を)

蔵
匿
し
、
蔵
匿
の
罪
状
が
成
立

す
れ
ば
、(

卑
幼
と
の)

同
居

(

	)

を
理
由
に

(

尊
長
は
卑
幼
の
罪

を)

蔵
匿
で
き
る
か
ら
、
尊
長
が

(

蔵
匿
の
事
実
を)

知
り
な

が
ら
こ
れ
を
容
認
し
た
場
合
は
、
卑
幼
だ
け
を
処
罰
し
、
尊
長

は
罪
と
し
な
い
。
部
曲
・
奴
婢
が
先
に
罪
人
を
蔵
匿
し
、(

部

曲
・
奴
婢
の)

主
人
が
の
ち
に

(

蔵
匿
の
事
実
を)

知
っ

(

て

容
認
し)

た
場
合
は
、｢

同
様
に
処
罰
す
る｣

と
あ
る
の
は
、

部
曲
・
奴
婢
と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
罪
人
に
科
す
べ
き
刑
か
ら

一
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る
こ
と
を
い
う
。(

部
曲
・
奴
婢
の)

主
人
は
部
曲
・
奴
婢
の
罪
を
蔵
匿
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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【
註
文
】
も
し
尊
長
が
罪
人
を
蔵
匿
し
、
尊
長
の
死
後
、
卑
幼
が

な
お
蔵
匿
し
た
場
合
は
、
五
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る
。
尊
長

の
死
後
、
蔵
匿
し
た
け
れ
ど
も
、
も
し
追
い
出
し
た
あ
と
で
発

覚
し
た
場
合
、
お
よ
び
蔵
匿
を
許
容
さ
れ
る
間
柄
の
者
の
共
犯

者
を
蔵
匿
し
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も
罪
と
し
な
い
。
小
功
以
下

の
親
族
も
、
刑
を
減
じ
て
処
断
す
る
規
定
と
同
様
に
処
断
す
る
。

【
疏
文
】
尊
長
が
存
命
中
に
み
ず
か
ら
罪
人
を
蔵
匿
し
た
場
合
、

卑
幼
は

(

尊
長
に
よ
る
蔵
匿
の
罪
の)

蔵
匿
を
許
容
さ
れ
る
が
、

尊
長
の
死
後
、
卑
幼
が
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
罪
人
を
蔵
匿
し

(

つ
づ
け)

た
場
合
は
、
ま
た

(
蔵
匿
の)

日
数
の
多
少
を
問

わ
ず
、
尊
長
に
科
す
べ
き
刑
か
ら
五
等
を
減
じ
た
刑
に
処
し
、

罪
人
に
科
す
べ
き
刑
か
ら
通
算
し
て
六
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す

る
こ
と
を
い
う
。
尊
長
の
死
後
、(

い
っ
た
ん
は)

蔵
匿
し

(

つ
づ
け)

た
け
れ
ど
も
、
も
し
出
て
行
か
せ
た
あ
と
で

(

�)

、(

蔵

匿
の)

罪
が
は
じ
め
て
発
覚
し
た
場
合

(

�)

、
お
よ
び
蔵
匿
を
許
容

さ
れ
る
間
柄
の
者
の
共
犯
者

(

�)

を
蔵
匿
し
た
場
合

た
と
え
ば

大
功
の
親
族
が
他
人
と
共
同
し
て
盗
罪
を
犯
し

(

�)

、
そ
の
罪
が
発

覚
し
て
追
跡
さ
れ
、
一
緒
に
逃
げ
て
き
た
の
を
蔵
匿
し
た
と
き

は
、
も
し
そ
の
共
犯
者
を
告
発
す
れ
ば
、
親
族
の
罪
も
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
親
族
に
累
が
及
ぶ
の
を
避
け
る

(

�)

た

め
に

は
、(

共
犯
者
の
蔵
匿
を
含
め
て)

い
ず
れ
も
罪
と

し
な
い
。｢

小
功
以
下
の
親
族
も
、
刑
を
減
じ
て
処
断
す
る
規

定
と
同
様
に
処
断
す
る｣

と
は
、
例

(

名
例
律
四
六
条)

に
は

｢

小
功
以
下
の
親
族
の
罪
を
蔵
匿
し
た
場
合
は
、
他
人

(

の
罪)

を
蔵
匿
し
た
場
合
か
ら
三
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る｣

と
あ
る

が
、
こ
こ
で
、
小
功
・�

麻
の
親
族
の
共
犯
者
を
蔵
匿
し
た
場

合
も
、
こ
の
規
定
に
準
じ
て
刑
を
減
じ
、
罪
人
に
科
す
べ
き
刑

か
ら
通
算
し
て
四
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
に

｢

刑
を
減
じ
て
処
断
す
る
規
定
と
同
様
に
処

断
す
る｣

と
い
う
。

【
註
文
】
も
し
恩
赦
が
発
令
さ
れ
る
前
に
罪
人
を
蔵
匿
し
、
罪
人

の
罪
が
赦
免
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
に
、
恩
赦
が
発
令

さ
れ
た
あ
と
も
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
蔵
匿
し
た
場
合
、
罪
を
犯

し
た
者
で
あ
る
と
知
ら
ず
に
寄
留
さ
せ
た
あ
と
、
知
っ
て
蔵
匿

し
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も
律
文
の
と
お
り
に
処
罰
す
る
。

【
疏
文
】

｢

恩
赦
が
発
令
さ
れ
る
前
に
罪
人
を
蔵
匿
し
、
罪
人
の

罪
が
赦
免
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
に｣

と
は
、
た
と
え

ば
十
悪

(

�)

に
あ
た
る
罪
を
犯
し
た
者
を
蔵
匿
し
た
あ
と
に
恩
赦
の

発
令
が
あ
っ
て
も
、(

そ
の
恩
赦
が)

十
悪
に
あ
た
る
罪
は
赦

免
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
恩
赦
が
発
令
さ
れ
た
あ
と
も
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
蔵
匿
し

(

つ
づ
け)
た
場
合
、
お
よ
び
罪
を
犯
し
た
者
で
あ
る
と
知
ら
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ず
に
寄
留
さ
せ
た
あ
と
、(

犯
罪
の
事
実
を)

知
っ
て

(

か
ら

も)

蔵
匿
し

(

つ
づ
け)

た
場
合
は
、
い
ず
れ
も

(

本
条
の)

蔵
匿
の
罪
の
規
定
に
よ
っ
て
処
罰
す
る
。

【
註
文
】
他
人
に
託
し
て
罪
人
を
蔵
匿
し
た
場
合
は
、
事
情
を
知
っ

て
い
れ
ば
い
ず
れ
も
処
罰
す
る
が
、
知
ら
な
け
れ
ば
罪
と
し
な

い
。

【
疏
文
】

｢

他
人
に
託
し
罪
人
を
蔵
匿
し
た｣

と
は
、
た
と
え
ば

甲
が
事
情
を
知
り
な
が
ら
罪
人
を
蔵
匿
し
、
さ
ら
に
乙
に
頼
ん

で
蔵
匿
さ
せ
、
乙
が
さ
ら
に
丙
に
頼
ん
で
蔵
匿
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
他
人
に
託
し

(

罪
人
を)

蔵
匿
し

た
場
合
は
、
乙
・
丙
は

(

蔵
匿
さ
れ
た
者
が)

罪
人
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
蔵
匿
の
罪
と
な
る
。
事
情
を
知
ら
な
い

場
合
は
罪
と
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に

｢

罪
と
し
な
い｣

と
い
う
。

[

訳
注]

(

�)

原
文｢

過
致
資
給｣

は｢

犯
人
の
逃
走
を
た
す
け
る
こ
と｣

（『

訳
註
五
』

一
四
〇
頁
注
３)

。
劉

『

箋
解』

下
冊
二
〇
〇
八
頁
は

｢

援
助

[

資
助]｣

と

す
る
。
現
代
日
本
刑
法
一
〇
〇
条
一
項
に
い
う

｢

逃
走
さ
せ
る
目
的
で
、
器

具
を
提
供
し
、
そ
の
他
逃
走
を
容
易
に
す
べ
き
行
為｣

に
相
当
す
る
。

(

�)
｢

叛｣

は
、
名
例
律
六
条
謀
叛
註
が
謀
叛
を

｢

国
家
に
背
を
向
け
、
偽

政
権
に
従
う
こ
と
を
謀
る
こ
と
い
う

[

謂
謀
背
国
従
偽]｣

と
定
義
す
る
よ

う
に
、｢

正
統
な
る
現
王
朝
…
…
か
ら
離
脱
し
て
外
国
も
し
く
は
偽
政
権
の

側
に
寝
返
る
こ
と｣

(『

訳
註
五』

三
六
頁)

。
賊
盗
律
四
条

｢

叛
を
謀
っ
た

者
は
絞
に
処
す
る
。
上
道
し
た
者
は
、
す
べ
て
斬
に
処
す
る

[

諸
謀
叛
者
絞
。

已
上
道
者
。
皆
斬]｣

に
よ
り
、
予
備
陰
謀
段
階
の

｢

謀
叛｣

か
ら
処
罰
の

対
象
と
な
り
、
実
行
の
着
手
は

｢

上
道｣

と
称
さ
れ
る

(『

訳
註
七』

七
六

頁
注
�
・
注
�)

。
名
例
律
三
七
条

｢

逃
走
・
叛
を
し
て
自
首
し
た
者
は
、

二
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る
。
も
し
逃
走
・
叛
を
し
た
者
が
、
自
首
し
な
か
っ

た
の
で
あ
っ
て
も
、
原
在
地
に
帰
還
し
た
場
合
は
、
同
様
に
処
断
す
る

[

亡

叛
而
自
首
者
。
減
罪
二
等
坐
之
。
即
亡
叛
者
。
雖
不
自
首
。
能
還
帰
本
所
者

亦
同]｣

が
自
首
の
扱
い
に
つ
い
て
、
逃
走
と
叛
を
同
様
と
す
る
の
は
、
と

も
に
原
在
地
を
離
れ
る
こ
と
が
実
行
の
着
手
と
な
る
点
で
共
通
す
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
戴

『

各
論』

二
九
六
頁
下
段
は

｢

罪
人
が
逃
走
・

叛
を
犯
し
た
場
合
、
原
在
地
を
離
れ
た
こ
と
で
罪
を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
蔵
匿
し
た
者
は
罪
人
が
追
跡
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

こ
と
を
要
す
る
の
で
は
な
く
、
罪
人
が
そ
の
行
為
を
し
た
こ
と
で
知
り
う
る

も
の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
事
情
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
擬
制
す
る
も
の
と
解

す
べ
き
で
あ
る

[

罪
人
犯
亡
・
叛
罪
、
即
以
離
原
所
為
犯
罪
者
。
在
此
、
蔵

匿
人
不
以
知
罪
人
被
追
摂
為
其
要
件
、
祇
以
罪
人
行
即
可
知
。
此
宜
解
為
係

擬
制
其
知
情]｣

と
解
説
す
る
。

(

�)

こ
れ
に
つ
い
て
、
戴

『

各
論』

二
九
七
頁
下
段
は

｢

蔵
匿
し
た
者
の
刑

は
、
原
則
と
し
て
罪
人
に
科
す
べ
き
刑
を
基
準
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
等
を
減

じ
た
刑
に
処
す
る
。
罪
人
が
刑
の
減
免
を
得
る
場
合
は
、
蔵
匿
し
た
者
も
こ

れ
に
準
じ
て
減
免
を
得
る
。
罪
人
が
加
杖
お
よ
び
贖
に
換
刑
さ
れ
る
場
合
は
、

蔵
匿
し
た
者
も
同
様
で
あ
る
。
罪
人
が
自
害
し
た
場
合
は
、
蔵
匿
し
た
者
は

二
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る

(

以
上
、
名
例
律
三
八
条
第
三
段
・
第
四
段
・

第
五
段
お
よ
び
疏
文
を
参
照)

。
一
般
人
が
除
名
・
官
当
に
あ
た
る
官
員
を

蔵
匿
し
た
場
合
は
、
官
員
が
犯
し
た
罪
の
刑
を
基
準
と
し
、
一
般
人
の
規
定

に
よ
り
処
断
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
蔵
匿
し
た
者
自
身
が
減
・
贖
あ
る
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い
は
官
当
の
事
由
を
有
す
る
場
合
は
、
な
お
そ
の
規
定
を
適
用
す
る
。
連
坐

者
・
縁
坐
者
を
蔵
匿
し
た
場
合
も
、
そ
の
刑
か
ら
一
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す

る
。
も
し
没
官
さ
れ
る
者
を
蔵
匿
し
た
場
合
は
、
流
三
千
里
か
ら
一
等
を
減

じ
、
徒
三
年
に
処
す
べ
き
で
あ
る

(

断
獄
律
二
三
条
を
参
照)

。
あ
る
者
が

罪
人

(
逃
走
者
を
含
む)

を
蔵
匿
し
て
、
他
人
が
そ
の
事
情
を
知
り
な
が
ら

さ
ら
に
こ
の
蔵
匿
者
を
蔵
匿
し
た
場
合
は
、
蔵
匿
者
の
刑

(

罪
人
の
刑
か
ら

一
等
を
減
じ
た
刑)

か
ら
、
さ
ら
に
一
等
を
減
じ
た
刑

(

つ
ま
り
罪
人
の
刑

か
ら
二
等
を
減
じ
た
刑)

に
処
す
べ
き
で
あ
る

[

蔵
匿
人
之
刑
、
原
則
上
以

罪
人
応
得
之
刑
為
準
、
各
減
一
等
科
之
。
罪
人
得
原
・
減
、
蔵
匿
人
亦
準
之
；

罪
人
応
加
杖
及
贖
者
、
蔵
匿
人
亦
同
。
罪
人
自
死
者
、
蔵
匿
人
聴
減
二
等

(

以
上
参
閲
名
三
八
│
二
及
疏)
。
凡
人
蔵
匿
官
人
之
応
除
名
・
官
当
者
、
宜

解
為
仍
以
官
人
所
犯
為
準
、
依
凡
人
之
例
科
之
。
蔵
匿
人
本
人
自
有
減
・
贖

或
官
当
之
事
由
者
、
仍
適
用
其
本
法
。
匿
連
坐
人
・
縁
坐
人
者
、
亦
従
其
罪

上
減
一
等
；
即
蔵
匿
没
官
之
人
、
須
従
流
三
千
里
上
減
一
等
、
合
徒
三
年

(

参
閲
断
二
三)

。
有
人
蔵
匿
罪
人

(

包
括
逃
亡
人)
、
而
他
人
知
情
再
蔵
匿

此
項
蔵
匿
人
時
、
則
応
従
蔵
匿
人
罪

(

減
罪
人
罪
一
等)

上
、
又
減
一
等

(

即
減
罪
人
罪
二
等)]｣

と
補
足
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
五
頁
注
�
は

｢｢

匿
状
既
ニ
成
ル｣

と
は
、
蔵
匿
の
犯

罪
事
実
が
既
に
成
立
し
た
こ
と
を
謂
う｣

と
す
る
。

(

�)

原
文

｢

首
匿｣

を
、
曹

『

訳
注』

九
六
八
頁
注
釈

[

�]

は

｢
主
謀
し

て
首
犯
と
な
っ
て
蔵
匿
の
罪
を
犯
す
こ
と

[

主
謀
為
首
犯
隠
匿
罪]｣
と
注

し
、
銭

『

新
注』

九
五
〇
頁
〜
九
五
一
頁
は

｢

首
謀
者
と
な
っ
て
罪
人
を
蔵

匿
し

[

作
為
謀
首
隠
蔵
罪
人]｣

｢

首
犯
と
な
っ
て
罪
人
を
蔵
匿
し

[

作
為
首

犯
隠
蔵
罪
犯]｣

と
訳
す
。
し
か
し
、
註
文
・
疏
文
の
後
文
は
と
も
に

｢

主

人
が
の
ち
に
知
っ
た
場
合

[

主
後
知
者]｣

と
記
し
て
い
る
か
ら
、｢

首｣

は

｢

は
じ
め
に｣

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

(

�)

戴

『

各
論』

二
九
七
頁
上
段
は
、
奴
婢
の
主
人
の
死
後
、
奴
婢
が
蔵
匿

を
つ
づ
け
た
場
合
も
、
尊
長
の
死
後
、
卑
幼
が
蔵
匿
を
つ
づ
け
た
場
合
と
同

様
に
処
断
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
劉

『

箋
解』

下
冊
二
〇
〇
九

頁
も
、
こ
こ
の
卑
幼
に
は

｢

部
曲
・
奴
婢
を
含
む

[

包
括
部
曲
・
奴
婢]｣

と
し
て
い
る
。

(

�)

こ
れ
に
つ
い
て
、
戴

『

各
論』

二
九
七
頁
上
段
は

｢

ど
う
し
て
五
等
を

減
じ
た
刑
に
処
す
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
解
ら
な
い

(

こ
れ
は
卑
幼
が
み
ず

か
ら
蔵
匿
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る)

[

何
以
得
減
罪
五
等
、
不
知
其

故

(

按
：
此
可
謂
為
卑
幼
自
匿)]｣

と
述
べ
る
。

(

�)

戴

『

各
論』

二
九
七
頁
上
段
が

｢

こ
こ
に
い
う
発
覚
は
、
卑
幼
の
蔵
匿

の
罪
が
発
覚
し
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
り
、
罪
人
の
罪
が
発
覚
し
た
こ
と
を

い
う
の
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る

[

其
所
謂
事
発
、
須
解
為
：
卑
幼
之

蔵
匿
罪
発
覚
之
謂
、
非
罪
人
之
事
発]｣

と
す
る
の
に
従
う
。

(

	)

原
文
は

｢

侶｣

。『

訳
註
八』

二
四
五
頁
注
�
は

｢

侶
は
徒
侶
・
共
犯
を

謂
う｣

と
注
し
、
銭

『

新
注』

九
五
〇
頁
〜
九
五
一
頁
は

｢

仲
間

[

同
夥]｣

と
訳
す
。
な
お
、
原
文

｢

匿
得
相
容
隠
者
之
侶｣

を
、
銭

『

新
注』

九
五
〇

頁
が

｢

蔵
匿
さ
れ
た
者
が
蔵
匿
を
許
容
さ
れ
る
間
柄
の
者
あ
る
い
は
そ
の
仲

間
で
あ
る
場
合
は

[

被
蔵
匿
的
属
於
可
相
容
隠
者
或
其
同
夥
的]｣

と
訳
す

の
は
読
み
誤
り
で
あ
る
。

(


)
｢

小
功｣

は
服
の
等
級
の
ひ
と
つ
。
本
服
の
親
族
で
は
従
祖
祖
父

(

祖

父
の
兄
弟)

、
従
祖
父

(

父
の
従
兄
弟)

、
従
祖
兄
弟

(

従
祖
父
の
男
子)

な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。｢

小
功
以
下｣

は
そ
れ
よ
り
遠
縁
の
者
で
、
通
常
は

小
功
と�

麻
を
さ
す
。�

麻
は
五
服
の
な
か
で
も
っ
と
も
遠
縁
の
等
級
で
あ

り
、
本
服
の
親
族
で
は
族
曾
祖
父

(

曾
祖
父
の
兄
弟)

、
族
祖
父

(

祖
父
の

従
兄
弟)

、
族
父

(

父
の
従
祖
兄
弟)

、
族
兄
弟

(

族
父
の
男
子)

な
ど
が
こ

れ
に
あ
た
る
。

(

�)
こ
れ
に
つ
い
て
、
劉

『

箋
解』

下
冊
二
〇
一
〇
頁
は

｢

罪
人
が
赦
免
に

あ
た
る
べ
き
場
合
は
、
蔵
匿
の
罪
も
免
除
さ
れ
る
。
罪
人
が
赦
免
す
べ
き
で
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な
い
場
合
は
、
恩
赦
が
発
せ
ら
れ
た
あ
と
も
蔵
匿
を
継
続
す
れ
ば
、
律
条
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
蔵
匿
さ
れ
た
罪
人
に
科
す
べ
き
刑
か
ら
一
等
を
減
じ
た
刑

に
処
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
蔵
匿
の
罪
は
蔵
匿
さ
れ
た
者
が
罪
人
で
あ
る
こ

と
か
ら
得
る
も
の
で
あ
り
、
罪
人
が
赦
免
を
得
れ
ば
蔵
匿
は
当
然
に
罪
で
な

く
な
る
が
、
罪
人
が
赦
免
す
べ
き
で
な
け
れ
ば
蔵
匿
は
当
然
に
罪
で
あ
り
つ

づ
け
る
か
ら
で
あ
ろ
う

[

其
罪
人
合
当
赦
免
者
、
蔵
匿
之
罪
亦
得
免
之
。
其

罪
人
不
合
赦
免
者
、
赦
後
仍
継
続
蔵
匿
、
則
仍
依
律
各
減
所
匿
罪
人
罪
一
等

科
之
。
所
以
如
此
、
蓋
因
蔵
匿
之
罪
乃
因
罪
人
而
得
、
罪
人
既
得
赦
免
、
蔵

匿
当
然
無
罪
；
罪
人
不
合
赦
免
、
蔵
匿
之
罪
当
然
亦
在
也]｣

と
解
説
す
る
。

(

�)

原
文
は

｢

展
転
相
使｣
。
曹

『

訳
注』

九
七
〇
頁
は

｢

互
い
に
移
転
し

他
人
に
指
図
し
て

[

転
移
相
互
指
使
他
人]｣

、
銭

『

新
注』

九
五
〇
頁
、
九

五
二
頁
は

｢

互
い
に
託
し
て

[

相
互
転
託]｣

と
訳
す
。

(

�)

原
文
は

｢

主
人｣

。
賊
盗
律
二
二
条

｢
主
人
が
即
時
に
殺
し
た
場
合
は

[

主
人
登
時
殺
者]｣

お
よ
び
疏
文

｢

主
人
に
格
闘
し
て
殺
さ
れ
た
場
合
は

[

被
主
人
格
殺
之
者]

の

｢

主
人｣

に
つ
い
て
、『
訳
註
七』

一
五
一
頁
注
�

は

｢

主
人
と
言
っ
て
も
、
家
長
一
人
だ
け
に
限
ら
れ
ず
、
律
意
か
ら
し
て
、

同
居
の
家
人
も
主
人
に
準
じ
て
扱
わ
れ
た
で
あ
ろ
う｣
と
述
べ
る
が
、
こ
こ

で
は
家
長
に
限
定
す
る
も
の
と
解
す
る
。

(

�)

原
文

｢

助
其
運
致｣

を
、
銭

『

新
注』

九
五
〇
頁
は

｢

贓
物
の
運
送
を

た
す
け
る

[

幇
助
運
送
贓
物]｣

と
訳
す
が
、
こ
こ
で
蔵
匿
さ
れ
る
罪
人
は

贓
罪
を
犯
し
た
者
に
限
ら
な
い
。

(

�)

原
文

｢

知
情
之
状｣

を
、
曹

『

訳
注』

九
六
七
頁
は

｢(

蔵
匿
さ
れ
た

者
の)

事
情
を
知
る
者
の
罪
状

[

知
情
人
的
罪
状]｣

、
銭

『

新
注』

九
五
〇

頁
は

｢

事
情
を
知
り
な
が
ら
蔵
匿
し
た
と
い
う
情
状

[

知
情
蔵
匿
之
情
状]｣

と
訳
す
。

(

�)

原
文

｢

追
摂｣

に
つ
い
て
、『

訳
註
八』

二
八
九
頁
注
�
は

｢

追
摂
と

は
、
被
疑
者
等

(

こ
こ
で
は
囚
の
共
犯
者)

を
召
喚
し
て
身
柄
を
拘
束
す
る

こ
と｣

と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
広
く
解
し
、『

訳
註
八』

二
四
五
頁
注

�
が

｢

追
摂
は
追
捕
の
こ
と｣

と
注
し
、
銭

『

新
注』

九
五
〇
頁
が

｢

追
跡

逮
捕

[

追
捕]｣

と
訳
す
の
に
従
う
。

(

	)

原
文
は

｢

行｣

。
曹

『

訳
注』

九
六
七
頁
は

｢

そ
の
行
動
か
ら

[

従
他

的
行
動
上]｣

、
銭

『

新
注』

九
五
〇
頁
は

｢

そ
の
行
動
が
あ
れ
ば

[

有
其
行

動]｣

と
訳
す
。

(


)

原
文

｢

但｣

を

『

訳
註
八』

二
四
三
頁
は

｢

但タ
ダ｣

と
訓
読
す
る
が
、
曹

『

訳
注』

九
六
七
頁
お
よ
び
銭

『

新
注』

九
五
一
頁
が

｢

し
さ
え
す
れ
ば

[

只
要]｣

と
訳
す
の
に
従
う
。｢

但｣

は

｢

�た
だ
し
か
じ
か
の
要
件
を
そ
な

え
さ
え
す
れ
ば
�
と
い
う
文
脈
に
お
か
れ
た
と
き
、
オ
ヨ
ソ
と
い
う
意
味
に

な
る｣

(『

訳
註
五』

三
八
頁
注

)

。

(

�)

名
例
律
四
六
条
疏
に

｢

同
居
と
あ
る
の
は
、
家
計
を
同
じ
く
し
住
居
を

共
に
す
る
こ
と
を
い
う
。
戸
籍
の
異
同
を
問
わ
な
い
。
無
服
の
者
で
あ
っ
て

も
こ
れ
に
あ
た
る

[

同
居
。
謂
同
財
共
居
。
不
限
籍
之
同
異
。
雖
無
服
者
並

是]｣

と
あ
る
よ
う
に
、｢

同
居
と
は
、
未
だ
家
産
分
割
を
行
わ
ず
家
計
を
一

つ
に
し
た
ま
ま
い
わ
ゆ
る
家
族
共
産
関
係
を
現
に
維
持
し
て
い
る
間
柄
を
い

う
。
そ
れ
は
私
法
的
実
態
に
着
目
し
た
概
念
で
あ
っ
て
、
公
法
上
の
戸
籍
の

記
載
と
は
か
か
わ
り
が
な
い
。
親
等
の
遠
近
を
問
わ
な
い｣

(『

訳
註
五』

二

九
一
頁)

。

(

�)

原
文

｢

発
遣
去｣

に
つ
い
て
、
曹

『

訳
注』

九
六
九
頁
注
釈

[

�]

は

｢

つ
ま
り
、
す
で
に
出
て
行
か
せ
た
こ
と

[

即
已
経
遣
発
離
開]｣

と
注
し
、

銭『

新
注』

九
五
一
頁
は｢

罪
人
が
出
て
行
か
さ
れ
た[

罪
犯
被
打
発
離
開]｣

と
訳
す
。

(
�)

原
文

｢

罪
始
発
覚｣

に
つ
い
て
、
曹

『

訳
注』

九
六
九
頁
注
釈

[

�]
は

｢
卑
幼
の
蔵
匿
の
罪
が
そ
こ
で
は
じ
め
て
発
覚
す
る
こ
と
を
さ
す

[

指
卑

幼
的
蔵
匿
罪
方
才
発
覚]｣

と
注
す
る
。

(

�)

原
文

｢
徒
侶｣

は

｢

一
味
・
共
犯
者
の
意｣

(『

訳
註
八』

二
七
五
頁
注
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�)

。

(
�)

原
文

｢

共
人
行
盗｣

を
、
銭

『

新
注』

九
五
一
頁
は

｢

他
人
と
と
も
に

窃
盗
罪
を
犯
し

[

与
人
共
犯
了
窃
盗
罪]｣

と
訳
す
が
、｢

行
盗｣

は
窃
盗
に

限
定
さ
れ
な
い
。

(

�)
原
文

｢

恐
相
連
累｣

に
つ
い
て
、
曹

『

訳
注』

九
六
九
頁
注
釈

[

�]

は

｢

親
族
が
巻
き
添
え
に
な
る
の
を
恐
れ
る
こ
と
を
さ
す

[

指
恐
怕
親
属
受

到
連
累]｣

と
注
す
る
。

(

�)

十
悪
は
、
名
例
律
六
条
に
列
挙
さ
れ
る
、
謀
反
・
謀
大
逆
・
謀
叛
・
悪

逆
・
不
道
・
大
不
敬
・
不
孝
・
不
睦
・
不
義
・
内
乱
の
一
〇
項
目
に
属
す
る

｢

名
教
に
違
背
す
る
こ
と
顕
著
と
見
な
さ
れ
る
罪｣

の
総
称
。
十
悪
に
属
す

る
罪
は
、
議
・
請
・
減
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
な
ど
の
ほ
か
、
し
ば
し
ば

恩
赦
の
適
用
か
ら
も
除
外
さ
れ
た
。
詳
し
く
は

『

訳
註
五』

六
〇
頁
〜
六
二

頁
を
参
照
。

《
第
二
段
》

[

原
文]

罪
人
有
数
罪
者
。
止
坐
所
知
。

疏
議
曰
。
罪
人
有
数
罪
。
謂
或
殺
人
或
姦
盗
。
止
坐
所
知
者
。

謂
於
所
知
之
罪
上
。
減
一
等
之
類
。

問
曰
。
有
奴
婢
匿
一
流
囚
。
主
後
知
之
。
主
合
得
何
罪
。

答
曰
。
有
奴
婢
首
匿
流
囚
。
罪
合
減
一
等
。
徒
三
年
。
加
杖
二

百
。
主
後
知
者
。
与
奴
婢
同
科
。
亦
準
奴
婢
之
罪
。
合
杖
二
百
。

其
応
例
減
収
贖
。
各
準
其
主
本
法
。
仍
於
二
百
上
減
贖
。
若
奴

婢
死
後
。
主
匿
如
故
。
即
得
自
匿
之
罪
。
不

(

ｄ)

合
準
奴
婢
為
坐
。

[

校
注]

(

ｄ)
『

訳
註
三』

八
二
六
頁
は

｢

不｣

を

｢

一｣

に
作
る
が
、『

宋
刑
統』

巻

二
八
、
捕
亡
律
、
部
内
容
止
逃
亡

[

知
情
蔵
匿
罪
人]

に
よ
り
改
め
る

(

戴

『

各
論』

二
九
七
頁
下
段

(

註
三)

、
曹

『

訳
注』

九
七
一
頁
注
釈

[

�]

参

照)

。

[

訓
読
文]

罪
人
に
数
罪
あ
る
者
は
、
止
だ
知
る
所
を
坐
す
。

疏
。
議
し
て
曰
く
。｢

罪
人
に
数
罪
あ
る｣

と
は
、
或
は
人
を

殺
し
或
は
姦
盗
し
た
る
を
謂
ふ
。｢

止
だ
知
る
所
を
坐
す｣

な

る
者
は
、
知
る
所
の
罪
の
上

(

�)

よ
り
、
一
等
を
減
ず
る
の
類
を
謂

ふ
。

問
ひ
て
曰
く
。
奴
婢
の
一
流
囚
を
匿
す
こ
と
あ
り
、
主
、
後
に

之
を
知
り
た
り
。
主
は
合
に
何
の
罪
を
得
べ
き
や
。

答
へ
て
曰
く
。
奴
婢
の
首
め
流
囚
を
匿
す
こ
と
あ
り
た
れ
ば
、

罪
は
合
に
一
等
を
減
じ
、
徒
三
年
た
り
て
、
加
杖
二
百
た
る
べ

し
。
主
、
後
に
知
り
た
る
者
は
、
奴
婢
と
科
を
同
じ
く
し
、
亦

た
奴
婢
の
罪
に
準
じ
、
合
に
杖
二
百
た
る
べ
し
。
其
れ
応
に
例

減
収
贖
す
べ
け
れ
ば
、
各
の
其
の
主
の
本
法
に
準
じ
、
仍

(

�)

ほ
二

百
の
上
よ
り
減
贖
す
。
若
し
奴
婢
の
死
後
、
主
、
匿
す
こ
と
故
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の
如
け
れ
ば
、
即
ち
自
ら
匿
し
た
る
の
罪
を
得
。
合
に
奴
婢
に

準
じ
て
坐
と
為
す
べ
か
ら
ず
。

[

校
注]

(

�)
『

訳
註
八』

二
四
五
頁
は

｢

上｣

を
脱
す
る
。

(

�)
『

訳
註
八』
二
四
五
頁
は

｢

仍｣

を
脱
す
る
。

[

訳
文]

罪
人
が
数
箇
の
罪
を
犯
し
て
い
た
場
合
は
、(

蔵
匿
し
た
者
が)

知
っ

て
い
た
罪
に
つ
い
て
だ
け

(

の
蔵
匿)

の
罪
と
す
る

(

�)

。

【
疏
文
】

｢

罪
人
が
数
箇
の
罪
を
犯
し
て
い
た｣

と
あ
る
の
は
、

(

た
と
え
ば)

殺
人
を
犯
し
た
う
え
に
姦
や
盗
も
犯
し
て
い
た

こ
と
を
い
う
。｢

知
っ
て
い
た
罪
に
つ
い
て
だ
け
の
罪
と
す
る｣

と
あ
る
の
は
、(

蔵
匿
し
た
者
が)

知
っ
て
い
た
罪
に
よ
っ
て

(

罪
人
に)

科
す
べ
き
刑
か
ら
一
等
を
減
じ
た
刑
に
処
す
る
な

ど
の
こ
と
を
い
う
。

【
問
】
奴
婢
が
一
人
の
流
刑
囚
を
蔵
匿
し
、(

奴
婢
の)

主
人
が

の
ち
に
こ
れ
を
知
っ

(

て
容
認
し)

た
。
主
人
は
ど
の
よ
う
な

刑
に
処
す
べ
き
か
。

【
答
】
奴
婢
が
先
に
流
刑
囚
を
蔵
匿
し
た
場
合
は
、(

流
刑
か
ら)

一
等
を
減
じ
た
徒
三
年
と
し
、(

換
刑
で
あ
る)

加
杖
二
百
に

処
す
べ
き
で
あ
る

(

�)

。(

奴
婢
の)

主
人
が
の
ち
に

(

蔵
匿
の
事

実
を)

知
っ

(

て
容
認
し)

た
場
合
は
、
奴
婢
と
同
じ
刑
に
処

し
、
ま
た
奴
婢
の
刑
に
準
じ
て
、
加
杖
二
百
に
処
す
べ
き
で
あ

る
。
例
減
・
収
贖

(

�)

を
行
う
べ
き
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
人
に
適

用
さ
れ
る
規
定
に
準
じ
て
、
な
お
加
杖
二
百
か
ら
例
減
や
収
贖

を
行
う
。
も
し
奴
婢
の
死
後
、
主
人
が
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
蔵

匿
し

(

つ
づ
け)

た
場
合
は
、
み
ず
か
ら
蔵
匿
し
た
罪
の
刑
に

処
す
る
の
で
あ
り
、
奴
婢
に
科
す
べ
き
刑
に
準
じ
て
処
断
す
べ

き
で
は
な
い
。

[

訳
注]

(

�)

そ
の
例
と
し
て
、
劉

『

箋
解』

下
冊
二
〇
〇
八
頁
は

｢

た
と
え
ば
罪
人

が
、
十
疋
の
財
物
を
強
取
し
て
絞
を
科
す
べ
き
強
盗
と
、
十
疋
の
財
物
を
窃

取
し
て
徒
一
年
半
を
科
す
べ
き
窃
盗
と
を
犯
し
て
い
た
場
合

(『

唐
律
疏
議』

巻
一
九
、
賊
盗
律
三
四
条
お
よ
び
三
五
条
を
参
照)

、
蔵
匿
あ
る
い
は
援
助

を
し
た
者
が
窃
盗
の
事
情
を
知
る
だ
け
で
強
盗
の
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
と

す
れ
ば
、
十
疋
の
財
物
を
窃
取
し
た
窃
盗
に
科
す
べ
き
徒
一
年
半
か
ら
一
等

を
減
じ
、
徒
一
年
に
処
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る

[

例
如
罪
人
強
盗

十
疋
合
絞
、
窃
盗
十
疋
合
徒
一
年
半

(

参
見
賊
盗
律
強
盗
条
及
窃
盗
条
、
本

書
巻
一
九)

、
蔵
匿
及
資
助
者
知
窃
盗
之
情
而
不
知
強
盗
之
情
、
即
従
窃
盗

十
疋
徒
一
年
半
上
減
一
等
、
科
徒
一
年
之
類]｣

と
述
べ
る
。

(

�)

奴
婢
が
徒
三
年
に
あ
た
る
罪
を
犯
し
た
場
合
、
官
戸
・
部
曲
と
同
様
に
、

徒
三
年
は
加
杖
二
百
に
換
え
て
執
行
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
本
訳
稿

(

下)

捕

亡
律
一
三
条
訳
注

(

�)

参
照
。

(

28)
｢

例
減｣

は
、
八
議
の
該
当
者
と
そ
の
一
定
範
囲
の
親
族
、
皇
太
子
妃

の
大
功
以
上
の
親
族
、
五
品
以
上
の
官
爵
を
有
す
る
者
と
そ
の
一
定
範
囲
の

法と政治 68巻 3号 (2017年 11月)

『

唐
律
疏
議
』
捕
亡
律
現
代
語
訳
稿
（
下)

778

九
一



親
族
、
な
ら
び
に
七
品
以
上
の
官
を
有
す
る
者
な
ど
、
名
例
律
八
条
〜
一
〇

条
に
そ
の
資
格
要
件
が
規
定
さ
れ
る

｢

減｣

を
い
う
。
減
は

｢

流
罪
以
下
に

つ
い
て
一
等
を
減
ず
る
こ
と
を
い
う
。
減
の
特
権
を
有
す
る
者
は
当
然
に
贖

の
特
権
を
有
す
る｣

。｢

贖｣

の
資
格
要
件
は
名
例
律
一
一
条
に
規
定
さ
れ
る

(『

訳
註
五』

七
九
頁
〜
八
二
頁
参
照)

。
な
お
、
贖
を
規
定
す
る
律
文
・
註

文
・
疏
文
に
は

｢

収
贖｣

｢

聴
贖｣

な
ど
多
様
な
表
現
が
あ
る
が
、｢

語
勢
の

上
か
ら
聴
贖
と
言
っ
た
り
収
贖
と
言
っ
た
り
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
法
概
念

と
し
て
の
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い｣

(『

訳
註
五』

一
七
八
頁
注
�)

。

[

附
記]本

訳
稿

(

上)

に
対
し
て
ご
高
見
を
い
た
だ
い
た
、
小
林
義
廣
、
佐
立
治

人
ら
の
各
氏
に
厚
く
謝
意
を
表
す
る
。

本
訳
稿
は
二
〇
一
六
年
度
・
二
〇
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(

基
盤

研
究

(

Ｃ)

一
般
、
研
究
課
題
番
号
二
六
三
八
〇
〇
二
三
、
研
究
課
題

｢

唐

代
を
中
心
と
す
る
中
国
刑
事
手
続
制
度
の
基
礎
的
研
究｣

、
研
究
代
表
者
川

村
康)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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